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だから僕は、Ｈができない。６


死神と海水浴





橘　ぱん
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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










口絵・本文イラスト　桂井よしあき
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　序章　たいどう










　アルカレア・レイギルは、苛いら立だたしげに観音開きの扉とびらの前に立った。


　百八十センチを超こえる女性としてはかなり大おお柄がらな体は、発達した筋肉の鎧よろいに包まれている。豊かなはずだが筋肉で硬かたく締しまっている胸部を粗そ末まつな布キレで巻き、腰こし骨ぼねから下にジャージを穿はいた服装は、彼女が服ふく飾しよくになんら興味がないことを如によ実じつに表していた。白い髪かみも短く、よくいえばシャギーカット、素す直なおにいえば適当に切られている。


　その短い髪を微かすかに揺ゆらして、アルカレアは観音開きの扉を勢いよくというよりも、やや乱暴に開け放った。


　暗い部屋に光が差す。その光の先せん端たんに、黒い棺ひつぎが浮うかんだ。


　頭があるであろう位置に金色の縄なわで編まれた仮面が設置され、四よ隅すみも黄金で彩いろどられた、棺にしては自己主張が激しすぎる棺かん桶おけだった。


『来たか』


　アルカレアが近づくと、あろうことか棺から精せい悍かんな男の声がくぐもりながら響ひびく。


　その声の圧力に、アルカレアは思わず立ち止まってしまった。そんな自分に苛立ち、アルカレアは奥歯を嚙かんだ。


『相変わらず、一級死神としての品位のない格好だな』


　揶や揄ゆするわけでもなく、淡たん々たんと棺が告げてくる。


「メイズ・ガルダーブロウグともあろう死神が、そんな下らない資格にこだわりがあるとはね」


　アルカレアが睨にらみ付けると、棺──ガルダーブロウグは低い笑い声を返してきた。


『ははは、全くだ。今の腐くさった死神界が作り上げた資格、秩ちつ序じよなどに私はなんのこだわりもない』


「ならいいじゃないか」


　面おも白しろくなさそうにアルカレアが、鼻を鳴らす。


『だがな、《雷神の雹テイールハガル》でも最強の力を持つ我ら《四し雷らい斧ふ》の第三格としての、最低限の品位と威い厳げんは保ってもらいたいものだな。他ほかの高級幹部達に付け入られるぞ』


　やや苦く笑しよう気味に告げてくるガルダーブロウグに、アルカレアははっきりと舌打ちした。


「よく言うよ。《ファヴニール》を手に入れたアンタが、老人どもの禿はげ頭あたまを抑おさえ付けたんだろ。連中がアタイらに文句言ってくる勇気があるとは、到とう底てい思えないけどね」


　ガルダーブロウグが、また低く笑う。


「ったく、意い気く地じのない連中だよ。棺桶の中から動けない重傷を負った死神に、頭一つ上がらないんだからね」


『それだけ《ファヴニール》の力が偉い大だいだということだ』


「旧世界の秘宝《ファヴニール》ね。龍りゆうの力を手に入れることが出来るんだっけ？」


『そうだ。霊れい力りよくを無む尽じん蔵ぞうに生み出し振ふるう、龍の力だ』


「はっ。戻もどれなくなる力なんて、アタイはごめんだね」


　アルカレアは言い切ると、一歩棺に近づいた。


「そんなことよりもだ」


　金色に輝かがやく仮面を睨み付ける。


「今回の任務、どうしてライファン──ライファン・ピグノートに任せたんだい」


　怒ど気きを隠かくそうともしないその響きに、ガルダーブロウグは苦笑した。


『第四格、つまり序列最下位のライファンでは不満か』


「当たり前だよ。あんな弱っちい男おとこ女おんなに何が出来るってんだ」


『ふっ、ふははははははは。私からすれば、お前達はどちらも男女に見えるがな』


　ガルダーブロウグの言う通り、大柄で鍛きたえられた筋肉を持つアルカレアは、シルエットだけなら大男にしか見えない。もっともその顔を見れば、精悍さこそあるものの意外に端たん整せいな顔立ちで、女性とすぐに分かるのだが。


「混ぜっ返さないで欲しいね。アンタが予測した《イレギュラー》は、ただでさえ滅めつ多たにいない一万人分の霊力を持ってる特異者の、更さらに上を行く存在なんだろ」


『その通りだ。我ら死神は霊力を生み出すことが出来ない。人間から霊力を奪うばうしかない我々にとって、《イレギュラー》の霊力はこの世界を革命するために必ひつ須すのものになる』


「ああ、分かってるよ。死神契けい約やくだかなんだか知らないけど、今の人間に媚こびへつらって霊力を分けてもらうシステムを打ち壊こわして、人間を支配して霊力を絞しぼり取るのがアタイ達《雷神の雹テイールハガル》の目的だからね。だからこそ、そんな存在を捜さがし出す重要な任務をライファンに任せるのが不安なんだ。いいかい、アタイが気にしてるのは──」


『ライファンの変化、だろう』


　アルカレアの言葉を、ガルダーブロウグが先取りしてしまう。


「[image: ]っ……わ、分かってるのなら何な故ぜなんだい。ライファンめ、加か賀が良りよう介すけに敗れてから、妙みように丸く惰だ弱じやくになってやがる」


『情に流されるかも知れないと？』


「ああ、そうさ。男のなりをしてるって言ったって、アイツは服装で誤ご魔ま化かしてるだけだ。心の中は、女だよ。それもまだ若いね」


『己おのれの肉体を男以上に鍛え上げた自分とは違ちがう。そう言いたいのか』


　ガルダーブロウグの言葉に、アルカレアは「ご名答」と短く答える。


『ふむ。しかし、ピグノート家はスタンザに名が残るほどの強力な死神であった先代が、《雷神の雹テイールハガル》の高級幹部だったことでも分かる通り、代々《雷神の雹テイールハガル》を支えてきた有力な家だぞ。その当主であるライファンが、我らの理想を捨てて寝ね返がえるとは考えにくい』


「スタンザかい。百まである、強力な死神だけに送られる名めい誉よ称しよう号ごうだっけか」


『そうだ。各位階は六名まで与あたえられる。が、死した後も名は残る故ゆえに、今はもう空きがほとんどない貴重な称号だ。今、生きてスタンザを持っている死神は僅わずかに数人だからな』


「はっ。それは自分が第六十九スタンザにいることへの自じ慢まんかい？」


　アルカレアが肩かたをすくめる。


『そう受け取っては欲しくないものだな。私は、それほど貴重なスタンザを受けたにもかかわらず、今の死神界を再構築しようという我ら《雷神の雹テイールハガル》に与くみした先代の跡あと取とりが、裏切るなど考えがたいと言いたいだけだ』


「どうだかね」


『そもそも桃もも園ぞの学園に潜もぐり込むには、お前のその姿では目立ちすぎて無理だ。やはりライファンが適当だろう』


「……確かに、アタイが人間の学生ゴッコをするのは苦しいけどさ」


　アルカレアの外見は、人間として見れば二十代後半といったところだろう。そんな彼女が制服を着て教室に居る光景は、コスプレみたいで色々と問題がありすぎる。


『ふむ。だが監かん視し役を一人置くのは、悪くないかも知れないな』


「どういうことだい」


『今回の任務はライファンに任せた。である以上、失敗しない限りはそのまま任せる。だが同時に、彼女が寝返る可能性も念頭にはおこう』


「それで監視かい。でもさ、そんなのは下したっ端ぱ連中に任せればいいじゃないか」


　面白くなさそうにアルカレアは肩をすくめた。


『いや。それ相応の力がなければ活動出来ないだろうな』


「なぜさ」


『今、桃園学園の周りにいる死神はリサラ・レストールを初め、一級死神やそれに準じる力を持つ者達だ。下っ端では厳しいだろう。そして加賀良介もいる』


　良介の名を呼ぶ時、ガルダーブロウグの声は少し低くなる。だが、そんな変化にアルカレアは全く気が付かない。


「加賀良介ね。《ファヴニール》と同じ旧世界の秘宝、《旧ふるき五つ》の一つ《折れた剣けんグラム》を覚かく醒せいさせて、アンタを何度も退け、ついにはこんな棺桶に入るような重傷を負わせた人間ね。でもヤツは、《グラム》を覚醒させていた源の《ファヴニール》をアンタに奪われて、もうただの人間なんだろ」


『レストール家では、《ファヴニール》が生み出した霊力がまだ蓄ちく積せきされていると分ぶん析せきしているようだ』


「ふうん。だとすれば、少しは手て強ごわそうだね」


『…………まぁいい。アルカレア』


「分かってるよ。その監視役をアタイにやれって言うんだろ」


　アルカレアがバンッと自分の手の平に拳こぶしを打ち付ける。


『話が早くて助かる。手下はいるか？』


「無用だね。第一、人間に尻尾しつぽを振ってる奴やつらとの戦いで《雷神の雹テイールハガル》も、人手不足なんだろう？」


『助かる』


「じゃ、この《四し雷らい斧ふ》第三格アルカレア・レイギル様が、久々に人間界に行ってやるよ。噂うわさの加賀良介ってヤツの顔を拝むのが楽しみだね」


　クルリと身を翻ひるがえすと、アルカレアは嬉うれしそうに、獰どう猛もうな笑えみを浮かべつつ部屋を出て行ったのだった。独ひとり笑うガルダーブロウグを残して。


『ふふふ……あの胸で覚醒する日が楽しみだな』














　一章　たのむから海へ！










　桃もも園ぞの学園はそこそこ由ゆい緒しよのある中高一いつ貫かん教きよう育いくの学校だ。


　それ故に、最近では消えつつある文化が所々に残っていたりする。


「……登校日ってのもそーだよなぁ」


　良りよう介すけは、高等部二年Ｂ組にある自分の机に、だるーと上半身を投げ出してぼやいた。


「夏休みなのに、なんで学校なんか来なきゃいけないんだよ」


　ぐったりとした顔で、良介は教室を見回した。


　良介と同じ感想の生徒も多いようで、あちこちぐったりとしている。


「すぴょー」


　後ろのイリアの席からは、隠そうともしない寝ね息いきが聞こえてくる……。


「俺も寝ようかな……ふあぁぁ……」


　うんざりと呟つぶやく。


「良介くん、元気なさそうだけど夏ばて？」


　前の席に座る幼おさな馴な染じみの大おお倉くら美み菜なが、不安そうな顔で振り返る。


　肩かた口ぐち程度で髪かみを切りそろえた、一見すると地味な眼鏡少女だ。だが、ちゃんと見ればかなりハイスペックなおっとり系美少女だと分かる。


　そして何よりも、その胸だ。


　校内フェティシズム愛好家秘密結社『マンコカパックパーティー』会長にして、服の上からスリーサイズを測るスキルを持つ大おお平ひら実みのるの測量によれば、美菜のバストサイズは九十二センチだ。上から九十二、六十、八十六という破は壊かい力抜ばつ群ぐんのむっちりボディを持つ校内巨きよ乳にゆう三傑けつに入る実力者だった。


　とは言っても親しすぎる幼馴染みなもので、良介としてはあまり異性としては認にん識しきしていないのだが。


「夏ばてなもんですか。単なる寝不足よ」


　良介の隣となりの席に座るリサラ・レストールが、呆あきれた感じをたっぷりと声に乗せて喋しやべった。


　ちなみにＭＱＰマンコカパツクパーテイーの美少女スリーサイズ表によると、リサラは七十三、五十五、七十七ととっても残念なバストサイズだ。


　とは言うものの、その容姿は桃園学園でも群を抜ぬいている。


　透すき通るような白い肌はだに、サラサラの赤いロングヘアーと赤い瞳ひとみ。綺き麗れいに通った鼻筋に、少しつり上がった目じり。


　手足はスラリと伸のびて、腰こしもキュッと締しまっている。


　胸を含ふくめて、無む駄だな肉など欠片かけらもない、シャープなスタイルだ。


「ったく。朝になるまで何をしていたんだか」


　リサラが机に肘ひじを突ついて、横に座る良介を見た。


「何って、大平と今一番フェティシズム溢あふれるエッチなアニメは何かっていう議論を電話でだな」


　良介の返答に、リサラが小さく息を吐はく。


「呆れた。そんな話題で朝六時まで起きてたわけ？」


「リサラって、良介くんの生活をしっかり把は握あくしてるんだね」


　美菜が、気弱な彼女らしくなくじーっとリサラを見つめる。


「そ、そうかしら？」


「そうだよ。朝六時とか、すっごく把握してる」


「いやほら、一いつ緒しよに住んでるから……。あ、そうそう、朝ご飯の用意ってあるじゃない。でも良介がお昼まで寝ているなら作らないでもいいし、やっぱりそこは気になるのよね。うん、それだけよ、それだけ」


　リサラが腕うでを組んでウンウンと何度も頷うなずく。


「ま、この私が良介のためにご飯を作るなんて、本来なら絶対にあり得ないんだけど、居い候そうろうしてるんだしね。家事程度は面めん倒どうみてあげないと、ほら、悪いじゃない」


「むー」


　納なつ得とく出来ないのか、美菜がまだリサラを見ている。


「正確には押しかけ居候だけどな。しかもキュールも一緒だし」


　良介がぼやくと、リサラが少しホッとした様子で美菜から視線を外した。


「あら、私のためになんでもするって言ったのは、どこのどなたかしら」


「ぐっ……。あれは、お前がずぶ濡ぬれで立ってたから、何かしてあげたいって思っただけで」


「経緯いきさつはどうあれ、言ったことは事実でしょ」


「はぁ。おかげで俺は生きる力を吸われる日々だよ……」


　ため息を吐つきつつ、良介は自分の胸に手を当てた。


　その奥、魂たましいの奥底に一本の剣がリサラによって刺さされている。それは《旧ふるき五つ》と呼ばれる死神界に伝わる古いにしえの武器の一ひと振ふり《折れた剣グラム》だ。


　リサラは自分が所有していた《グラム》を良介の魂の奥底に刺すことで、生きる力を霊れい力りよくとして吸い取っている。その霊力でリサラが人間界に存在し続ける術式を行使し、また諸もろ々もろの活動のエネルギー源としていた。


「だから、居候のお礼もかねて食事も作ってあげてるし、学校がある日はお弁当だって作ってあげてるじゃない」


「そりゃそうだけどさ」


「これって普ふ通つうの死神契けい約やくじゃ考えられないサービスなんだからね」


　リサラがウインクをする。


　死神契約──幸せな生しよう涯がいを送った人間の魂は、死後により純度の高いライフジュエルを生み出す。霊力の結けつ晶しようであるライフジュエルは死神界の貴重なエネルギー源となっていた。


　だからこそ死神は、死後にライフジュエルを譲じよう渡としてもらう代わりにその人生をサポートして幸福へと導く死神契約を人間と結び、日々人間界で活動しているのだ。


　もっともリサラと良介は違ちがう。


　通常は死後に提供する霊力を、生きる力と呼ばれる人間の活力の源から強引に吸い取っているのだ。そう考えると、食事や弁当だけでは足りない気がしないでもない良介だ。


「ま、女の子は宝物だし、ここまで関かかわったからな。リサラの力になるけどさ」


　良介の言葉を受けて、リサラが視線を天てん井じように投げて頰ほおを人差し指で搔かいた。


「ま、まぁ、私だってこれまでの協力には感謝してるし、その、もう少し色々とサービスはしてあげるわよ」


「サービスっ、色々だと!?」


　良介の脳のう裏りに閃せん光こうの如ごとくイメージが広がる。


「例えばだっ」


「た、例えば？」


　リサラがやや身を引く。


「料理の時に着るエプロンの下は、リクエスト出来ますか！」


「言っている意味がよく分からないのだけど、普通の服装じゃダメなの？」


「くっ、裸はだか、もしくは下着と思ったけれど、そこはレベルが高すぎたかっ」


「……今、変な単語が聞こえた気がするのだけど」


「ならばっ、マッサージはＯＫですか！」


「マッサージ？　ええまぁ、肩かたくらい揉もんであげてもいいけれど」


「馬ば鹿か野や郎ろうっ！」


　リサラの返答に、良介は思わず叫さけんだ。


「ば、馬鹿ってなによっ。揉んであげるって言ってるでしょ！」


「うう、それはそれで、なんかずるいです……」


　リサラが肩を怒いからせ、美菜がブツブツと呟く。そんな二人に、良介は呆れた顔で首を振った。


「分かってない。何も分かってないぞ、二人とも。いいか、マッサージってのは、俺がリサラのマッサージをしていいかってことだ」


「……は？」


「いいですか！」


「いいですかって、その……それって私がサービスされるってことで、良介へのサービスにはならないと思うのだけど」


「構わないさ。だがな、俺のマッサージは日々の妄もう想そうと読書量に裏付けされた、生なま半はん可かなものじゃないからな！」


　ぴくんとリサラの眉まゆが跳はねた。


「良介、今の言葉をもう一回言ってみて」


「生半可なものじゃない、か？」


「その前よ」


「……日々の空想と読書量に」


「言い換かえたわね」


「[image: ]っ」


「なるほどね。とりあえず聞いてあげるけど、どういうマッサージをする気だったのかしら」


　リサラが完全に体を良介に向けて、高圧的に脚あしを組みジロリと睨にらんできた。その仕草は、もの凄すごく女王様っぽい。ちょっとゾクゾクしちゃいそうだ。


「ほら、言ってみなさい」


「それほど大したことじゃ……」


「構わないから言ってごらんなさい」


　腕まで組んだ。もう完全にリサラ女王だ。レストール家が死神界で準王家と呼ばれる王家に次ぐ名家ではあるものの、パーフェクト過ぎるほどの女王様オーラを纏まとっている。


　その威い圧あつに、骨の髄ずいまで凡ぼん人じんの良介が逆らえるわけもなく、ボソボソと妄想を吐と露ろしてしまう。


「首回りから肩を揉んで、徐じよ々じよに背中へ手をですね」


「ふうん。それであわよくば胸を揉もうってわけ？」


「それは違うぞっ。俺は正しい変態として、許可無く胸とかお尻しりとかを触さわったりはしないっ。ただその周りとか似ている所を触って、妄想するだけだ！」


「勢いだけは格好いい気がするけれど、内容的にはどうしようもない気が……」


　こめかみに手を当ててうんざりとリサラが呟く。そんなリサラに美菜が微び笑しようした。


「まぁこれが良介くんだから」


「美菜、貴方あなたの心の広さは感服するわ」


　そう苦く笑しようしてからリサラは、また良介を見る。


「で、今ので終わりなのかしら？」


「まさか」


　きっぱりと良介は言い切った。


「日々歩いて疲つかれているであろう足もちゃんと揉むぞ。ふくらはぎもだけど、太ふと股もももたっぷりねっとり揉みたい。そしてっ！」


「そして？」


「足の裏を揉んでもいいでしょうか」


「[image: ]わ……」


　リサラの顔が引きつる。


「女の子の足の裏をしっかりと、そしてじっくりと観察する機会なんて、そうはないからな」


「はぁぁぁぁ。もういいわ」


「ん、それはＯＫってことか？」


「冗じよう談だん」


　リサラが鼻で笑う。


「全部却きやつ下かに決まってるでしょう」


「なっ、俺にサービスするって言ったのは噓うそかよ！」


「噓とかそーいう問題じゃないでしょうっ。全部、貴方が言ったことはぜーんぶっセクハラよっ！」


「な、ならばせめて二の腕だけでも！」


「二の腕？」


　キョトンとリサラが不思議そうな顔で良介を見つめた。


「そうとも二の腕だ。そこを揉ませて欲しい」


「ええと、なんでこんな所を？」


　そう言って、リサラが左の二の腕を自分で揉む。


「そんなに柔やわらかくないっていうか、ちょっと硬かたいし、良介らしくないわね」


「うーん、私のはかなり柔らかいかな」


　美菜も自分の二の腕を揉んでいる。


「そうなの？　ちょっと私にも揉ませてよ」


「え、いいけど……」


　美菜が腕を上げて、リサラが手を伸のばして揉んだ。


「ホントね。私のとは随ずい分ぶんと柔らかさが違うかも。っていうか、美菜のここ、すごく柔らかくて気持ちいいかも」


「あっ、んっ……ちょ、ちょっとリサラ、そんなに揉んじゃ、んぅっ」


　フニフニとリサラが美菜の二の腕を揉み続ける。


「うーん、この感かん触しよく、ちょっとはまっちゃいそう」


「だからリサラ、あんっ、そんな……んぅっ」


　くすぐったがるというか、美菜が何とも言えない色っぽい声を上げた。おかげで周囲の男子生徒が、チラチラと美菜を見始める。


「リサラ、その辺りでよしておけ。お前は今、美菜にとんでもないことをしてるんだぞ」


「え？」


　美菜の二の腕うでを揉む手を止めて、リサラが良介を見ながら何度か目を瞬しばたたかせた。


「そしてこれは、リサラにとって残ざん酷こくな事実だ。いいか、リサラ。女の子の二の腕はな」


　真しん剣けんな表情で、良介は重々しく言葉を紡つむいだ。


「なに……」


　リサラが、ぎゅっと口を閉じる。


「おっぱいの柔らかさと同じだと言われているんだ」


「は？」


　リサラ、目が点。


「だから二の腕は、女の子のおっぱいの柔らかさと同じだって言われているんだ。その説の正しさは、美菜のはとても柔らかい。でもリサラのは硬いってことで、完かん璧ぺきに証明されたわけだ！」


　ビシッビシッと良介が、二人の二の腕を順々に指差す。


「ふ、ふうん」


　ヒクヒクとリサラの額に青筋が浮うかぶ。唇くちびるの端はしもピクピクと怒いかりで震ふるえている。その様子に怯おびえた美菜が、慌あわててフォローに入った。


「あ、あのリサラ、ただの迷信だから」


「いやでも、俺としてはけっこう精度が高いんじゃないかなぁと」
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「良介くんっ！」


　呟つぶやいた良介を美菜が目で制す。そのシグナルに良介も慌ててフォローの態勢に入った。


「あ、うん、その、ちょっとしたたとえ話で」


「ふっ、ふふふ、良介……」


　が、時既すでに遅おそし。


「家に帰ったら、たーっぷりとサービスしてあげるわね」


「え、ええと、どんなサービスでしょうか」


　恐おそる恐る聞いた良介に、リサラがニヤァと笑えみを浮かべた。


「そうね。デトックスって知ってるかしら」


「ええと、体からよくないものっていうか、毒気を抜ぬくサービスとかだっけ」


「その通りよ。家に帰ったら、良介の中にた──────っぷりと溜たまっている、そのエッチな心を抜き取ってあげるわね」


「ちょ、ちょっと待てっ。あのなっ、俺は以前と違ちがって無む尽じん蔵ぞうにあるわけじゃっ」


《ファヴニール》と呼ばれた宝具が魂たましいに封ふう印いんされていた時は、エッチなことで魂が震えるたびに、《ファヴニール》から霊れい力りよくの供給を受けてすぐに復活した。


　でももう《ファヴニール》はガルダーブロウグに奪うばわれてしまった。


　今は、それまでに供給された余よ剰じよう霊力が溜まっているだけだ。つまり、その貯金を使い切ってしまったら、もうタダの凡人に……いや、そもそも本来の良介の霊力は一万五千で、一いつ般ぱん人の平均三万の半分なのだから、凡人以下になってしまうのだ。


「と、とても貴重な俺の霊力をだな」


「ふふふ、平気よ。生かさず殺さず、ギリギリ興奮出来なくなる程度で抑おさえてあげるから。その後で私の肩を揉ませてあげるわね」


「それって、きっともうエッチな行こう為いとか興味全然なくなって、ただのマッサージになるよなっ。俺、どこも嬉うれしくないよな！」


「あら、願いを聞いてあげるんだから、と───ってもステキなサービスでしょう？」


「こ、この鬼おに─────っ！」


「ふふ、うふふふふふふ」


　脚を組み直し、頰ほおに手を当てた完全女王様スタイルでリサラが勝利の笑みを浮かべた。


「うう、うう……俺の明るい青春はいつ返ってくるんだ……」


「はぁ、やっぱりずるい」


　そう美菜が意味不明な言葉を呟いた時だ。


　ホームルーム開始のチャイムが鳴り始めて、同時にガラリと教室の扉とびらが開いた。


「はーい、よい子のみなさーん。ホームルームの時間ですよぉ」


　出席簿ぼを脇わきに挟はさんだ、小学生にしか見えない女性がちょこちょこと入ってくる。色気などというものは欠片かけらもなく、威い厳げんも感じさせない。それでもこの女性が、桃園学園二年Ｂ組の担任乱らん橋ばしだった。


　その三み十そ路じ手前とはおよそ思えない容姿から、桃園学園が誇ほこる八人の奇き人じん──八はつ奇き衆しゆうのイモータルと呼ばれて一部で名物になっている女教師でもある。


「えー、登校日ってことで。皆みなさん、久しぶりに早起きしたかな？」


　教きよう壇だんにチョコンと立つ。その顔は、机からギリギリ上に出ている程度だ。


「登校日っていうものは、ええと、なんだっけ」


　視線を落として、用意していたらしいメモ書きを読んだ。


「そうそう、夏休みで乱れがちな生活習慣を改める日でもあるんですよー」


　乱橋のその説明に、リサラと美菜が良介をチラリと見た。その視線は、如によ実じつに「お前のためにある」と語っている。


　その視線に良介は欠伸あくびを返すと、そのまま机に突つっ伏ぷした。


　さっきリサラと騒さわいだ時はテンションが上がって忘れていたが、やっぱり眠ねむい。というか、一度眠気が返ってくると、果てしなく眠い。ものすっごく眠いのだ。


「ふわぁぁぁぁぁぁ」


　大きな欠伸が漏もれてしまう。


　時を同じくして、別に良介のにつられたわけでもないだろうが、同時多発的に教室中に欠伸が湧わき起こる。その様子を見ていた乱橋が、ニヤリと笑う。


「いいですよ、ええ、いいですとも。スヤスヤ寝ねちゃっていいですよー。これからビッグイベントがあるのに、寝ちゃう人は残念ですねぇ」


　意味深な発言だ。


「では、どうぞ入って来て下さいー」


　乱橋の言葉に従って、ガラリと教室の扉が開く。


　入って来たのは大多数の生徒にとっては見慣れない、だが良介とリサラと美菜にとっては、よーく見知った顔だった。


　ややシャギーが入ったショートカットに、ぱっちりとした瞳ひとみ、そしてしっとりと濡ぬれるような色いろ香かが漂ただよう整った顔立ち。


　中性的な美少年としか言いようがない、少女の死神ライファン・ピグノートだ。


「皆さん、初めまして」


　シンと静まりかえった教室に、ライファンの美声が響ひびいた。その瞬しゆん間かん、女生徒達が一いつ斉せいに黄色い歓かん声せいを上げる。


　その中で、良介とリサラと美菜は互たがいに顔を見合わせた。リサラの隣となりでは、ぐっすり寝ていたはずのイリアが目を丸くして驚おどろいている。


　だって理解不能なのだ。


　ライファンは一級死神だ。しかも、今の死神界と人間界の関係をぶち壊こわそうとするテロリスト集団《雷神の雹テイールハガル》の幹部の一人で、つい先日には死神界で美菜を人質にして良介達をおびき出し、一戦交えた間あいだ柄がらなのだ。


　そんな死神が、桃園学園の男子の制服を着て教室にいる。


　そこまで頭の中の整理が進み、思わず良介は叫さけんでしまった。


「ってか、おかしいだろ！」


　その声に、再び教室が静まりかえる。


「あ、いや、その」


　痛いくらいの視線が良介に注がれて、思わず挙動不ふ審しん。


　が、そんな良介にライファンが、にこやかにウインクをした。しかも「やぁ」と片手を親しげに上げてだ。


　リサラと美菜の疑ぎ惑わくの視線が、良介に突き刺ささる。


「なんだこれ……」


　良介には、ライファンに親しくされる理由がまったく思い付かない。と、当の本人が優ゆう雅がに、良介の元に歩いてきた。


「加か賀が良介。とても会いたかったよ」


　良介の手を取って、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。益ます々ますリサラと美菜の視線が痛い……。


「どうかな。少し僕に付き合ってくれないかい」


「へ？」


「さ、こっちだ」


　返事も聞かずにライファンが、良介の手を握にぎりながら歩き出す。


「あ、あのライファンくん？」


　困った顔の乱橋に、ライファンがチラリと振ふり返る。


「ああ、先生。少し用事があるんで」


　と言いながらも、良介を引っ張りながら扉に向かうライファン。


「よ、用事って、でもその、自己紹しよう介かいがぁ」


「うーん、それもそうか。初めまして。僕はライファン、玉たま野のライファンです。こんな時期の転校ですが、よろしくお願いするね」


　扉を開けながら微笑むと、ライファンはそのまま良介を引っ張って外に出た。


「だから、あのな、俺の意思は!?」


　良介が叫ぶと同時にライファンは扉を閉めてしまったのだった……。


「え、も、もしかして、あのイケメンとエロ介すけがボーイズラブなわけ？」


　女生徒達がキャアキャアと話し出す。


「うそぉ、信じられない」


「でもでも、ホモって言われても不思議じゃないくらい、ちょっと色気のある男子だったじゃない」


「うわぁ。ちょっとヨダレが出そうですねぇ」


　最後のは乱橋だ。


「美菜、行くわよ」


　リサラが静かに立ち上がる。


「え……あ、うん」


　少し遅おくれて美菜も立った。そして二人もまた教室を出て行った。





　　　　※　　　※　　　※





「さてと良介」


　視し聴ちよう覚かく室に入るやいなや、ライファンが壁かべに良介の体を押し付けた。


　相手は死神といっても女の子だ。抵てい抗こうしようと思えば出来るはずだが、


（男装の女の子に迫せまられている！）


　と思うと、こんな美お味いしいシチュエーションをむげには出来ない良介だ。


「……何をにやついているんだい？」


　内面が思いっきり顔に出ていたらしい、ライファンが眉まゆをひそめる。


「気のせいじゃないかな、あはははは」


「まぁいいかな。良介、抵抗をしないということは、やっぱりキミは僕が考えているとおりのことを思っているみたいだね」


「えっ。男装女子に迫られる俺、美味しい！　って思ってたんだけど」


「…………」


　何も言わずにライファンが一歩退いて、クルリと背中を良介に見せた。


「そうだった、こういう男なんだよ」


　ライファンがブツブツと呟いてから少し振り返って、良介をチラリと見る。


「まぁ、分かっていたことだし、今いま更さらかな」


　軽く肩かたを落としてから、ライファンはまた良介に真まっ直すぐ向いた。


「コホン。どうして僕がここに来たのか、気にならないのかい」


「あ、そうそう、それだよ。美味しいシチュエーションのせいで、すっかり忘れてた」


　頷うなずく良介に、ライファンが苦く笑しようする。


「何か思い当たることはないのかい、良介」


「そうだな……」


　腕うでを組んで良介は、ライファンと出会った死神界での出来事を思い返した。


「ガルダーブロウグの野や郎ろうに、俺は《ファヴニール》を奪われたわけだ」


「そうだね。魂たましいに《ファヴニール》が封ふう印いんされていたからこそ、僕達は良介を死神界におびき出すために大倉美菜を誘ゆう拐かいしたんだからね」


「あげくにキュールの親父おやじさんが、レストール家を裏切ってたんだよな」


「内部に協力者を作るのは、謀ぼう略りやくの基き礎そだよ、基礎」


「ま、そこはいい。取り上げられたエロ本を奪だつ還かんするためっていう、あのおっさんの気持ちは痛いほど分かるし」


　良介は、結局罰ばつとしてエロ本を焼しよう却きやくさせられていた時の、キュールの父親シゲイル・ゼリアの悲痛な顔を思い出して、目め頭がしらを押さえた。


「同情する良介が、僕にはよく分からないよ……」


「男なら誰だれだって分かる心の痛みさ……」


　フッと良介は寂さみしげに笑った。そして、顔を引き締しめる。


「《イレギュラー》を捜さがしに来たってわけか」


　特異者の中の特異者である《イレギュラー》を巡めぐって桃園学園は騒がしくなる。ライファンは死神界でそう良介達に告げた。その指し摘てきと、《ファヴニール》を失ったことで良介は、自分だけの力でもう少し頼たよりになる存在になりたいと思ったのだ。


　もっともその方法は全く欠片も思い付いていないのだけど……。


「そうとも。さすがに覚えていてくれたかい」


「忘れるわけないだろ。そもそもリサラだって、その《イレギュラー》を捜せってレストール家から任務を受けて人間界に、今はいるわけだしな」


「ま、そうだろうね」


「確か、《イレギュラー》ってのが桃園学園に現れるって、ガルダーブロウグの野郎が予測したんだよな」


「はは、そこまで覚えていたのかい」


　よく覚えてましたと、ライファンが拍はく手しゆをする。


「お前が《イレギュラー》を捜しに来たって言っても、自分のためじゃないんだろ。ええと、なんだっけ、死神が人間を支配する世界を作るとか言ってた組織のためなんだよな」


「《雷神の雹テイールハガル》だよ。僕はその構成員だからね。そして僕達が望む世界を作るためには、《イレギュラー》の霊れい力りよくがなんとしても必要ってわけさ」


　そのライファンの言葉が、良介にはイマイチ納なつ得とく出来ない。


「……一ついいか？」


「なんだい？」


「それを俺に教えて、どうしようってんだよ。意味ないだろ」


「ま、僕がキミに教えないでも、リサラ・レストール辺りはもう目的に気が付いているとは思うけれど、それをわざわざ良介に教えるには当然意味があるよ」


　ライファンがゆっくりと良介に近づく。そして良介の頭の横から壁に手を伸のばした。必然的に、その整った顔が良介の間近に迫ってくる。


「な、なんだよ」


　息が掛かかってしまいそうな距きよ離りで、声も上うわずってしまう。


「僕はね。キミのことを高く評価しているのさ」


「それとこの状じよう況きようがどう関係するんだよ」


「ガルダーブロウグもキミのことは気にしているようだしね」


「だから、それがどうしたんだよ」


「ふふ、とても簡単な話だよ」


　少し頰ほおを赤らめてライファンが微笑んだ。中身が女の子だと分かっているが、無理なく男子の制服を着ていて、男にしか思えない。


　そんなライファンが頰を赤く染めて、どんどん顔を近づけてくるのだ。


　なんとも倒とう錯さく的なドキドキ感に良介は包まれてしまう。


「キミならば、たとえ人間でもガルダーブロウグは、仲間として迎むかえ入れると僕は思うのさ」


「仲間って、あのな」


　あり得ないと良介は首を振った。ライファンの仲間になるということは、そのままリサラを裏切るということだ。そんなこと絶対にあり得ない。


「リサラ・レストールを裏切れないっていうのかな。でもね、よく考えて欲しいね」


「考えることなんてないだろ」


「そうかな。いいかい。キミの中に《ファヴニール》が残した霊力では、《グラム》を数回程度しか覚かく醒せい出来ないはずだ、違ちがうかい？」


　ライファンの指摘に、良介は渋しぶ々しぶと頷いた。


「そんなキミが、僕ら《雷神の雹テイールハガル》に敵かなうと思うのかい」


　確かに、死神界ではリサラとその母親のアルメイア、それにキュールの三人掛かりでライファン一人に敵わなかった。ライファンを倒たおしたのは、《グラム》を覚醒させた良介なのだ。その《グラム》を覚醒出来ないとなれば……。


「いやでも、まだ数度は出来るって話だし」


「僕らと、僕は言ったはずだよ」


　ライファンが『ら』を強調する。


「え？」


「仮にも死神界全体を敵に回して革命を起こそうっていう組織だよ。それ相応の人数はいるし、僕のような、自分で言うのも面おもはゆいけれど、強い死神だっているってわけさ」


「お前クラスの死神が他ほかにも？」


「ああ。四振ふりの雷らい神じんの斧おの、《四し雷らい斧ふ》。組織の死神は僕らのことをそう呼ぶよ」


「四振りってことは四人か」


「そう。僕を入れて四人の死神さ。もっとも僕はその中の一番下、第四格だけどね」


　ライファンが自じ嘲ちよう気味に肩をすくめる。


「ちょっと待て、ってことはお前よりも強い死神が、あと三人もいるってことかよ」


「そのとおりさ。一人は良介には想像が付くよね」


「……もしかして、ガルダーブロウグか？」


　おずおずと言った良介に、ライファンが笑いながら答えた。


「ご名答」


「ちなみに聞くけど、ガルダーブロウグは何番目なんだ？」


「どう思う？」


　良介の問いに、ライファンがニヤニヤとした笑みを返してくる。


《グラム》のおかげで渡わたり合ってきたが、人間の良介にもガルダーブロウグが死神として規格外の強さを持っていることくらいは分かる。そんな相手が、もし三番目だったりしたら……想像するだけでぞっとしてしまう。


「一番上……だよな」


　ライファンを見る視線が、どうしても探さぐるようなものになってしまう良介だ。


「あはは、安心していいよ。良介の言うとおりガルダーブロウグが第一格さ。さすがに、ガルダーブロウグレベルの死神は、死神界にも滅めつ多たにいないからね」


　その答えに、良介は心底ホッとした。


「でもさ。それでも、僕より強い死神があと二人いるわけだよ。果たして、あと数回しか《グラム》を覚醒させられない良介達に勝ち目はあるかな」


「それは……」


「だからね、僕らの仲間になる証あかしとしてさ」


　ライファンが更さらに近づいた。その身長は女の子にしては高めで百六十半ばだろう。それでも百七十を一応超こえている良介よりは低い。そんなライファンが、つま先立ちになって更に顔を近づけてきたのだ。


　まるで、今からキスでもするような姿勢だ。


「お、おい」


「黙だまって」


「…………」


　勢いに負けて素す直なおに黙ってしまう良介だ。そんな良介にライファンが囁ささやくよりもさらに小さく言う。


「……しないかい？」


　小さすぎて、最初の方が聞こえなかった。それでも語ご尾びからでも、充じゆう分ぶんに中身は推測出来る。
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　女の子が、男の子に恥はずかしがりながら「しよう」ってお願いする行こう為いはただ一つだ。


　少なくとも、良介の中ではただ一つだ。


　他にはあり得ない。


　それは、高校男子の願望で半分以上を占しめている行為。


　良介に至っては、七割は超えそうな行為。


　つまり『エッチ』だ。


「くっ……」


　良介は思わず自分の鼻を押さえた。なんとなく鼻血が出そうに思えたのだ。


「どうしたのさ？」


　そんな良介にライファンが不思議そうに声を掛けた。外見は男でも中身は女の子だ。男の、こういった時には鼻血が出るんじゃないかっていう不安は理解出来ないらしい。


「いや、なんでもない。それより本気で言ってるのか？」


「も、もちろんさ」


　肯こう定ていしてから、ライファンが恥ずかしそうに視線を泳がせる。


　その仕草がまた、良介の推測を裏付ける。いや、確信させる。


　だがしかし、良介は、エッチしたいけれども、それにはやっぱり互たがいの心が通じ合っている必要があると思うのだ。


　いやでも、据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじともいう。


　というか、エッチだもの。


　エッチだぞ。


「くっ……いかん、ダメだぞ。負けちゃダメだ、加賀良介！」


　必死に誘ゆう惑わくの鎖くさりをふりほどく。


「ふうん、そんなにいやなのかい？」


「嫌いやじゃないっ。むしろしたいっ、ものすっごくしたいっ」


「な・ら・さ[image: ]」


　色っぽくライファンが囁く。


「でもだっ、くっ、やっぱり間違ってるんだ」


「……間違ってる？」


「そうとも。なぁライファン。俺を仲間に引き入れるために、その……するってのはやっぱり間違ってるんだよ。そもそもさ、俺を仲間にしたってお前にメリットないだろ」


「この僕が望んでいることでもかい？」


「の、望んでる？」


「そうとも。さっきも言っただろう、僕は良介を認めているって」


「認めてるって言われてもさ」


「……ふうん。どうしても、僕とはしないって言うんだね」


　ライファンが、良介から数歩離はなれる。


「いやだって、俺はお前達の仲間になる気はないし、そもそもするとかしないとかってのは、ほら、もうちょっと互いの気持ちをだな」


「やれやれ。この僕が初めてしようと思ったのにね」


「は、初めてっ」


「当然さ。仮にもピグノート家の当主のこの僕が、そうほいほいしているわけないだろ？」


「なるほど……」


　うんうんと頷うなずいて良介は納得した。


　目の前の男装女子は、テロリスト集団《雷神の雹テイールハガル》の幹部とはいえ、元々は死神界の貴族なのだ。そこらの女子高生のように遊びまくっているわけがなかった。


　そこまで考え、良介は何か一つ忘れていることに気が付いた。


「……う、ううん」


「どうしたんだい？」


　ライファンが小首を傾かしげる。


「って、思い出したぞ」


「思い出した？」


「ライファン、お前って確かレズだったはずだろ！」


　そう、ライファンは巨きよ乳にゆうの女の子が大好きなレズの人だったはずだ。おかげで女体化した良介まで襲おそわれ掛かけたのだ。


「あー、うん、女の子は今だって大好きだけど……ま、まぁ、良介は特別かな」


　少し横を向いて、ライファンが頰をポリポリと人差し指で搔かく。そのまま数秒経過して、スゥハァと何度か深呼吸を繰くり返し、ライファンが良介に向き直った。


「それに、そもそも今の話題と僕はレズだってのは関係ないはずだろ」


「いや、大いにあるだろ。誰だれがどう考えたって」


　レズが男の子とエッチしたいと、普ふ通つう考えるわけがないのだ。


「あ、そうか。さてはお前、本当は両刀なのか」


「両刀って、僕の武器は斧なんだけど」


「違う違う。女とも男ともエッチ出来る節操なしのことだ」


「………………」


　何度も何度もライファンが瞬まばたきをした。


「え、えっち？」


「うい、えっち。分かりやすくいえば性せい交こう渉しよう。もしくは交こう尾び」


　ポンッとライファンの顔が真っ赤になる。


「な、ななななな、何を馬ば鹿かなことを言ってるのさっ！」


「馬鹿なことって、いやでも、お前が俺とエッチしようって言ったんじゃないか」


「はぁぁぁぁぁぁぁっ!?　僕が良介と交尾だって!?」


　耳まで赤くしてライファンが叫さけぶ。


「うん」


「いやその、なくはない……じゃないや、その、どうしてそうなるのさっ」


「えー、だって『しようよ』って言ったじゃん」


「ちがっ、違ちがうよっ。僕は、良介と死神契けい約やくしようって言ったんだ！」


「え？」


「死神契約だよ！」


「…………死神が人間の人生をサポートする代わりに、死後にライフジュエルをあげるっていう、あの死神契約？」


「そうさっ。この僕の初めての死神契約だって言っただろう！」


　真っ赤な顔のままでライファンが言ってくる。


「あ、ああ、なるほど。貴族だから初めてだろうと納なつ得とくしたんだけど、死神契約のことか。俺はてっきり初めてのエッチって意味だと……」


「んなっ。そ、そりゃそっちだって経験ないけれど……って、何を言わせるんだい！」


「え、でもレズなんじゃ？」


「…………お、女の子の経験なら、その、少し」


「お、おおおっ、凄すごいっ。まさかこの目で両刀を見ることになろうとは！」


「変なところに感心しないでよ！」


　肩かたを跳はね上げてライファンが叫ぶ。なぜかちょっと涙なみだ目めだ。


「もういいっ。改めて聞くよ、良介。この僕とエッチじゃなくて、死神契約をする気はあるのかい、ないのかい！」


「いやぁ、エッチですら断腸の思いで断ったのに、死神契約なんて結ぶわけないじゃん。ライファンには悪いけどさ」


　あっさりと良介は断った。


「……はぁ、勝ち目がないって分かっているのにね」


「そんなの分からないだろ。それにだ、俺にはお前を追い返す手段がある」


　腕うでを組んで、良介は余よ裕ゆうたっぷりにライファンを見下ろした。


「へぇ、それは是ぜ非ひ聞いてみたいね」


「簡単な話だろ。ライファンが死神だって言いふらせばいいんだよ。そうすりゃ一発で退学処分だ」


「この僕が死神だなんて誰が証明するんだい？」


「え、いや、うーん言えば誰かが調べてくれるんじゃないか。ああほら、例えばマルベック先生辺りが」


　パオイ・マルベック。メルロー人生保障から死神契約を説明する臨時講師として桃園学園に派は遣けんされている、爆ばく裂れつボディの四級死神だ。


「冗じよう談だんはよして欲しいね。僕らだって下調べはしてるんだよ。四級死神程度に証明出来るような偽ぎ装そうをしていると思うかい。それにだ」


「なんだよ」


「僕が死神だってばらしてみな。リサラやキュールが死神だって、こっちも訴うつたえるよ」


　二人とも人間として桃園学園に潜せん入にゆうしている。というか、学生として潜もぐり込む以上は死神であることは隠かくさざるを得ないのだ。


「き、汚きたないぞ！」


「あのね、最初に言い出したのはそっちだろう」


「くっ……ならば俺も奥の手を使うしかないようだな」


「奥の手？」


「ライファンが女だって言いふらしてやるっ。どうだ、死神云うん々ぬんが別としてそれだって充じゆう分ぶんに詐さ称しようだから退学だね！」


「はっ」


　ライファンが鼻で笑う。


「この真っ平らな胸を見て、誰が信じるものか。なんなら上半身を脱ぬいだっていいね」


「……いやでも、本当はお前って巨乳だよな」


「ああ」


「それを、術式が掛かっているブラジャーを着けることで、真っ平らに見せてるんだよな」


「そうだね」


「上半身脱いだら、ブラジャー着けてるのばれるだろ」


「…………あ、そっか」


　間ま抜ぬけな顔でライファンが納得する。


「いや待て。違うぞ、何か良い方法が……そうだ。そういう趣しゆ味みだって言えばいいんだ！」


「ええー」


「男にだってブラジャーを着ける権利があるっ。そう言い張れば、なんとかなる！　気がしないでもないねっ」


　グッとライファンが拳こぶしを握にぎりしめて言い切った。


「甘いな」


「甘い？」


「そうとも。こちらにはお前の秘密を暴く特とく殊しゆ部隊がいる」


「特殊部隊だって？　もしかして、レストール家がリサラ以外に死神を派遣しているって言うのかい。馬鹿な、今のレストールにそんな余裕があるわけが……」


「レストール家でも死神でもない」


「なんだって……。なら、レストールは人間界の組織を動かしているってことかい？」


「それも違うね。俺が名めい誉よ顧こ問もんを務める愛好家秘密結社『マンコカパックパーティー』だ」


「……は？」


「通つう称しようＭＱＰ。そして、その中でも巨きよ乳にゆうに特化した部門『ミルク飲み人形』と、貧ひん乳にゆうに特化した『大草原の小さな苺いちご』だ。ふっ、ＭＱＰの中でも規模も練度も最さい精せい鋭えいと呼ぶに相応ふさわしい変態どもだ」


　誇ほこらしげに讃たたえる良介の前で、ライファンがポカーンとなっている。


「いいのか、そんな抜けた顔をしていて。俺が連れん絡らくするだけで連中は動き出すぞ。隠された巨乳を暴あばくために、そしてリサラを超こえる貧乳の可能性に掛けて、飢うえた変態達がお前を徹てつ底てい的てきに調べるからな！」


「…………な、ちょ、ちょっと待てっ！」


「いいや待てないね。特に『大草原の小さな苺』連中は、絶ぜつ壁ぺき王リサラの登場に最近盛り上がっているからな。お前のその真っ平らな胸で、実は女だなんて聞いてみろ。奴やつらはその真しん偽ぎを地の果てまでも追いかけて確かめようとするぞ」


「いや、だから、ちょっと、ねぇっ、後ご生しようだから」


　ヘナヘナとライファンがその場に座り込む。


「ふふふ、連中の夢は崇すう高こうだからな。真っ平らなおっぱいは、写真でも真っ平ら故ゆえに感かん触しよくが味わえるって信じて疑わない、理想主義者どもだ。そして、もしリサラと同じ絶壁がもう一人現れれば、等身大に引き延ばした二枚の貧乳写真で顔を挟はさめるって、この間も夢を語っていたしな。絶対に、絶対にお前のおっぱいの偽いつわりを暴いてくれるぞ！」


　ビシッと良介はライファンを指差した。


「一つ確かく認にんしてもいいかしら」


　リサラがにっこりと笑っている。


「おう、なんでも聞いてくれ」


「その絶壁王って誰が決めたのかしらね」


「いや、ＭＱＰが誇る人間スリーサイズ測定機大平がはじき出した数値だぞ。中等部は除外だけど、高等部はリサラがぶっち抜きで貧乳だからなぁ……って、え、あれ、なんでリサラがここにっ!?」


「今さっき良介を追って来たのよ。でもいいわ、分かった。よぉく分かったわ。その測定機とやらは壊こわれてるわね。うん、私が廃はい棄き処分にしてあげるわ」


　ボキボキと拳を鳴らしながら、リサラがニタァと笑う。


「えっと、測定機って大平くんのことだよね……廃棄しちゃダメなんじゃ」


　リサラと一いつ緒しよに来たらしい美菜が、おずおずと言う。


「そ、そうだぞっ、その測定機人間だからっ、大平だから！」


「なら半殺しですませてあげる！」


「半殺しもやめてあげて────！」


　およそ三分。なんとかリサラを説得して、大平の命の危機は回かい避ひされたのだった。


　その後、さらに数分掛かけて良介はライファンとの会話の内容をリサラと美菜に伝えた。


「……おおよその事情は理解したわ」


　ハァとリサラがため息を吐つく。


「それで良介。その変態どもの集団を使えば、ライファンをまずは追い出せるのね」


「ああ、任せろ」


「ちょっと待ってくれないかな」


　ライファンが、ショートカットの髪かみを搔かき上げる。


「さっきはあまりの変態的な勢いに負けたけどね。よくよく考えたら、その方法だってダメなはずだよ」


「どういうことだよ」


「簡単さ。どっちにしろ、リサラ達が死神だって言うだけなんだから。そして、《雷神の雹テイールハガル》のように違い法ほう組織と違って、レストールは正規の組織だからね。そこが、人間界とのルールを破っているとなれば、僕らよりも遥はるかにダメージが大きいんじゃないかな」


「そうなのか？」


　良介がリサラに振ふり返ると、露ろ骨こつに悔くやしそうだ。その表情だけで、ライファンの指し摘てきが正しいと分かってしまう。


「はぁ……ってことは、何か。当分は敵同士仲良く机を並べるしかないってわけか」


「ま、そういうことだね。もっとも、今は夏休みってヤツなんだろう？」


　ライファンの言葉に良介は頷うなずいた。


　楽しい楽しい夏休みのはずなのだ。それが前半は死神界に行く羽目になり、後半は《イレギュラー》の騒そう動どうに巻き込まれそうだ……。


　良介はそう思い、深いため息を吐いてしまった。


　その時だ。視し聴ちよう覚かく室の扉とびらが静かに開いて、キュールとカエサルが入って来た。


「やれやれ、こんな所に集まってたんですのね」


　そしてライファンに一いち瞥べつを投げる。


「噂うわさは本当だったんですのね。良介さんのクラスに『玉野ライファン』が転校して来たってのは」


「もう知ってるのか？」


「良介さん、もうも何もありませんわよ。ホームルームなんてとっくに終わってますわ」


「え……」


　言われて時計を見れば、本当にそんな時間だ。


「ゼリア家から緊きん急きゆう連れん絡らくがあったので知らせようと二年Ｂ組の教室に行ったら、三人とも居ないんですもの。しかも玉野ライファンとかいう転校生でしょう？　カエサルにお願いして、捜さがしてもらったんですわ」


　良介の家の番犬であるカエサルは、警察犬でお馴な染じみのジャーマンシェパードだ。しかも、町内の犬社会に君臨する犬の中の英えい雄ゆうでもある。きっと匂においを辿たどって捜し出すなんて、お手の物なのだろう。


　今も特に自じ慢まんするわけでもなく、すました顔でキュールの隣となりに座っている。


「しかし、来る時はなんか疑問に思わなかったけど、よくカエサルを連れて校内を歩けるな」


「ちゃんと許可は取ってますわよ。幾いくつか書類は偽ぎ造ぞうしましたけれど」


　さも当然とキュールが答える。


「お、おい」


「あら、カエサルの魂たましいにはキュールの《龍りゆう殺しの剣けんリジル》が刺ささってますのよ。しかも、キュールの霊れい力りよく補給源なんですもの、一緒に居てもらわないと不測の事態に対応出来ませんわ」


　良介の魂に《グラム》が刺さりリサラに霊力を供給しているように、カエサルもまた《リジル》を魂に刺されてキュールに霊力を供給しているのだ。


「そんなことより、そこの男おとこ女おんなは正しよう真しん正しよう銘めいライファン・ピグノートですね」


　そう言うキュールにライファンが、恭うやうやしく頭を下げる。


「これはゼリア家のご令れい嬢じよう。一別以来だね」


「ふん、わざとらしい。でも、玉野なんて名乗っているのを見ると、貰もらった情報は正しいようですわね」


「どういうことよ、キュール」


　リサラが聞くと、キュールはそれには答えずに良介の隣まで歩いてくる。


「あのね、キュール」


「これから答えますわ、お姉様」


　良介の隣に立って、キュールがライファンを挑ちよう発はつ的に見つめる。


「ライファンさんもあまり良い趣味とは言えませんわね」


「どういうことかな？」


「よりによってあの玉野光ひかるの弟になるなんて、キュールは願い下げですわ」


「い、弟ぉっ!?」


「それ、本当なの？」


　良介とリサラがびっくりし、美菜が「弟なんて居たっけ……」と首をひねる。


「もちろんインチキに決まってますわ。そもそもライファンさんは女性なんだし、死神なんですのよ、そこを忘れてはあまりに可哀かわい想そうですわよ」


　キュールの指摘に、うんうんとライファンが頭を上下させる。


「じゃぁ、ライファンは死神と人間のハーフってことか？」


　良介の言葉に、キュールが思いっきり呆あきれる。


「インチキだって言いましたでしょう。確かに人間と死神の間に子供が出来た例はあるようですけど、滅めつ多たにない例ですわ。ですから、ライファンさんは玉野家を騙だまして弟になりすましているってことですわよ」


「よく調べたものだね、キュール」


「ちょっと先生を捕つかまえて聞けば、玉野先せん輩ぱいの弟になっているってことは分かりますし、そこにキュールの知識を混ぜれば、難しい推理じゃありませんわ」


「なるほど。確かに人間界での僕は、玉野光の弟ということになっているのさ。もっとも設定としては、彼の父親が外人と浮うわ気きした結果生まれた腹はら違ちがいの弟ってことになっているけどね」


　良介は思う。


　それって浮気した覚えもないのに、いきなり息子むすこが押しかけてきたってことだ。よく玉野の父親は認めたなと。


　いや、内面はヘタレだが外見はナンパ男な玉野の父親だ。


　もしかしたら思い当たる節が大量にあるのかも知れない……。


　とか考えていると、キュールが嘲あざけるような声をライファンに対してあげた。


「それにしても、ライファンさん。ちょっと調査が不足してるんじゃありません？」


「どういうことかな」


「よりによって玉野先輩なんて選ぶんですもの、ふふ」


　わざとらしく手で口を覆おおってクスクス笑うキュールだ。目の前でそんなことをされて、ライファンが小さく口元を歪ゆがめる。


　良介にもリサラにも、当然美菜にも二人のやりとりがさっぱり分からない。


　ひとしきり笑った後、ようやくキュールがしゃべり出した。


「ガルダーブロウグが桃園学園で調査を続けていたのは、覚えてますわよね」


「ああ。夏休み前とかに毎年色々と調べていたらしいな」


「そうですわ。そしてガルダーブロウグは、《イレギュラー》候補を何人か絞しぼり込んでいたんですの。ただその過程で《ファヴニール》が封ふう印いんされた魂、つまり良介さんを見つけたので、《イレギュラー》調査ではなく《ファヴニール》回収にシフトしたってことですわ」


「へぇ、もしかして接収されたピグノート家の資料の中から探しだしたのかい？」


　そう言うライファンに、キュールが当然だと頷く。


「術式に暗号にと、そう簡単には見つからないように解読出来ないようにしていたんだけどね。さすがはレストール家と言ったところかな」


「あら失礼ですわ。この件に関しては我がゼリア家が担当ですのよ。お父様が、謀む反ほん騒そう動どうの責任をとって不ふ眠みん不ふ休きゆうで解読したみたいですわ」


「それでキュール。誰だれが候補だって分かったの？」


　リサラが聞くと、キュールが「うーん」と少し考え込んだ。


「ま、でも、元々はピグノート家の情報ですし、ここで喋しやべっても構いませんわね」


　うんと頷くキュールだ。


「まずは、玉野先輩ですわ。そこのライファンさんは、まずは玉野先輩から調べようと近づいたんでしょうね」


「ま、それもそうだけどね。玉野家は桃園学園にも影えい響きよう力がある資産家だからね、何かと便利だと思って潜もぐり込んだのさ。まあ、まだ分かっていないけれどね」


　ライファンが苦く笑しようすると、キュールがその言葉に続いた。


「その他ほかには五十嵐いがらし先輩、鬼おに崎ざき先輩、乱橋先生の名前があったそうですわ」


「それって、八はつ奇き衆しゆうのメンバーと重なるな」


「良介さんの言う通りですわ。休学したらしい杉すぎ浦うら先輩と良介さんをのぞいた八奇衆ですわね」


「え、俺は入ってないの？」


「ええ」


　キュールが即そく答とうする。


「いや、でも、まだ解読ミスとかで俺が入っていないだけの可能性だって！」


　そう僅わずかな可能性に良介は望みを繫つないだが、


「ま、ガルダーブロウグが《ファヴニール》を抜ぬき取る時に、自ら魂たましいに手を突つっ込んだんだよ。もし《イレギュラー》ならば、その時に分かっているはずさ。つまり、資料に名前があろうがなかろうがキミは違うね」


　ライファンによって可能性すら木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだかれてしまった。


「ふ、ふふ、分かっていたさ、俺ってしょせん凡ぼん人じんなのさ……」


　涙なみだが出ちゃいそうな良介だった。


「で、キュール。解読出来たのはそこまでかな？」


　挑発するようなライファンの言いように、キュールが亜あ麻ま色いろの髪かみを小さく揺ゆらして笑う。


「まさか。肝かん心じん要かなめの部分もちゃーんと解読出来ていますわ」


「へぇ、さすがだね」


「もちろんですわ。《イレギュラー》の判別方法が分からなければ、そもそも調査も何もありませんもの」


「判別方法って、霊力を調べればいいんじゃないの？」


　リサラの言葉に、キュールとライファンが同時に首を振る。


「それで分かるのなら、もうとっくに分かっているはずさ」


「その通りですわ。そもそもこの学園の生徒は、あらかた調査してますもの」


　二人いっぺんにだめ出しをされ、リサラが小さくむくれた。そんなリサラを無視して、キュールが説明を始める。


「ま、簡単といえば簡単で、道理に適かなった方法ですわ。つまり、生きる力を最大限に満たしてあげることですわ」


「生きる力って、人間の活力だよね」


　完全に蚊か帳やの外だった美菜だ。


「その通りですわ。謂いわば、その人間の本当の望みですわ。これを最大限に満たしてあげた時、潜せん在ざい能力ともいえる真の霊力量が分かるんですわ。通常の人間や特異者は、潜在能力がさしてないから、こんな手間を掛かけずにも叶かなえた時と霊力量に差はあまりないんですけれど、《イレギュラー》は潜在能力こそが本体と言ってもいいようですわね」


「ええと、それって要するに調べる人の本当のお願いを叶えてあげるってことかな」


　美菜の言葉に、キュールとライファンが頷うなずく。


「それ、かなり大変そうだぞ……」


　うんざりと良介は頭を振ふった。だってそうだろう。相手の本当の願いなんて、そう簡単に分かるわけがないし、分かったところでそれを叶えられるかどうか分からないのだ。


「まああれだ。まずは練習ってことで、俺の願いを叶えるっていうの──」


「もう《イレギュラー》の可能性がないのは放ほうっておくとして」


　リサラが、良介に最後まで言わせてくれない……。


「厄やつ介かいなことになったのは事実ね。まずは候補者を一人ずつ根気よく調べて、望みを叶えてあげるしかないとは思うけれど」


「それしかないだろうね。何しろ」


　そこまで言ってライファンが肩かたをすくめる。


「互たがいに割さける死神が少ないからね」


「そうなんですか？」


　美菜の疑問には、キュールが反応した。


「死神界では今、各死神組織の連合による《雷神の雹テイールハガル》掃そう討とう作戦が動いていますの。もっとも、秘密結社ですから、まずはあぶり出さなければいけませんし、その過程で色々と戦せん闘とうも起きていますわ。つまり互いに総力で暗あん闘とうを繰くり返しているってわけですわ。こんな状じよう況きようでは、余よ剰じようの戦力なんてありません」


「その上、キミらは僕らと面と向かって戦うわけにはいかないしね」


　ライファンが言う。


「この桃園学園に《イレギュラー》が出現する可能性がある。それは僕ら《雷神の雹テイールハガル》とレストール家一党しか知らないけれど、何かがありそうだってくらいは、他の組織にも広がっているからね。当然、大注目の的さ。そこで人間界では禁止されている死神同士の戦いをしてごらんよ。非合法組織である僕らはよくても、レストール家は糾きゆう弾だんされて、桃園学園から排はい除じよする格好の口実になるだろうね」


「くっ……」


　リサラが悔くやしそうに唸うなる。


「状況は分かってくれたかな。つまり、僕らは互いに地道に調査を続けるしかないってわけさ」


　と言うわりにはライファンの顔には余よ裕ゆうが浮うかんでいる。


「ライファン。何か隠かくしてるな？」


「ははっ、良介は鋭するどいね。そうとも、僕は一つキミ達を出し抜く算段があるってわけさ。ま、さすがにそれを教える気はないけどさ」


　ライファンが勝ち誇ほこる。その笑え顔がおを良介はじっと見つめた後に、淡たん々たんと口を開いた。


「それはどうかな」


「……どういうことだい」


「要するに、夏休みの間を使って先に玉野先輩の調査を終えようって言うんだろ」


「そうだね」


「まだまだ甘いなライファン。ならば、玉野先輩と夏休みを一いつ緒しよに行動するだけなんだよ！」


　叫さけぶと同時に携けい帯たい電でん話わを取り出す。そしてアドレス帳を開いて、玉野を選せん択たくする。


　プルプルルルル。


　十秒も待たずに玉野が電話に出た。


『なんだい、この僕に電話するなんて珍めずらしい。今、ちょうどキミへの疑ぎ惑わくに関してＭＱＰでだな──』


　その声を遮さえぎって、良介は単語を伝える。


「海、花火」


『…………』


「リサラ、美菜、キュール。行きたいってさ」


『…………よし、今どこにいる』


「視し聴ちよう覚かく室」


『待っていたまえ！』


　切れた電話を良介がしまうと、一同が全員ポカーンと見ていた。


「なんだよ」


「なんだよって、それはこっちの台詞せりふよ。今の会話はなんだったの？」


　リサラの顔に思いっきりクエスチョンマークが浮いている。


「簡単だろ。玉野先せん輩ぱいに海に行こうって言っただけだ」


　きっぱりと言い切る。


「あの玉野先輩に、リサラと美菜、そしてキュールが海に行きたいって伝えれば、絶対に連れて行ってくれるに決まってるだろ。しかもそこに花火も混ぜるってことは、泊とまりになるってことだ」


　良介はそう確信していた。金持ちのボンボンでもある玉野が、自分達を海旅行に連れて行ってくれると。


「なるほどね。どうやらあの玉野光って人間の扱あつかいに関しては、さすがにキミ達の方が一日の長があるようだね」


　ライファンがお手上げだと、両手の平を上に向けておどけた。


「でもね、当然だけど僕もキミ達と一緒に行くからね」


「私は行きたいなんて言った記き憶おくないんだけど」


　苦々しく言うリサラとは対照的に、キュールは行く気満々といった風だ。


「あら、ライファンに抜け駆がけされる前に調べるには、良い方法だとキュールは思いますわ。それに海水浴って楽しそうですもの。ねー良介さん[image: ]」


　顔を見上げてくるキュールから、逃にげるように視線をずらして良介が言う。


「だよな。それに泊まりがけなら、玉野先輩の望みを聞き出して叶える機会だって、ありそうなもんじゃんか」


「それはそうだけど……。美菜は、もしそうなったらどうする？」


「え、私？　私は良介くんも行くなら、構わないかなぁって……。両親も許してくれると思うし」


　美菜が、その大きな胸の前で両手の指を絡からませる。その様子に、リサラは苦笑しながら頷いた。


「ま、仕方ないわね」


「うしっ、これで青い空、青い海と共に水着が見られる！」


　思わず素す直なおに喜びの声を上げちゃった良介に、リサラが肩を怒いからせて叫ぶ。


「結局、その下心がメインなんじゃないの！」


「はっはっはっは。これぞ一石二鳥！」


　良介が胸を張ると同時に、バンッと扉とびらが開いた。


「話は聞いたよ、麗うるわしのリサラくん。望み通り海に行こうじゃないかっ。この僕が、キミ達を海水浴旅行に連れて行ってあげるよ！」


　胸むな元もとをガバッと開けた二枚目が、両りよう腕うでを左右に上げた姿で白い歯を輝かがやかせながらモデル歩きをして入ってくる。


　玉野光、桃園学園三年Ａ組所属でボクシング部部長、八奇衆として《ピンクボクサー》の異名を持つ男だ。


　百八十近い身長に、ボクシングで鍛きたえている引き締しまった肉体、さらに茶色に染め上げた髪をワックスでワイルドにセットし、眉まゆも細く手入れをしたイケメンだ。


　しかも玉野グループと呼ばれる財ざい閥ばつの御おん曹ぞう司しで金持ちときている。


　誰だれがどう見てもモテる男だ。


　ただし、その内面は良介と似たり寄ったりの妄もう想そう男であり、霊れい力りよくもまた同じく一いつ般ぱん人の半分の一万五千という、残念系男子でもあった。何しろＭＱＰの創設者は、何を隠そうこの玉野なのだ。


　その後ろから、玉野とは逆方向の男子が入ってくる。


　百七十前後の身長でややひょろっとした体型、不潔な感じはないが玉野と比べるとどうしてもボサボサに見えてしまう黒くろ髪かみに、そして眠ねむたげな細い目をした男子だ。


「大平まで来たのかよ」


　良介の言葉に、


「玉野先輩が、海、リサラくん、水着、ぽろりって叫んで走りだしたからさ。このビッグウェーブに乗り遅おくれるわけにはいかないだろ」


　大平実は真しん剣けんな顔で何度も頷く。


「そうとも、海だよ、海。女の子と海に行かない夏休みなんて、そんな高校生活はあり得ないと僕は断言出来るね！」


　玉野が断言すると同時に、良介と大平は胸に手を当ててしゃがみこんだ。


「痛い、胸が締め付けられるように痛いぞ、大平……」


「お、俺もだよ良介。お前、女の子と海に行ったことあるか？」


「小学校の頃ころに親と一緒に美菜と行ったことが何度かあるだけだ」


「ぐはぁぁぁっ」


　大平が喉のどをかきむしるようにしながら、息を吐はき出し、床ゆかに額を叩たたき付ける。


「お、俺は、俺は、小学校時代もそれ以前すらないっ。良介、この裏切り者め！」


　ゴンゴンと額を床に叩き付けながら、大平が怨えん嗟さの声を上げた。


「ふっ、ふはははははは。なんて次元の低い争いをしているんだい、二人とも。僕は、毎年女の子と海に行っているよ」


　勝ち誇った笑いを上げながら、玉野が髪かみ先さきを指先でクリクリと捻ひねる。


「いやでも、それで一度も手を出せていない方が男として、どうかと思いますけど」


　大平の言葉に、がっくりと玉野が崩くずれ落ちた……。だがすぐに勢いよく立ち上がると、両手をリサラに向けて大きく広げ、白い歯を輝かせて笑う。


「僕の夏が寂さびしかったのはリサラくん、キミの水着姿が海辺に無かったからさ！」


　パチンとウインク。


　その軌き道どうから顔を逸そらして、リサラが冷たい目で良介を見た。


「幾いくら目的があるからって、コレと泊まりがけで海に行くのって身の危険を感じるんだけど」


「いや、最近の玉野先輩は安全だと思うぞ。あと、どうやら本質はヘタレっぽいし」


「それは私もヘタレだって思うけど」


　本人の目の前で酷ひどい会話が飛び交かう。


「まぁそれに、玉野先輩がおかしな気を起こさないように、ちゃんと俺が監かん視ししておくって」


「ふうん」


　リサラが意味深な視線を投げてくる。


「なんだよ」


「ま、良介を信用してるわね」


「おう……」


　どうにもはぐらかされた気がする良介だ。


「ふふふ、リサラお姉様が言わないのでしたら、キュールがお願いしますわね」


　ニヤリと笑った後に、キュールが良介を見上げる。


「な、なんだよ」


「俺がキュールを守ってやるって言って下さってもいいんですのよ[image: ]」


「なっ」


「監視しておくとか遠回しに言わないでも、ですわ。ね、お姉様はそう言いたかったんですよねぇ」


　悪戯いたずらした子供のようなキュールの顔だ。


「し、知らないわよっ。キュールの勘かん違ちがいでしょ」


　リサラがプイッと顔を背そむける。


「ん～、んんっと、キュールがリサラをからかったってことか？」


　状じよう況きようから推測した結果を良介が口にすると、キュールに、いやライファンまでにも呆あきれた顔で頭を振ふられたしまった。


「なんだよ、何か違ったのか？」


「……まったく、良介くんったら」


　美菜がなんでかハァとため息を吐く。


「ええと、玉野先輩、今の何か分かります？」


「ふっ、僕にとって女心は全国模試の数学よりも解きがたいものさ」


　玉野が自信満々だ。でもそれって、平たく言えば「分からない」って意味なだけな気がする……。


「大平は？」


「俺？　女の子のことで俺に分かるのは、スリーサイズと腋わきの下は素す晴ばらしいってことだけだよ。あとは全すべて未知にして神秘の世界だな、うん」


　大平が堂々と腕うでを組む。


「……ま、いいか。で、玉野先輩、結局俺達を海に連れて行ってくれるんですよね？」


「おいおい、冗じよう談だんはよしてくれ」


　玉野がコレは驚おどろいたと、大おお仰ぎように頭を振る。


「どうしてこの僕が、良介くんと大平くんなんかを、男なんかを連れて海に行かなくてはいけないんだい？　連れて行くのは当たり前過ぎるほど当たり前だけれども、麗しきリサラくん達女性陣じんと、昨日から弟になったライファンだけさ。だーれが、キミ達二人を僕のハーレムに連れて行くものかっ」


　はっきりきっぱり胸を張って玉野が明言する。いっそ清すが々すがしいまでに、男の欲よく望ぼうに忠実な宣言だ。


　だがしかし──。


「私、良介がいないなら行かないわよ」


　リサラが、《イレギュラー》を捜さがすというレストール家からの任務を完全放ほう棄きして、きっぱりと言った。そんなリサラにキュールと美菜も続く。


「もちろんキュールもですわ」


「えっと、私も……ごめんなさい」


「ぬ、ぐ……信じられない。なんでだ、なんでこんな、こんな凡ぼん人じんの中の凡人、キング・オブ・ザ・凡人をっ」


　ヨロヨロと玉野がよろめきながら呻うめく。


　随ずい分ぶんと失礼なことを言われた気がする良介だが、まぁその通りだよなぁとも一方で思う。


「し、仕方ない。分かった、良介くんに、おまけで大平くんも海に連れて行こう」


　良介と大平が手を打ち合わせる。


「だがしかし、タダで連れて行くのは腹が立つ！」


　金持ちのくせに器うつわの小さいことを玉野が言い出した。


「どうせ行くのは玉野家が経営するホテルだからね。キミ達二人は、短期バイトとして連れて行ってやろうじゃないか」


「なっ、ちょっと待って。それって遊べないってことじゃ！」


　悲痛な良介の叫さけびに、玉野がフッと笑う。


「この大おお海うな原ばらよりも広い心を持った玉野光に感謝して、ひれ伏ふすんだね。勤務時間は日中六時間だけにしてあげようじゃないか。九時から勤務で六時に終わるとして、昼休み含ふくめて三時間も自由時間があるぞ。おお、凄すごい。なんて優やさしい僕なんだ。さ、さあさあ、僕に土下座の一つでもしたらどうだい！」


　まさに自画自賛。


「広い心の持ち主なら、最初っからタダで連れて行くと思いますわ」


「キュール、玉野先せん輩ぱいに何を期待しているのよ」


「そうでしたわね」


　キュールとリサラがひそひそと話す中、良介と大平は頷うなずき合った。


　互たがいの目を見れば分かる。


　男の誇ほこりと水着、どちらが大事なのかと。


　そんなの決まってる。


　水着だ。


　きらめく太陽の下で輝かがやく、ボディラインがくっきりと分かる、肌はだを必要最低限隠かくすだけな衣服──水着。


　そして海水に濡ぬれる肌。


　泳ぐときに見ることが出来る腋の下。


　揺ゆれるおっぱい（ただしリサラをのぞく）。


　揺れるお尻しり。


　全てが、あらゆる全てが美しく、ステキで、しばらく妄想の種はいらなくなる。それが海辺の水着だ。


　二人の男は深く頷き合う。


　そして、我が身を投げ出した。


「ありがとうございます、玉野様！」


　良介と大平は欲望の赴おもむくままに、はは──っと深く深く土下座したのだった。





　　　　※　　　※　　　※





　夜、良介の家の食しよく卓たくだ。


　視し聴ちよう覚かく室での騒そう動どうの後、一刻も早くリサラの水着が見たい玉野の提案によって、海水浴は明日からの二泊はく三日になった。しかも朝早くからの移動のため、美菜は今夜この家に泊とまることになったのだ。


　良介、リサラ、美菜、キュール、そしてカエサルの四人＋一いつ匹ぴきで旅行に必要なものを買った。夕飯の食材を買う際には、さすがにカエサルはスーパーの外で良介とお留守番だったが。


　ついでに言えば、カエサルは今回は旅行そのものもお留守番だ。玉野が手配した玉野グループのホテルは、ペット禁止だったのだ。キュールが大いに抵てい抗こうしたが、こればっかりはどうしようもなく、カエサルのご飯と散歩はお隣となりの遠えん藤どうさんにお願いすることになっていた。


　もっともとうのカエサルは特に気にした様子もなく、食卓脇わきに寝ねそべっている。


「美お味いしいっ。リサラって、やっぱり凄く料理が上手だよね」


　料理を食べた美菜が、リサラに賞賛の声を上げた。


「そんなことないわよ。美菜がシイタケを持ってきてくれたから、随分と助かったわ」


　リサラが肩かたをすくめる。


　今夜のメインディッシュは、シイタケの笠かさの部分に挽ひき肉が詰つまっているシイタケ餃子ぎようざだ。


「これどうやって作るの？」


「安い……は、いいわね。挽き肉にみじん切りにしたネギとキャベツを混ぜて、軸を取って洗ったシイタケに詰め込むのよ。小麦粉をちょっとシイタケの笠の中にまぶしておくと、お肉が剝はがれにくいわよ」


　リサラの説明に美菜が、ふんふんと聞き入っている。


「あとは好みかしら」


「好み？」


「フライパンで焼く人もいるけど、私はそのまま蒸しちゃうから。普ふ通つうの餃子だって焼く人もいるし、蒸す人もいるでしょ」


「それもそうだね」


　リサラと美菜が料理談議で盛り上がっている。もちろん、良介はそんな会話について行けない。最近は料理が出来る男がモテるとか雑誌でよく見かけるが、何を隠そう良介に出来る料理は、インスタントラーメン程度なものだ。


　おかげで箸はしを真ん中に盛られたシイタケ餃子に伸のばしては、辛から子し醬じよう油ゆで食べるだけだ。


　いや、この場にもう一人同じ境きよう遇ぐうがいた。


「キュール、お前はリサラから料理の話を聞かないでいいのか？」


「お湯なら沸わかせますわ」


　怯ひるむことなく言い切る。


「お湯が沸かせないヤツがいたら見てみたいぞ」


「あら、お父様はキュールが沸かしたお湯で飲む紅茶は格別だって、そう言って下さいましたわよ」


　溺でき愛あいだ……。


「ま、それに。キュールの旦だん那なになる男性は……」


　そこまで言ってから、何な故ぜかキュールが視線を良介から外す。


「コホン。旦那になる男性は、ゼリア家専属の料理人が腕を振るった料理を召めし上がれるわけですし、キュールが料理をする必要はありませんわ」


「あのな、人間生活をサポートする死神は料理の腕も必要だって、リサラが言ってたぞ」


「一つくらいダメでも、キュールなら他ほかでカバー出来ますわ」


「ったく。第一、料理人とか言うけどさ、男ってのは女の子の手料理に弱いもんなんだぞ？」


「え……そうなんですの？」


「おう。そういうもんだ」


　頷き、良介はシイタケ餃子を頰ほお張ばった。美菜じゃないが確かに美味しい。意識しないでも美味しそうにもぐもぐと食べてしまう。


「なるほど、こんなところにお姉様との差があったんですわね。そうか、良介さんは餌え付づけされているんですのね……」


　ブツブツとキュールが箸を止めて呟つぶやいている。一いつ瞬しゆん、失礼な言葉が聞こえてきた気がするがきっと気のせいだろう。


　そんな感じの食事が終わり、片付けも終わった八時頃ごろだ。


　ピンポーンとチャイムが鳴った。


「俺が出るよ」


　腰こしを浮うかし掛かけたリサラを手で制して、良介は立った。死神とはいえ、リサラも女の子だ。夜の訪問者に一人出すのは良介のポリシーに反する。


「しかし、誰だれだこんな時間に」


　ブツブツ言いながらインターフォンのボタンを押す。


『佐さ河かわ急便です。お荷物の配達に伺うかがいました』


　なんてことはない、宅配便だ。


　玄げん関かんから外に出て印いん鑑かんを押して、小さめの箱を受け取る。送り主は──、


「アルメイア・レストール……だって？」


　リサラの母親にして、死神界一の名門、空位が続く王家に次ぐ準王家の称しよう号ごうを持つレストール家の当主代理だ。


「宛あて名なは、加賀良介宅キュール・ゼリア……になってるな。アイツ、もしかして変なアイテムでも勝手に送ってもらったんじゃないだろうな」


　訝いぶかしみながら食卓に戻もどって、良介はキュールの前に箱を置いた。


「なんですの、これ？」


　両手でフーフーしながら飲んでいた緑茶を置いて、キュールが箱を見つめる。


「お前宛あての荷物だよ」


「ああ、アルメイア伯お母ば様からの。間に合ったんですのね」


「お母様から、キュール宛てに？」


　リサラは何も知らないらしい。やっぱりキュールが勝手に手配したもののようだ。


「別に隠していたわけじゃありませんわ。キュールも、昼間に《イレギュラー》候補の情報を受け取った時に、一いつ緒しよに教えてもらっただけですから」


「どういう事？」


「他の死神組織の監かん視しが強くなっているそうですわ。ですから、常に会話は盗とう聴ちようの危険性があるので、なるべく連れん絡らくはなしにしたいとのことだそうで。セキュリティを厳重にした連絡は、それだけで備び蓄ちくの霊れい力りよくを使いますからね」


「レストール家の霊力備蓄はそこまで逼ひつ迫ぱくしてるのね」


「ええ。何しろお父様が蓄たくわえていた霊力を封ふう印いんしてしまいましたから……」


　ガルダーブロウグ達に利用されたキュールの父親によって、レストール家は営々と蓄えてきた霊力が使えない状じよう況きようだった。


「うーん。でも、そんな中で送ってくるって、よっぽど重要な物ってことだよね」


　美菜が興味深そうに、一見するとただの段ボールの箱を眺ながめる。


「ふふ、それは見てのお楽しみですわ」


　カッターを取ってきたキュールが、丁てい寧ねいに箱を開け始めた。


　中から更さらに小さな箱が出てくる。キュールはその小さな小さな箱に手をかざした。


「《地の中の小人ドヴエルグ》が作りし小箱よ」


　キュールの手が光り、呼応するように箱も光り出す。


「《イチイエオ》の荒あらき樹皮を解き放ち、故郷の喜びを、レストールの血に繫つながりし者に見せ給たまえ」


　その言葉と共に、箱がバラバラと崩くずれ落ちていく。そこに残ったのは樹皮と、一個の蹄てい鉄てつ型のブレスレットだ。


　黒く艶つややかななめし革がわが全体を覆おおっていて、他に装そう飾しよくらしい装飾は見あたらない。


　ただ決して地味とは言えなかった。覆っているなめし革が、光の当たる角度によって微び妙みように光こう沢たくを変えて、まるで模様のように見えるのだ。


「でもこれ、ちょっと大きくないか？」


　リサラやキュールの細い腕うでに着けると、ブカブカになりそうだ。そんな良介の疑問に同調して、リサラも小首を傾かしげる。


「そうね。私にはちょっと大きそうだけど……」


「あら、問題ありませんわ。だってこれは、良介さんが着けるものですから」


「俺!?」


　良介は思わずキュールの顔をまじまじと見てしまった。


「そうですわ」


　頷うなずきながらキュールが、ブレスレットを手に取った。


「良介さんは今まで何度も《グラム》を覚かく醒せいさせて、戦いに勝利してきましたわ」


　いきなり、関係のないことを話し出す。


「ですがその覚醒の源となったと考えられる《ファヴニール》は、良介さんの魂たましいからガルダーブロウグによって奪うばい去られてしまいましたわ。ですが幸いにも──」


　トンとキュールが良介の胸を、人差し指で突つつく。
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「良介さんの魂には《ファヴニール》から漏もれ出た霊力が、まだ溜たまっています。レストール家では、あと最低で三回、多くて五回程度の覚醒が可能だろうと考えていますの」


「それは、死神界でなんとなくは聞いたな」


「ええ」


　ニコリとキュールが微笑ほほえむ。


「となれば、ここで一つ問題がありますわ」


「問題？」


　リサラが聞く。


「ええ、大問題ですわ。つまり、《グラム》の覚醒は良介さんの自由意思で行われてきたわけではないということですわ」


「あーっと、俺が覚醒させたいと思って覚醒させたわけじゃないっていうのか？　いやでも、そんな時もあったぞ。いつもじゃないけど、なんか話せる相手だしな」


「《グラム》と会話出来るってのがそもそも凄すごいことなんですけれど……。でも、他にもエッチな刺し激げきで興奮して勝手に覚醒したことだってありましたでしょ」


　キュールの指し摘てきに良介は素す直なおに頷いた。だって思い当たる節がありすぎるのだ。そのたびにリサラが生きる力──エッチな魂を吸い取って、覚醒を抑おさえ込んできた。


「あ……そっか、それは大問題かも」


　美菜が納なつ得とくした。


　良介は……さっぱり分からない。リサラもイマイチ分かっていないようだ。


「いいですか二人とも。《グラム》の覚醒はもう回数限定なんですのよ。にも拘かかわらず──」


「あ、そういうことね」


　リサラが良介を置いて納得した。


「はい、先生！」


　シュタッと良介は手を挙げた。


「俺にはさっぱり分かりません」


「はぁ……いいですか。残り少ない覚醒を、エッチな刺激で無む駄だにされたら堪たまらないって言ってますのよ。良介さんと《グラム》は、《雷神の雹テイールハガル》の死神と戦う貴重な切り札なんですから」


「あーえー、んーっと」


　キュールの言葉を脳内で反はん芻すうする。


「要するに、あれか。無駄打ちするなってことか」


「なんか良介さんが無駄打ちって言うと、そこはかとなくエッチですわ……」


　こめかみに人差し指を当てて、キュールが顔を振ふる。


「え、今のってエッチな発言だったの？」


　リサラが不思議そうに聞くが、聞かれた美菜は顔を真っ赤にするだけで何も答えない。


「う、ううん、分からないわ……」


　良介はキラリと目を光らせた。だって、女の子にエッチなことを説明するのって、すごくゾクゾクするのだ。


「いいかリサラ。無駄打ちって言うのはな、要するに男の──」


「は、話を次に進めますわよ！」


　良介とリサラの会話を散らすように、キュールが赤い顔で机の上で何度も腕を振った。


「これからがポイントなのに！」


「コホン。そこで、このブレスレットですわ」


　本当に強引に話を進めるキュールだ。


「このブレスレットには《グラム》の覚醒を抑える力がありますわ。なぜならば、このブレスレットは《グラム》の鞘さやを鍛きたえ直して作られていますの」


「《グラム》に鞘があったなんて、聞いてないわよ」


　リサラが渋しぶい顔をした。自分に知らされていなかったことが不満なのだろう。


「古くてボロボロになっていたそうですわ。それを今回、《グラム》の覚醒を抑える方法を探さぐる中で見つけ出してきたって、アルメイア伯母様からはそう聞きましたわ」


「お母様が、そう……」


　渋しぶ々しぶとリサラが自分を納得させた。


「なぁキュール。これを俺が着ければ、興奮しても《グラム》は覚醒しないってことでいいのか？」


「その通りですけれど、それだけじゃありませんわ」


　キュールが聞いた良介に、誇ほこらしげにしゃべり出す。


「《グラム》を覚醒させないでも、最低限自分の身を守れるように、このブレスレットは武器としても使うことが出来ますの」


「武器？」


「そうですわ。蓄えてある霊力を使ってブレスレットが武器化するそうですわよ」


「へぇっ、凄いじゃないか」


「レストール家の技術の粋すいを結集したアイテムってわけですわ。では良介さん、このブレスレット、正式名めい称しよう《グレイプニル》を受け取っていただけますね？」


「ああ、もちろんだ」


　ブレスレットを良介は受け取って、右腕にはめた。


「くぅぅ、こういうなんか格好いい装備が俺も欲ほしかったんだよっ」


「あ、そうそう」


「なんだよ」


「《グラム》を覚醒させる時は、《グレイプニル》を覆っている革を剝むけばいいそうですわよ」


「なるほど」


　頷きながら良介は、《グレイプニル》を覆っている革を指で撫なでてみる。思いの外柔やわらかい感かん触しよくだ。


「あ、良介さんでは剝けませんから」


「なんでだよ」


「《グラム》の契けい約やく者であるリサラお姉様だけが、それを剝けるそうですわ」


「え、私だけが？」


　いきなり話を振られて、リサラが慌あわてて自分を指差す。


「そうですわ。《グレイプニル》は《グラム》の鞘から作られたわけですし、そもそも良介さんの魂に刺ささっているとはいえ、《グラム》の契約者はお姉様でしょう」


「なるほどね」


　リサラが頷きながら《グレイプニル》を見た。


「それから、ええと……」


　キュールがポケットから、メモ帳を取り出す。


「あ、そうそう。武器と言っても、あくまでも護身用なので無茶はしないこと。それから、少ない霊力でも武器化出来るように作られているものの、本人の集中力で威い力りよくは変わります。精神を研とぎ澄すませるほど霊力は効率的に使うことが出来るからです。ええと、あとは……」


「キュール、何を見てるのよ」


　リサラが横からひょいとメモ帳を覗のぞき込んだ。


「ちょ、ちょっとお姉様」


「なにこれ『ご利用は計画的に』ってあるわよ」


「リサラ、そんなことが書いてあるのかよ？」


　良介の問いに、リサラはキュールからメモ帳を取り上げ、何度も目を走らせる。


「ええ。でも、その理由は書いてないわね」


「キュール、どういうことだよ」


「え、いやぁ、そんな大したことは言ってなかったと思うのですけど。だってほら、ホームルーム抜ぬけ出して通話したもので、聞き逃のがしちゃったところが幾いくつか……てへ[image: ]」


　わざとらしく可愛かわいく笑い、キュールが自分の頭を小こ突づく。


「あのなぁ。そういう得体の知れないアイテムを安心して使えるかよ。いい、ちゃんと情報が分かるまで外すぞ」


　右腕に着けた《グレイプニル》を握にぎり、引く。


「あれ……くっ……い、いたたたたっ！」


　外れない。装着する時はあっさりだったはずなのに、びくともしない。


「んーっと、ふむふむ。良介、それって紛ふん失しつしないように、外れないようになっているみたいよ」


　キュールのメモ書きを読みながらリサラが告げてくる。


「な、なんだって？」


「ええと……魂から《グラム》がなくならない限り外れないみたいね」


「そういえばそうでしたわ」


　キュールがポンッと手を拍うつ。


「あのなっ！」


「くぅぅ、じゃぁ何か、俺はこのままこの得体の知れないアイテムを装着したままなのか！　外す方法、レストール家ならなんかあるんじゃないのか？」


　すがるように良介はリサラを見た。見たが、力なく首を横に振られてしまった。


「たぶん、他ほかに方法は無いと思うわ。《グラム》の鞘が原料になったアイテムなのだし、《グラム》と対ついになったのであれば、引き合う力はとても強力なはずだもの」


　そこまで言って、リサラが良介を真しん剣けんな目で見つめた。


「良介、貴方あなたはここまで、私にこれ以上ないくらい協力してくれたわ。だからもし、もう《グラム》を魂から抜いて──」


　喋しやべっているリサラに、良介は左右の人差し指でバツを作って見せつけた。


「良介？」


「それ以上はなしだ、リサラ。俺が女の子に協力しないわけないって、お前はよく知ってるはずだろ？」


「………………」


　リサラが数秒良介をまじまじと見つめて、苦く笑しようした。


「ふふ、女の子は宝物だから、よね」


　もっとも苦笑している割には、その瞳ひとみには嬉うれしそうな色が浮うかんでいるが。


「ああ、その通りさ。見ているだけで、俺に色々と妄もう想そうを与あたえてくれる女の子は、宝石だ、宝物だ。だからリサラ、お前が俺の協力がいらなくなるまで付き合ってやるよ」


「あら、そんな安やす請うけ合いしていいのかしらね。延々と付き合わせるかも知れないよ？　私、自じ慢まんじゃないけど人使いは荒あらいみたいだし」


「分かってるさ、そんなこと。最初に会った時に何でもするって言ったあげくが、今だからな」


　良介は、雨の中で出会った時を思い出して苦笑した。


「後こう悔かい、してる？」


「まさか」


　その答えは悩なやむ必要もなく、即そく座ざに出た。そのことに良介は、なんだか凄すごく満足だった。


「…………」


　リサラが視線を右にやり、左にやり、下にやり、また右に戻もどって……意味不明な視線移動を繰くり返してから、また良介に戻ってきた。


　そして一言、


「ありがと」


　とだけリサラは口にした。


　なんというか、普ふ段だんは普ふ通つうに聞いてる言葉なのに、妙みように恥はずかしくなってしまう良介だ。


「むぅ。ええと、そろそろ話を戻してもいいですか？」


「そ、そうだよ。話が脱だつ線せんし過ぎだと思う」


　キュールが割り込んでくると、美菜も必死に言ってきた。


「え、あ、も、もちろんよ」


　リサラが激しく何度も頷うなずく。


　良介も、なんだかこの恥ずかしさを紛まぎらわす渡わたりに船な感じがして、全く異論はなかった。


「コホン。《グレイプニル》を護身用の武器として使う方法を、まだ説明してなかったですわよね」


「ああ、まだだ」


「簡単ですわ。右腕にはめた《グレイプニル》を左手で触さわりながら、その名前を呼べばいいんですの」


「へぇ、簡単なんだな」


　言われた通りに良介は《グレイプニル》を触りその名を呼んでみた。


「…………」


　何も起きない。


　虚むなしく《グレイプニル》という単語が響ひびくだけだ。


「良介さん、それではダメですわ」


「ダメって、触って呼べばいいって言ったじゃないか」


「集中しなければダメですわ。そして集中していればいるほど、武器としての性能は上がるそうですわ」


「へぇ……じゃぁっと」


　目を閉じて心を研ぎ澄ませる。そのままゆっくりと深呼吸をして、良介は澄んだ心で呼んだ。


「《グレイプニル》」


　シ─────────ン。


　何も起きません。


「おいっ！」


　キュールを向く。瞬しゆん間かん、キュールが顔を背そむける。それでも気にせずに良介は続けた。


「何も起きないぞ！」


「え、ええとその、集中出来てないんじゃ」


「ちゃんと集中しましたー。澄んだ心になって呼びましたー」


「うーん、頭の中で何度も《グレイプニル》って呼びながらやってみたら？」


　リサラの提案に、良介はまた目を瞑つぶり、いやってほど頭の中で《グレイプニル》を呼んで、口にした。


「《グレイプニル》」


　シ─────────ン。


　また何も起きません。


「これ、不良品じゃないだろうな！」


「し、失礼ね。レストール家が作ったアイテムに不良品なんてあるわけないわ！」


　リサラが叫び返す。


「分からないだろっ。レストール家で勉強したイリアは、なんかこう、死神として不良品じゃないか！」


「イリアは元々精神がねじ曲がっていただけよ。レストールの教育が悪いんじゃないわよ！」


「あの、二人ともちょっといいかな。私、思うんだけど……」


　美菜だ。良介とリサラの言い争いに口を挟はさんできた。


「思うって、何をだ？」


「うん、何か名案でもあるの？」


　良介とリサラが、ほぼ同時に美菜を向く。


「あのね。たぶん良介くんの集中が間ま違ちがってると思うの」


「俺の集中が？」


「うん。えっと、良介くんの集中って……やっぱり、その、い、いつものしか集中力発揮されないでしょ」


　微妙に美菜が言い淀よどむ。


「いつものってなんだよ……」


「あっ」


　リサラが小さな声を上げて「はぁぁぁぁ」と深い深いため息を吐ついた。隣となりではキュールがやれやれと顔を振ふる。


「なんだよ、お前らっ」


「だからその……良介くんって、勉強とか運動とか、全然集中出来ないでしょ？」


「うん、まぁ、そう言われればそうかな」


「でも、え、エッチなことを考えている時って、すごく集中してるじゃない」


　美菜が顔を赤くする。


「………………あ、そっか」


　目から鱗うろこだった。


「うーん、とにかく一度試ためしてみるか」


　目を閉じる。


　そして思う。海辺を。眩まぶしい水着を──。


「って、ちょっと待った」


　良介は大事なポイントを忘れていたことを思い出して、目を開けた。


「どうしたのよ？」


　リサラが怪け訝げんそうな視線を向けてくる。


「リサラ」


「なに？」


「お前、さっき水着を買ってたよな」


「ええ。以前に買った水着は破れちゃったじゃない。と言ってスクール水着で行くのは嫌いやだから」


　それはイリアと競い合った水着コンテストで起きた、不幸な事故だった。


「どんなの買ったんだ？」


「どんなのって、ちょっと大人っぽく行こうかなぁって思って、黒系のセパレートだけど。それがどうかしたの？」


　キョトンとしながらリサラが答えてくれた。


「よし、分かった」


　良介は再び目を閉じる。


「やれやれ、リサラお姉様は本当に鈍にぶいですわね」


「う、うん、今のは普通気付くかな」


　キュールと美菜の囁ささやきが聞こえてくる。


「なになに、どういうことよっ」


　リサラはまだよく分かっていないようだ。


　だが、もうそんなことはどうでもいい。


　徐じよ々じよに三人の声が遠ざかっていく。


　そう、内なる世界へ。


　唯ただ一人、己おのれによる己のための世界。


　それは妄もう想そう世界。


　輝かがやく太陽。


　打ち寄せるさざ波。


　波打ち際ぎわを走る、黒いセパレート、つまりビキニを着たリサラ。


「見えるっ、俺にははっきりと見えるぞ」


　ビキニを着ようがなんだろうが、おっぱいは真っ平らだ。そこは諦あきらめよう。


　たとえ妄想の中でも、おっぱいを偽いつわることは大罪なのだ。


　だがしかし、リサラの脚あしを思い起こせば問題ない。


　スラリと伸のびた、あれぞまさに美び脚きやく。


　お尻しりだって、キュッと上が引き締しまって、躍やく動どう感かん溢あふれる健康美を振りまいている。


　ウエストはこれ以上ないくらいに引き締まり、おヘソの周りには無む駄だな肉の欠片かけらもない。それがまたおヘソの凹へこみを際立たせるのだ。


「キャ─────ッ、イヤ─────────ッ。喋しやべってるからっ、良介妄想だだ漏もれだから！」


　そうリサラは意外に叫さけび声だって、可愛かわいい。


　というか、普段強気なリサラが叫ぶってシチュエーションだけで、ゾクゾクと来るものがある。


「二人ともっ、後ご生しようだから離はなしてっ」


　腕うでを上げる。


　その時に垣かい間ま見みえる腋わきの下。


　しかも水がしたたり落ちている腋の下、つまり濡ぬれた腋の下だ。


　いい、凄すごくいいっ。


　というか、誰だれかに見せたくない。


　このまま妄想世界だけにしまっておきたくなる。


「良介の、良介のスケベ魂だましいを吸い取らせて！」


　そして、最大のポイント。


　太ふと股ももと太股の間のＶゾーン。濡れた水着で覆おおわれたＶゾーン。


「つまりっ、濡れた股こ間かんだ！」


「イ、イッヤァァァァァッ。良介ぇぇぇっ、妄想禁止っ。頭の中で私を、私を勝手に使わないでよぉぉぉっ！」


　なんか聞こえてくるが、集中した良介の心の前にはそんなものはそよ風にもならない。


　何一つ乱れることのない心のまま、良介は呼んだ。


「《グレイプニル》」


　ズルルルルルルルッ。


　妄想がいきなり、色あせていく。


「え、お、おい、俺の水着リサラっ!?」


「誰が良介のですって！」


　リサラの声がさっきよりもはっきりと聞こえてきた。


　ビクンッ。


　右手首にはめた《グレイプニル》が跳はねるように膨ふくらむ。


　いや膨らんだのではない。


　まるで蛇へびのように、縄なわがとぐろを巻いていた。


　その縄が、ゆらりと鎌かま首くびをもたげ、まさに蛇のように猛もう烈れつな勢いで腕に巻き付いていく。


「ぐっ──」


　腕が強く締め付けられる。


　縄は腕だけではなく、肩かたにまで隙すき間まもなく巻き付き、まるで鎧よろいのようになった。


　さらに小さな無数の縄も生まれて、それらは右手の指にまで巻き付いていく。


《グラム》の鞘さやから作られたというだけあって、縄に包まれた右みぎ腕うでだけに、どこか《グラム》を振るう時の高こう揚よう感かんに近いものがあった。


　そのせいか、痛みにはすぐに慣れることが出来た。


「はぁはぁ……これが、そうなのか」


　目を開けて、良介は自分の右腕を見た。


　黒いなめし革がわで全体が覆われ、右みぎ肩かたはまるで西洋の甲かつ冑ちゆうの様になり、二回りも大きく太くなっていた。


　拳こぶしは二回りより更さらに大きな、まるで巨きよ人じんの手の様だ。


「くっ……私の水着姿が勝手に使用されたけど、実験は成功みたいね」


　リサラが、顔を赤くしながら言う。


「うーん、想像以上に凄いですわね」


　キュールが感心していた。


「集中出来て、おめでとう良介くん」


　エッチな妄想すれば集中出来るとアドバイスをくれた美菜が、少し苦く笑しようが混じった感じの笑え顔がおを浮うかべた。


「おう」


　そんな美菜の笑顔を見つつ、良介ははたと気が付いた。


「ってことは何か。俺の他ほかの方法の集中って、世間一いつ般ぱんの集中ってレベルに達してなかったってことなのか？」


　その良介の情けない疑問に、リサラとキュールと美菜が同時に情けない顔で頷うなずく。


「それともう一つ問題がありますわね」


「なんだよ、キュール」


「自分の身を守る時に、こんなに妄想に時間を掛かけられるわけありませんわ……」


　まったくもってその通りの意見だ。


　その後、リサラの悲鳴を聞きながら良介は何度か集中を試したが、結局何度やっても妄想に時間を掛けないと高められなかった……。














　二章　なんでこうなった










　海だ。


　玉たま野のに連れられてやって来た海岸には、遠浅の青く澄すんだ海が広がっている。


　空ではギラギラと強い太陽が遠えん慮りよ無く輝いている。


　そして海岸には、これほどのビーチだと言うのに、あまり人は多くない。


「当然だろう。ここはウチのホテル専用ビーチなのさ」


　海パンと呼ぶに相応ふさわしい、ブリーフ系の競泳水着を穿はいた玉野が鼻を高くする。悔くやしいが、ボクシングで鍛きたえた腹筋はしっかりと締まっていて、その体には贅ぜい肉にくの欠片もない。


「しかも、ウチのホテルは選ばれたセレブだけが泊とまる高級ホテルだからね。宿しゆく泊はく客は、ゆったりのんびり、リゾート気分が味わえるってわけさ。でもね、このセレブビーチにあっても、麗うるわしきリサラくんは何の遜そん色しよくもない。いやむしろ美しさが眩しすぎて、ウチのビーチが霞かすんでしまいそうだよ！」


　わざとらしく手の平をリサラに向けて、光を避よける仕草をすると、玉野がフラフラと、これまたわざとらしくよろめいた。


「正当な賞賛だから、お礼は言わないでおきますね」


　取り付く島もなくばっさりと斬きり捨てるリサラだ。


「ところでリサラ」


　良りよう介すけが呼ぶと、リサラが素す直なおに振ふり返った。


　正直言って玉野と比べると、まさしく貧弱な坊ぼうやな良介だ。お腹なかが出ているとかはないものの、腹筋がほとんど割れていないし、手足もひょろっとしてしまっている。もちろん見せつけるような水着を穿けるわけもなく、サーフパンツ系の膝ひざが隠かくれるくらいまで丈たけがあるだぼっとしたものを穿いている。


　もっともリサラは良介のそんなスタイルに、特に気にしている様子はないようだ。平然と見返して、


「なに？」


　と口にする。


「せっかく水着姿なのに、なんでそんなの着てるんだよ」


　腰こし下まである薄うす手でのパーカーをリサラは着ているのだ。おかげで買ったという黒のビキニにお目にかかれない！


　いや、リサラだけではない。


　キュールも美み菜なも女性陣じんはみんなシャツで肌はだを隠してしまっている。


　ちなみに玉野光ひかるの弟という触ふれ込みのライファンは、泳ぐ気はないとホテルで休んでいた。


「これじゃ、これじゃ海に来た意味がないじゃないか！」


「あのね。紫し外がい線せんはお肌の大敵なのよ。いくら日焼け止めを塗ぬってるからって、不必要に肌を晒さらすような真ま似ねはしないわよ」


「紫外線……くそっ、そんな障害がなんだってんだよ。俺は日焼け止めすら塗ってないぞっ」


「女の子にとって肌は大切なのっ」


「分かってるさ、ああ、それは分かってる。でも俺は小麦色の肌も好きだぞ。大おお平ひらなんて褐かつ色しよく系大好きだぞ？」


「知らないわよ、そんなの」


　自分には関係ないと、あっさりリサラに拒きよ否ひされてしまった。


「う[image: ]、俺はな、もうバイトに行かないといけないんだぞっ。ナニか、俺には水着姿を見せてくれないつもりかっ。夕べの妄想で満足しろってのかよ！」


「……夕べの妄想ね。人を勝手に脳内で弄いじり回したアレね」


　ジロリとリサラが睨にらんできた。


「むしろあんだけのことされても、生きる力を吸い取らなかった私に感謝して欲しいんだけど」


「あ、そういやそうだなよな。吸い取ったあげくにマッサージさせるとか、昼間は言ってたのに」


「私だって少しは成長してるのよ。そもそも今の良介は、吸い取っても即そく回復する以前の良介とは違ちがうんだしね。私が人間界で活動出来る分だけで、それ以上余計には吸い取らないわよ」


　そう言ったリサラが、良介を小さく手招きする。よく分からないが良介はその手招きに従った。


　玉野や大平に、パーカーを着ていてさえ水着姿が恥はずかしそうな美菜と、海に目を輝かがやかせているキュールから、ちょっとだけ後ろに下がる。


「ちょ、ちょっとだけだからね？」


　リサラが声を潜ひそめる。


「へ？」


　キョトンとしてしまった良介には一いつ切さい構わず、リサラが心持ち下を向きながら固く閉じていたパーカーの前を開いていく。


「──！」


　思わず良介は息を飲んでしまった。


　日焼けを気にするのもよく分かる白い肌の一部を、黒いビキニの水着が覆っている。


　それは、縁ふちを白いフリルで飾かざった、控ひかえめなラメが入った大人っぽいセクシーな黒いビキニだ。


　布地面積は小さいと言い切れる。


　リサラの薄うすいバストを三角形が覆っているが、おっぱいの麓ふもとが上も下も少しのぞいているのだ。特に三角形の底辺の下に見えるおっぱいの麓──通つう称しよう下した乳ちちはかなり刺し激げき的だ。


「ゴクリ……」


　思わず生なま唾つばを飲み込んでしまう良介だ。そんな良介に、リサラはパーカーのファスナーを降ろしつつ、伝えてくる。


「…………良介がバイトに行っちゃうなら、ほら、今ここで見てもらわないと、玉野先せん輩ぱいが先に見ることになるじゃない」


「お、おう」


　頷く良介の先で、おヘソがご開帳されていく。妄もう想そうしていたよりも、下乳の効果も相まって遥はるかに刺激的なおヘソだ。


　ああ、やっぱり生で見る女の子の体は違う！


　そんな喜びに良介は打ち震ふるえてしまい、実はリサラの言葉はあまり頭に入ってきていない。


「玉野先輩に先に見せるのって、なんだか……その」


　何か言い淀よどみながら、リサラがパーカーの前を全開にした。


　黒い逆三角形がリサラの腰から下に鎮ちん座ざましましている。


　腰回りを覆う黒ビキニはかなり鋭えい角かくな逆三角形だが、それが欠片かけらも不自然には見えない。なぜなら、その鋭角な逆三角形が覆う腰回りはすっとスマートだし、そこから伸のびる脚あしは細くしなやかなのだ。もちろん折れてしまいそうな細さではなく、躍やく動どう感ある、引き締しまった細さだ。


　おかげで脚の付け根もキュッと窄すぼまっていて、鋭角の逆三角形のラインがとてもよく似合っていた。


　なんというか、このまま水着のファッションショーに立てるんじゃないか。そう思えるくらいに──。


「綺き麗れいだ」


　上から下までまじまじと見て、良介はそう思い、その賞賛が口から出ていた。


「……………………は？」


　リサラがポカーンとなる。


　その表情を見て、良介は初めて自分が思ったことをつい口走っていたことに気が付いた。


　というか、すんごく恥ずかしい。


　なに言っちゃってんだ自分って感じだ。


「あ、いや、その、ついっていうか、そのあれだ、あれ」


　言い訳にならない言い訳しか出てこない。


　そもそも、なんで言い訳してるのかもよく分からない。でもなんか言い訳したい感じなのだ。


　そんな慌あわてふためく良介を、リサラはまだポカーンと見ている。


「…………」


「リ、リサラ？」


「えっ」


　名前を呼ばれて初めてリサラの目の焦しよう点てんが合う。


「うれし──じゃなくてっ、な、何を恥ずかしいこと言ってるのよ！」


　口にしかけた言葉を慌てて飲み込み、真っ赤になってリサラが叫さけぶ。


「うーん、キュールとしてはリサラお姉様の対応の方がよっぽど恥ずかしいですわ」


「一人だけ、なんかずるいな……」


「キュールに美菜っ!?　いつからっ」


　キュールと美菜がいつの間にやら、良介とリサラを見ていた。


「良介が柄がらにもなく『綺麗だ』とか口走った時からですね」


　大平がジトーっと良介を睨んでいる。その隣となりでは玉野がしゃがみ込み、


「僕の方が大絶賛したのに何だろうこの差は……僕の方が大絶賛したのに、う[image: ]……」


　そう呟つぶやきながら砂すな浜はまにのの字を書き続けていた……。


「お姉様、玉野先輩の魂たましいが本当に望んでいることを聞き出すって目的、忘れていませんか？」


　キュールがリサラに囁ささやく。


　その囁きにリサラは、そして良介も「あっ」と小さな叫び声を上げて、互たがいの顔を見合わせた。


　そう、二人して完全に目的を忘れてた。


「先が思いやられますわ、もう……」


　やれやれとキュールは顔を振るのだった……。





　　　　※　　　※　　　※





　朝には憧あこがれていたギラギラと降り注ぐ陽光が、今は憎にくい。


「暑い……」


　心躍おどった砂浜が、憎い。


「砂浜歩くのって、疲つかれるな……」


　ザザーンと打ち寄せる波が、憎い。


「泳ぎたい」


　良介はペットボトルがいっぱいに入ったクーラーボックスを運びながら、呻うめいた。


　良介と大平に与あたえられたバイトは、売り子だった。


　ホテル直営の海の家から、飲み物やアイスが入ったクーラーボックスを持ち出して、砂浜のあちこちで売り歩くのだ。


　九時過ぎから働かされて、もう二時間ほど経たっている。


「はぁ、玉野先輩は楽しんでるんだろうな……」


　波打ち際ぎわを見つつ、良介はがっくりうなだれてぼやいた。


　魂が本当に望んでいることを探し出し満たすためとはいえ、玉野がリサラ達に囲まれていると思うと、妙みように心が疼うずくのだ。


　というか、良介としてはしっかり監かん視しする気だったが、こんなバイトを押し付けられてしまっては、それどころではなかった。


「クソ、玉野先輩め。わざとだろ、絶対に」


　自分を追いやるための策さく謀ぼうにしか思えない良介だ。


　もっとも変なことをしようにも、一級死神のリサラに、見習い死神のキュール相手に何か出来るとも思えない。そこが数少ない良介の救いだった。


「ま、でも。昼飯は一いつ緒しよに食べようってリサラも言ってたし、その時に変なことされなかったかちゃんと聞いておこう。もし何かあったら、絶対に容よう赦しやしないぞ」


　ブツブツ呟きながら良介は、物資の補給拠きよ点てんであるホテル直営の海の家に入った。


　海の家と言っても、広い木製のテラスがある喫きつ茶さ店てんのような趣おもむきだ。テラスには日よけの傘かさが付いた木目も綺麗な机が幾いくつも並んでいて、ちょっと洒落しやれた空間を作っている。


「保ほ冷れい剤ざいと追加のペットボトルお願いします。あと、これが売り上げです」


　クーラーボックスと売り上げを置いて、良介は小休止のために椅い子すに座った。パタパタと店員さんが走ってきて、クーラーボックスの中身と売り上げを確かく認にんし始める。


「はーい。うわぁ、いっぱい売れたんですねぇ」


　ちょっとわざとらしいが、可愛かわいい声だ。


「まぁ、どんどん暑くなってますし」


「でもでもぉ、貴方あなたと一緒にバイト始めた人は、売り上げ全然なんですよぉ」


「大平のヤツ、サボってやがるな……」


「あ、お疲れでしょ。麦茶を取ってきますネっ[image: ]」


　店員さんが、良介の顔を見た。


「あっ、あ───────っ！」


「え……イリアっ!?」


　そこに居るのは、間ま違ちがいなくイリアだ。


　以前あった水着コンテストで着ていたのと同じビキニを着た、術式で巨きよ乳にゆうに偽いつわっている、ホントはリサラよりも貧乳なイリアが海の家で店員をしているのだ。


「室長、どうかしたんですか？」


　奥から声が響ひびき、パオイ・マルベックが、こちらは正しよう真しん正しよう銘めいダイナマイトボディをビキニに包んで現れた。


「なんでイリア達メルローの連中がっ。あ、さてはお前達も《イレギュラー》捜そう索さくで、玉野先輩の調査に来たんだな！」


「え、なんのことぉ？」


「さぁ、私にはさっぱり……」


　二人が顔を見合わせて、同時に小首を傾かしげる。


「あ、しまった……」


　と思ったが時既すでに遅おそしだ。


　イリアとマルベックに挟はさまれてしまう。まぁビキニ美女二人に挟まれるのは、正直ちょっと嬉うれしいけれど……。


「イリア達はねぇ、お家賃がちょっとピンチだし、たまにはお肉も食べたいなぁって思って、割の良いバイトをしに来ただけなんだけどなぁ」


「まかない付きで食費も浮うきますからね！」


　イリアとマルベックが涙なみだぐましい発言をする。


「ええと、メルロー人生保障から給料出てるんだろ？」


　桃もも園ぞの学園のクラスメイトだが、一級死神にしてレストール家よりは遥かに弱小な死神組織メルロー人生保障、その幹部連帯直属の特務室極東支部主任が、イリアの正体だ。


「ええとその、死神界での任務で活かつ躍やく出来なかったので、減げん俸ぽう中なわけ……。しかもなんでか、私まで……」


　イリアの部下で、桃園学園の臨時講師も務めるマルベックが肩かた身みが狭せまそうにため息を吐つく。


「え、ええと、ほらイリアはグラビアだってやってるじゃないか。そこまで困こん窮きゆうするとは思えないんだけど」


　現役女子高生人気グラビアアイドル、それがイリアのもう一つの顔だ。術式で巨乳に偽っているそのスタイルで、大人気でもある。


「あれはメルローの広こう告こく塔とうって意味合いもあって、稼かせぎは全部メルローに……。楽しみといえばロケ弁くらいで。最近はその質も落ちてるし……」


　どよーんと暗い顔のイリアだ。


「そもそもおかしくない？」


　ズイッとイリアが暗い顔のまま近寄ってくる。


「な、何がでしょうか」


「オンボロアパートに、なんでこのイリアが、死神学校首席卒業のこのイリアが、部下と同居しなきゃいけないのよぉ」


「同居って家賃払はらってないくせに……」


　ボソリとマルベックが呟く。


「仕方ないでしょっ。グラビアアイドルやるには、化け粧しよう品ひんとかもお金掛かかるのよっ。しかもおかしくない？　あれって必要経費で落としてくれないのよぉっ。うう、イリアだって高級和牛とか食べたいのにぃっ」


　良介の肩かたを摑つかんで、ガクガクと揺ゆすりだした。


「いやあの、ウチだってタイムセールスの挽ひき肉とかが多いわけで」


「でもでも、お肉食べてるわけ！」


　マルベックまで悲痛な顔を近づけて来やがった。


「そもそもマルベックが、毎晩ビール飲んでるのが食費を圧あつ迫ぱくしてるのよぉ！」


「あれはビールじゃありませんっ。もっと安い、まがい物です！」


「じゃぁじゃぁあの焼しよう酎ちゆうは！」


「あれは心の友、乱らん橋ばしがくれました！」


「おつまみは！」


「捨てるのもったいないから、大根の皮を醬しよう油ゆで炒いためたのを食べてますよ。そもそも室長、家賃半分払って下さいよっ。貴方、光熱費だって払ってないじゃないですか！」


「あ、あんの拠点の維い持じ管理がぁ、マルベックの任務の一つずら！」


　イリアがなまり出した。


　リサラの話によるとイリアは死神界でもかなりの田舎いなか出身で、慌てたりすると素すがでるんだとか。


「そんなこと聞いてませんよ！」


「今さっ、今聞いたべ！」


「あ、ひっどーい！」


　良介を挟んで、二人が口くち喧げん嘩かを始めてしまい……すごくキンキンと耳が痛い。


「あ、あのさ、とにかく喧嘩はやめよう。というか、俺を離はなしてくれ──いてっ！」


　ギュ───ッとイリアが良介の肩を摑む手に、力を入れ始めた。


「いたっ、痛いってば！」


「んっふっふっふ、良介くんはぁ、イリアの友達だよねぇ」


「いいえ」


「…………と、友達だよねぇ」


　更さらに摑む手に力を入れてくる。


「いてっ、痛いってのっ。友達ならこんなことしないだろ！」


「解放して欲しければ、《イレギュラー》のことちゃんと教えて欲しいなぁ。お・ね・が・い[image: ]」


「お願いって態度じゃないだろっ、なあ！」


「こっちは生活費が掛かってるのっ。手て柄がらに飢うえてるんだからね！」


　正直、ちょっと怖こわいくらい真しん剣けんそのものの視線だ。


「言えないっ、こればっかりは言えない！」


「《イレギュラー》がなんなのかは、メルローだって摑んでるんだからねっ。もしかして、この辺りに《イレギュラー》がいるんじゃないのかなぁ。ねぇっ、ほらほら、ちゃっちゃと教えて、よぉっ！」


「ダメっ、絶対っ、これは！」


　思いっきり肩を摑まれながら、激しく体を揺さぶられる。そんな中でも良介は必死に耐たえた。


「ちっ、しぶとい。マルベック、後ろから羽は交がい締じめにしちゃって！」


「はい！」


　ぐにょん。


　それが第一印象だった。


　大きな、柔やわらかいマルベックの巨きよ乳にゆうが、水着越ごしに良介の背中に押し付けられる。


「ほふぅ～」


　それは至福の吐と息いき。


　とかやってる間に、良介はマルベックによって完全に後ろから羽交い締めにされてしまった。


「ああ、不覚！」


「良介くんは、不覚だらけだと思うなぁ、イリア」


　肩から手を離して、イリアがニヤニヤと良介を見つめる。


「ど、どうする気だっ。さては、エッチな悪戯いたずらをする気だなっ。よし、いつもで来い！」


「しないってば！」


　思わず叫さけんだイリアが、スゥハァと息を整える。そして、クーラーボックスの中に手を突つっ込んだ。


「ま、まぁいいわ。すぐに喋しやべりたくなるんだからねっ」


「……マルベック先生、貴方の上司はなにをする気なんだ？」


「うーん、室長の考えを推測するのって、とうの昔に諦あきらめたから……」


　諦めきったマルベックの声だ……。


「キャッ、あったわぁ。ウフフフ、良介くん、覚かく悟ごしちゃってねぇ」


　そう言ってイリアが取り出したのは、保ほ冷れい剤ざい。


「ええと、それで何を……アヒンッ！」


　脇わき腹ばらに、いきなり保冷剤が添そえられる。


「おヘソはどうかしらねぇ」


「ひゃぁぁんっ」


「腋わきの下は？」


「あふんっ」


「ウフフフ、ウフフフフフフフ、やだコレ、楽しいかも」


　ハァハァとイリアが鼻息を荒あらくしながら、あちこちに保冷剤をペトリと触ふれさせてくる。そのたびに良介は体をビクッとさせて、妙みような悲鳴を上げてしまう。


「くっ……ハァハァ、や、やめろ、これ以上は……」


「ウフフフフフ、イリアってばぁ、すっごーく楽しくなって来たところなんだけどなぁ。《イレギュラー》の所在を教えてくれないならぁ、もっともっと続けちゃうゾッ[image: ]」


「それは、言えない……でも、もうこれ以上は、危険だ……やめてくれ」


　息も荒く、良介はイリアに訴うつたえた。だがイリアはパチンとウインクをして、


「ダーメ[image: ]」


　嬉しそうに笑い、再び保冷剤を良介の肌はだにぺっとりと触れさせ始めた。


「くっ、し、知らないぞ」


「ん───、何をかなぁ」


「俺はなんとか興奮を抑おさえてるけどなっ、俺の体は正直なんだぞ！」


「え？」


「このままだとおっきくなっちゃいます」


「おっきく……？」


　イリアがキョトンとした顔を浮かべる。


「も、もしかしてそれって、アレなわけ？」


　後ろでマルベックが恐おそる恐る言う。


「おう。アレ」


「………………ギャァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ！」


　あまり可愛かわいらしくない悲鳴を上げて、イリアが跳とび退しさる。


「な、な、なんでものぉ、見せるだぁぁぁっ！」











[image: ]








　両手で顔を隠かくして頭かぶりを振ふる。


「え、実はもうおっきくなってるわけぇっ──キャァァァァ！」


　こっちは可愛らしい悲鳴を上げて、良介から離れた。


「フッ、つまらぬもので立たせてしまった……」


　ファサッと長くもない髪かみの毛を搔かき上げて、良介はニヒル──のつもり──に笑い、自分の股こ間かんを見た。


　立っていない。


　どうやらイリアの早とちりのようだ。


　だが──。


「おっかしいなぁ。普ふ段だんなら絶対におっきくなってると思うんだけど……《グラム》も反応しないし、やっぱり《グレイプニル》のせいなのか？」


　右みぎ腕うでのブレスレットを見つめる。


　股間と同じように変化は特に見られない。


「キミはバイトをサボって何をしているんだい？」


　いきなり玉野に声を掛けられた。


　何い時つ現れたのか良介に全く悟さとらせずに、目の前に立っている。


「しかも、なんだいイリアくんにマルベック先生までいるじゃないか」


「玉野先せん輩ぱいっ!?」


「玉野くんっ」


　イリアとマルベックが意外そうに、引き締しまった体を持つ玉野を見上げた。


「良介と同じで、二人ともここでバイトをしているだよ、兄さん」


「ライファンっ!?」


　文庫本片手に、Ｔシャツにジーンズ姿のライファンが木製のテラスに上がってくる。


「兄さん？」


　イリアが両人差し指をこめかみに当て目を閉じて、考え込んだ。


「なんでライファンが玉野先輩のことを兄さんって……」


「はっはっは、彼はね、僕の父親が海外で仕込んだ異母弟なのさ」


　明るく玉野が笑う。


「ま、父も覚えがあるというし、ＤＮＡ鑑かん定ていでも親子だったしね。数日前から僕の弟になったってわけさ」


　その言葉を聞いて、良介はすぐにライファンが書類を偽ぎ造ぞうしたと分かった。それはイリアも同じようで「ははーん」と頷うなずいている。


　その様子からするとイリアは《イレギュラー》が、玉野と何らかの関係があると気が付いたのだろう。何しろ、彼女もライファンが《雷神の雹テイールハガル》の幹部だと知っているのだから。


「ところで兄さんこそ、リサラ達と遊んでいたはずじゃ？」


「ああ、その通りさ弟よ」


「だったらどうして」


「いやそれが、リサラくんが僕の望みは何かって聞いてきたんだよ。その瞬しゆん間かん、僕は天にも昇のぼる気持ちだったね。何しろ、麗うるわしのリサラくんが僕の望みを叶かなえたい、そう思ってくれたんだからね！」


　望みは何かと聞いただけで、叶えたいとまでは言っていないだろ、と思う良介だ。もっとも玉野が《イレギュラー》かどうか調べるためには、その魂たましいが本当に願っていることを叶えてあげなければいけないのだから、やっぱり叶えるのだが……。


「それで兄さんはどう答えたのさ」


　ライファンの眼まな差ざしが、一瞬だけ真剣なものに変わった。


「ああ、そこで僕はこう答えたんだよ。僕の望みはリサラくんの望みさ。キミが望んでいることを叶えるのが、この僕の望みだってね」


　左手を胸に当て、右手を天にかざして玉野が気き障ざったらしく笑う。


「あの先輩、それでリサラはなんて？」


「喉のどが渇かわいたそうだよ。だから僕は、こうして飲み物を取りに来たってわけさ」


　誇ほこらしげに玉野が笑う。


「ええと、なら一いつ緒しよに俺がついて行きますよ。クーラーボックスに飲み物もアイスも入っているし」


　この願いが本当に魂で願っていることならば、リサラに飲み物を渡わたした時に、玉野が《イレギュラー》かどうか分かるはずだ。


　良介としては、当然その瞬間を見届けたい。


「ああ、それはありがたい。しかしおかしいな」


「何がです？」


「いや、僕らがいたところには全く売り子が来なくてね」


「どの辺りですか？」


　良介の問いに、玉野が海岸の一部を指差した。


　その辺りは、大平の担当のはずだ。


（あの野や郎ろう、サボってやがるな……）


　やれやれと思いつつ、良介はクーラーボックスを肩かたに掛かけて歩き出した。


「良介くん、ちゃんと冷えてるな？」


「もちろん」


「ならいいだろう。で、弟よ。海で泳ぐ気はないと言ったのに、なんでついてくるんだ？」


　良介と玉野の後ろを、ライファンが続いて歩いているのだ。


　もっとも良介にはその目もく論ろ見みはよく分かった。ライファンもまた《イレギュラー》を捜さがしているのだ。当然、玉野の願いが成じよう就じゆする瞬間を見届けたいのだろう。


「さすがに一人でずっと本を読んでいるのも、ちょっと飽あきちゃってね、兄さん。気晴らしの散歩さ」


　白々しいライファンの言い訳を、玉野は微み塵じんも疑わない。


（玉野先輩って、けっこう単純だよな……）


　意外に、性しよう根ねはいい人なのかも知れない。最近の態度を見ていると、そんな気がしないでもない良介だ。


「あー、はいはいっ、イリアも行く行く！」


　ぴょんぴょんと跳はねながらイリアが追って来た。《イレギュラー》に何か関係している、そう悟ったようだ。腹黒いだけあって、意外に鋭するどい。


「でもイリアくん、バイトは？」


　意外にも真ま面じ目めに玉野が指し摘てきした。


「え……」


「キミは売り子ではないんだろ？」


「そ、それはほらっ。うん、玉野先輩だってイリアみたいな可愛い子と一緒に歩きたいんじゃないかなぁって、テヘ」


　精せい一いつ杯ぱい媚こびた笑えみをイリアが浮うかべるが、


「でも、キミのおっぱいは偽にせ乳ちちだからなぁ……」


　玉野の一言で固まった。


「あ、なら、私は正しよう真しん正しよう銘めいの本物のバストなわけ[image: ]」


　マルベックだ。確かに、大人の女性が持つ色気がムンムンしている。


「でも、先生のは垂たれてきている可能性が」


「ま、まだ垂れてないわけ──────っ！」


　マルベックの絶ぜつ叫きようが海辺に響ひびき渡ったのだった……。





　　　　※　　　※　　　※





　結局、イリアもマルベックも一緒に良介達はリサラの元に向かうことになった。


　十一時を過ぎたビーチは、高級ホテルの専用ビーチとはいっても、徐じよ々じよに人ひと影かげが増えてきていた。


　そんな中にあっても、やっぱりリサラ達ははっきりと目立っている。


　パーカーを脱ぬぎ捨てて、スラリと伸のびた手足を惜おしげもなく披ひ露ろうしているリサラが、波打ち際ぎわでビニールボールを高く上に投げた。


　そのボールを、ワンピース系のやや子供っぽい水着ながら、包まれたボディはまさにダイナマイトな美菜が、ゆっさゆさとバストを揺ゆらしながら追いかけていき、バシャーンとスッ転ぶ。


「うう、眼鏡してないから……」


「美菜さん、平気ですの？」


　キュールが心配そうに声をかける。彼女の水着もまたビキニ系だが、まだ幼さが少し残るその体は、くびれが未発達でやや寸ずん胴どう気味だ。でも、そのバストはリサラよりも遥はるかに豊かだった。


「……未発達の中に漂ただよう色気が、また素す晴ばらしいな」


　ボソリとした呟つぶやきが、微かすかに良介の耳に飛び込んできた。


　咄とつ嗟さに周囲を見み渡わたす。


　どうやら良介以外、誰だれも気が付いていないようだ。玉野まで良介から受け取ったペットボトルとアイスを持って、さっさとリサラ達の所に足早に向かっているくらいだ。


　そして良介の視線の先で、リサラにペットボトルを渡し──それだけだった。


　リサラもライファンも露ろ骨こつにがっかりした顔をしている。


　どうやら、リサラの願いを叶えたいっていうのは、単なる見栄だったらしい。ライファンもそう思ったのか、さっさとその場を離はなれていった。


　と──。


「でもこれで、俺の測定したスリーサイズの裏付けが取れたな……」


　また聞こえてくる。


「どこだ……」


　分からない。


　良介はそれでも声がした辺りをうろつき、


「ぐえっ」


　むぎゅっと何かを踏ふんだ。


　それは砂の中に身を隠かくしていた大平だ。


「お前、売り子もしないで何やってんだよ……」


　呆あきれかえった良介の前に立ち上がった大平が、フフッと笑う。


「あん？」


「修しゆ行ぎようだ」


「修行？」


「そうとも。我らマンコカパックパーティーの活動を支える、俺のスキルを磨みがいていたんだ」


「なんだよ、それ」


「お前も知ってるはずだろ。スリーサイズ測定だよ。俺の、服の上からでも女の子のスリーサイズを測定するスキルを磨いてたんだ」


　コキコキと肩を交こう互ごに上げながら大平が言う。


「下着姿に近い水着の女の子達を、こうやってまじまじと観察出来る機会は、そうはないだろ。水泳の授業中にやったら、叩たたき出されるし」


「お前、一回叩き出されて職員室で説教くらったよな……」


「うむ。あれ以来、監かん視しの目が強くてさ」


　大平が力なく首を振ふる。


「で、ここでやってたのか」


「ああ。言っとくけどな、一瞬で見み抜ぬくには凄すごい集中力がいるんだぞ」


「一瞬で？」


「そうとも。だってじ───っと見つめていたら、変質者って思われるじゃないか」


「なるほど」


　深く深く良介は納なつ得とくした。


「だから、すれ違ちがいざまに、その一瞬で集中力を極限まで高めて、スリーサイズを測定するんだ。長年の、小学校一年生からの修練によって、俺は今、コンマ一秒で極限まで集中力を──」


　ピクンッと大平の目が動いた。


「ふっ、今の赤いビキニのお姉さん。一見、八十五の六十二の八十三だが、あれは盛ってるな。実際のバストは七十八だ」


「えっ？」


　慌あわてて振り返ると、確かに良介の後ろを赤いビキニのお姉さんが歩いていた。


「お前、今の一瞬で……」


「ああ、そうとも」


「…………」


「良介？」


「……し、し、師し匠しよう！」


　ガバッと良介がその場にひれ伏ふす。


「なんだよ、良介」


「俺にも、俺にもその極意を教えてくれ！」


「え？」


「即そく座ざに集中力を高めて、スリーサイズを見抜く。その素晴らしい奥義を、俺にも伝授してくれ、大平！」


　そう、このスキルさえ手に入れることが出来れば、いつでも《グレイプニル》を使えるはずなのだ。


「良介、正確には違うぞ。スリーサイズを知りたいという思いの強さが、俺に集中力をくれるんだ。俺は服の上からでも瞬しゆん時じに、見た女の子の裸はだかを妄もう想そう出来るっ。そう、あたかも透とう視しするように！」


「……大平」


　顔を上げて、良介は微び笑しようした。


「なおのこと、その奥義を俺に伝授してくれっ。俺も、見た瞬間女の子の裸を透視したい！」


「はっ、はははは。良介、お前ならそう言うと思っていたぜ」


　大平が手を差し伸べる。


　その手をがっしりと握にぎり返し、良介は頷うなずいた。


　今、男達の修行が始まるのだ。


「良介、まずはあの女の子だ！」


「おう、あの小学生みたいな子か！」


「そうとも。あの子は、日よけに着ているシャツを脱ぐ素そ振ぶりがある。まずはシャツの上からスリーサイズを予測して、脱いだ後に答え合わせだ！」


「委細承知！」


《グレイプニル》を使いこなし、《グラム》なしで戦える男になる。その強さへの欲よつ求きゆうの前には、どう見ても十歳くらいの女の子を舐なめ回すように見つめる行こう為いも、良介は気にならなかった。


　そうとも！


　これは変態行為ではなく、少年漫まん画が的な強くなるための修行なのだっ。


「良介、次はあそこの奥さんだ！」


「おう、見るからに美お味いしそうなおっぱいの奥さんだな！」





「馬ば鹿か野や郎ろうっ。あんな分かりやすい女性のスリーサイズに、二分も掛かけるな！」


「師匠っ、すまない。つい、お尻しりに魅み入いってしまったんだ！」





「あそこの女子大生らしきビキニは！」


「………………八十八か」


「馬鹿野郎っ。パッド入りも分からないのか！」


「くっ、すまない師匠っ」





「あの垂れた乳は！」


「マルベックさんだ！」





「あの子を……お、おおっ」


「ぽろりしたぞぉぉぉぉ！」





「ん、良介……見ろよ、あれ！」


　大平が、血走った目でいきなり叫さけんだ。


「あ……ああ」


　細かく言われなくとも良介にも分かった。他ほかの水着美女達が霞かすんでしまうような、圧あつ倒とう的てきなおっぱいを持った美女が一人、誰かを捜さがす様子でビーチに立っているのだ。


「俺の見立てだと九十、五十七、八十五……まさに奇き跡せきのスタイルだぞ、あの美女は！」


　大平の声が興奮のせいか上うわずっている。良介もまた、当然ながら興奮していた。ただ横姿だけで、その全ぜん貌ぼうがまだ見えない。


「どんなステキな顔を……ん？」


　なんか見覚えのある横顔だ。


　隣となりの大平は興奮しまくっていて全く気が付かないが、どう見てもその横顔は見覚えがある。


（ライファン……だよな）


　サングラスをしているが、どう見てもライファンだった。


　もっとも良介はライファンが実は女の子だと知っているから本人だと分かるのであって、それを知らない大平が気が付かないのも無理ないことかも知れない。


「なにやってんだ、アイツ……」


「お前、もしかしてあの極上ボディと知り合いなのか!?」


　思わず口から出た呟きに大平が敏びん感かんに反応する。しかも憎にくしみの籠こもった視線を向けてくるし……。


「あ、いや、その……ちょっと確かく認にんしてくる！」


　逃にげるように良介は大平から離れてライファンに走った。当然、大平が猛もう然ぜんと追ってくるが──脚あしを払はらってみた。


　大平が、顔面から思いっきり砂すな浜はまに転んだ。あまりにもみっともない転び方で、ちょっと罪悪感がなくもないが、無視して良介は走った。


　なんか「卑ひ怯きよう者」とか「裏切り者」とか聞こえてくるが、それも無視。


　すると、ライファンの方が良介の姿に気が付いて、笑いながら手を大きく振ってくる。


（……これ、絶対に恨うらまれたよな）


　背中に突つき刺ささる大平の視線を感じながら、良介はライファンにそっと話しかけた。


「なにしてるんだよ、お前」


　そうも言いたくなる。さっき玉野の願いが見栄だと分かったあと、さっさとその場を離はなれたはずなのだ。


「なにって、泳ごうと思ってね」


「いやいや、お前は自分が女だって隠してるんだろうが」


「ま、無理に隠す必要もないんだけどね。でもほら、リサラ達はあっちで泳いでるって分かってるからね」


　リサラ達が遊んでいた場所を、ライファンが指差す。


「それに、案外気が付かないものだよ」


　おっぱいの下で腕うでを組み、ライファンが笑う。


「──っ！」


　目が釘くぎ付づけだ。


　九十センチおっぱいが、ライファンの腕の上に乗っかって。ゆさゆさとその大きさを強調している。


　本人に自覚はないようだが、両腕で挟はさまれて谷間も凄いことになっている。


　そもそも、どこで手に入れたかは知らないが、青と白の縞しま模も様ようのビキニとか卑怯すぎる。


　ショートカットと相まって、健康的で明るい雰ふん囲い気きがライファンを包み込んでいる。そんな雰囲気にも拘かかわらず、おっぱいがバインバインなのだ。でっかいのだ。


　なにこのアンバランス。


　とっても卑怯なんですけど。


「ん、どうかしたのかい？」


「あ、いや、その……」


「はは～ん、良介……さては」


　ライファンが、ちょっと動けばおっぱいに触ふれてしまいそうなくらい密着してきて、耳元で囁ささやく。


「僕のおっぱいを、見ていたね？」


「──！」


　図星でした。


「だとしたら、僕の計画も成功かな」


「計画？」


「ああ、そうさ。人間の男は、契けい約やくする死神を選ぶ時におっぱいを重要視するんだろ？」


「……また、それか」


　死神界の大いなる誤解の一つだ。いやまぁ、確かにおっぱいは重要だけど、それが一番だなんてことはない。


　お尻スキーだっているし、腋わきの下スキーもいる、中には足の裏スキーだって……。
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（いや、そうじゃなくてっ。もっとこう人格というか……）


　とにかく、死神の試験の査定対象にもバストサイズが入っているのだから、誤解はかなり根が深いのだろう。


「って、ええと……なにか、俺を誘ゆう惑わくしに来たのか？」


「ふふふ、だとしたら？」


　ライファンが、良介に見えるようにおっぱいを左右に揺ゆする。


　ブルンブルンって擬ぎ音おんを考えた人を、良介は今日ほど尊敬したことはない。


　と──。


「あ……あーあー、ここまでか」


　ライファンがトトッと跳はねるように、後ろに下がった。


「大平が来ちゃうか……僕は帰るね。内ない緒しよだよ、良介」


　唇くちびるに人差し指を当てて、ライファンが軽くウインクをした。そしてそのまま足早に走り去っていく。


「…………あのおっぱいで、あのくびれと引き締しまったお尻は反則だよなぁ」


　走り去るライファンの背中を見つつ、良介は深く深く頷いた。


「それは認めよう。だがな、良介……お前っ、お前はあのおっぱいを間近で見たとか、どれだけ幸運なんだぁぁぁぁぁぁ！」


　思いっきり大平に背中を蹴けられた良介だった……。


　結局その後も夏の海で男二人は、たぎる心の赴おもむくままに修行に明け暮れたのだった……。


　バイトのことをすっかり忘れてっ。


　もちろん怒おこられました。





「良介、お昼一いつ緒しよに食べようって言ったのに来なかったけど、どうかしたの？」


　夕方、バイトをサボったことをこってりと怒られて良介が帰ってくると、待ち受けていたリサラがホテルのロビーで心配そうに声を掛けて来た。


「いや、ちょっと修行をしてたもんでさ」


「修行？」


　ジーンズに着き替がえたリサラが、目をパチクリとさせる。


「ああ。《グレイプニル》を武器として使うためにさ、すぐ集中出来るように修行してたんだよ」


「良介……へぇ、そうなんだ。頑がん張ばってるのね」


　優やさしくリサラが笑う。


「ああ……くっ」


　酷こく使しした目が疼うずいて、思わず目め頭がしらを押さえてしまう。


「りょ、良介平気？」


　リサラが慌あわてた時だ。


「良介、隣を通ったスーツ姿の女性は」


　後ろから大平が指示を飛ばしてきた。


　即そく座ざに良介はターゲットを確認する。そして、その裸ら体たいを透とう視ししたいという欲よく望ぼうを高める。


　およそ十秒で、良介は口を開いた。


「………………八十四、六十二、八十五」


「まだ甘いな。十秒かけてそれか。俺の目には、八十五、六十三、八十四。最近、運動不足で少しだらしないウエストまで、ありありと目に浮うかんだぞ」


「くっ」


　大平の指し摘てきに良介は唇を嚙かんだ。


「良介、一つ聞いていいかしら」


「なんだよ、リサラ」


「修行ってなんの修行をしていたの？」


　その疑問に答えたのは、師し匠しよう大平だ。


「即座に極限まで集中力を高めて、すれ違ちがう女性のスリーサイズを測定する修行ですよ」


　大平が言う。


　その誇ほこらしげな大平と、目頭を押さえて「俺の邪じや眼がんもまだまだだぜ……」と呟つぶやいている良介を、リサラは心底呆あきれた顔で見つめたのだった……。





　　　　※　　　※　　　※





　夜。


　玉野が用意してくれていたホテル最上階のレストランから部屋に戻もどる時に、リサラがぽんぽんと自分のお腹なかを叩たたいた。


「あ──美お味いしかった」


　キュールがジロリとそんなリサラを睨にらむ。


「お姉様、みっともないですわよ……」


「え、あははは。だってついついいっぱい食べちゃったのよね」


　リサラがばつが悪そうに、照れ隠かくしで笑う。


「太りますわよ？」


「えっ」


　キュールの指摘に反応したのは、なぜか美菜だ。どうやら美菜も食べ過ぎたと思っているらしい。


　ビュッフェ形式で取り放題だったので、食べようと思えば幾いくらでも食べられたのだ。


　もちろん良介や大平も一緒だった。


　昼間はバイトとか言われて差別されたものの、玉野は夕飯も部屋もリサラ達と同じ扱あつかいにしてくれていた。


「まーでも、泳いだりしたんだから、少々食べ過ぎても消費カロリーの方が多いだろ」


　良介がそう言うと、リサラと美菜、そしてキュールまでもが露ろ骨こつにホッとした表情を浮かべた。


「なんだよ、自分だって食い過ぎたんじゃないか」


　意地悪くキュールにそのことを指摘すると、


「ほら、キュールは育ち盛りだからいいんですわ。ええ、そうですわよ」


　自分に言い聞かせるように言い切る。


「ま、でも。後ろの二人に比べたら、大したことないよな」


　良介が苦く笑しようすると、リサラ達も同じく笑う。


「げ、げふ……何か、文句がある、のぉ？」


　よちよちと歩くイリアが、苦しそうな声で返してきた。


「し、室長、歩くの、早い……はふぅはふぅ……く、苦しい」


　イリアの後ろを歩くマルベックは、もっと苦しそうだ。


　玉野は途と中ちゆう合流のイリアとマルベックも、レストランに招待した。その結果、普ふ段だん赤貧に喘あえいでいる二人は、これでもか！　というくらいに料理を食べたのだ。


　お腹が苦しくなっちゃうくらいに……。


「イリア、それでお風ふ呂ろに入れるの？」


　苦笑しながらリサラが、後ろを歩くイリアに振り返った。


「お、お風呂って？」


「玉野先せん輩ぱいが、このあと一時間、大浴場を貸し切ってくれたのよ。さっき教えてくれたわ。それとも、イリアは入らないで部屋で休んでる？」


「バカッ、げふ……バカ言わないで欲ほしいなぁ。入るに決まってるじゃないのぉ」


「ならいいけど、お風呂で倒たおれたりはしないでよね」


「こ、こんなの、日ひ頃ごろ栄養不足に喘いでる体が、すぐに吸収してくれる、もん……。ねぇ、マルベック」


「………………」


　お腹を天てん井じように向けながら、お相撲すもうさんみたいに歩くマルベックは、ただ頷うなずいた。


「でもお姉様、少しは休きゆう憩けいしてから行きません？　キュール達も、あそこまで酷ひどくはなくても、ちょっと食べ過ぎたのだし……」


「私もキュールちゃんの提案に賛成かな。それに、幾ら女の子同士でも……その、食べ過ぎたあとすぐは、ちょっと」


　キュールと美菜の提案に、リサラが悩なやむことなく頷いた。


「ふふ、私もそれに賛成ね。なら、十五分くらい休んでから行きましょうか」


　そうリサラが決めてから、自分達の部屋に入っていった。


「……良介」


　大平が言う。


「何も言うな、大平。分かってる」


「ああ、そうだな」


　良介と大平は頷くこともなく、互たがいに意思を確認し合った。





　　　　※　　　※　　　※





　月明かりの下もと、良介と大平は、外から大浴場に向かっていた。


　浴場に大が付くだけあって、玉野グループ経営のこのホテルの浴場はもの凄すごくデカい。わざわざ風呂場の別館があるくらいなのだ。


　ホテル本館を出た後に、一度ビーチを回って裏手から良介達は別館大浴場を目指して歩いている。


「問題はのぞける場所があるか、だよな……」


　大平が疑問を口にする。良介はその疑問を、一笑に付した。


「大平。お前らしくもない」


「どういうことだよ」


「のぞける場所があるかないかじゃない。のぞくんだ」


　きっぱりと宣言する。


「場所が無ければ作ればいい。穴が無ければ開ければいい。のぞきたい、その気持ちこそが尊とうといんだ。違うか、大平」


「良介……俺が、俺が間違っていたよ」


「分かってくれて嬉うれしいよ、我が同志」


　がっしりと熱い握あく手しゆをする二人に、パチパチと拍はく手しゆが降ってくる。


「え、もうばれた？」


　慌てて周囲を見回した良介の前に、茂しげみの中から拍手を続ける玉野が出てくる。


「良介くん、この玉野光を差し置いて桃園学園一のスケベと呼ばれるだけはある。なんとピュアで真まっ直すぐな劣れつ情じようだろうか」


　月明かりに浮かぶその顔は、なんだかとっても感動して目が潤うるんでいた。


「先輩、どうしてここに」


　呻うめいた大平に、玉野がフッと髪かみを搔かき上げて笑う。


「マンコカパックパーティー会長ともあろう男が、そんな愚ぐ問もんをしているようでは、先が思いやられるね。いいかい、男が浴場に繫つながる場所にいるんだ。麗うるわしき女性の柔やわ肌はだを鑑かん賞しようする。それ以外に何があるというんだい」


　玉野が堂々と言い切った。


「そもそも古来、女性は見られることで美しく、麗しくなってきたのだよ。僕は思う。我々の親しき女性達だからこそ、彼女たちが美しくなる手伝いをする義務があると。美しい女性を鑑賞し僕らは明日への活力を得る。そして見られた女性は更さらに美しくなり、それを更にのぞいて大きな活力を得る。嗚あ呼あ、なんて素す晴ばらしき螺ら旋せん。これぞ、まさにエロスと美の螺旋だ。男と女が作る、素晴らしき交合！」


　使命感に打ち震ふるえ、自分の体を抱だきしめながら、滔とう々とうと玉野が語る。


　拍手をするのは、今度は良介達の番だった。


「先輩っ、なんて素晴らしい哲てつ学がくだっ。そうとも、おっぱいが揉もめば大きくなるのと同様、俺達が見ることで女の子は美しく輝かがやくんだ！」


　良介の言葉に、玉野がゆっくりと頷く。


「何かと対立することもある僕達だが、ことこの一点においては同志というわけだな」


　玉野が手を差し出してくる。良介はその手の甲こうに、自分の手を置いた。


「ああ、先輩。男には女の子の美を鑑賞する義務がある。俺達は、その義務を女の子のために果たす、その点においてまさに同志だ」


「争いなんて、エッチの前には虚むなしいってことだね」


　大平もまた手を置いてくる。


「では、のぞくぞ！」


「「おう」」


　三人の心は今、一つになった。


「ならば我が同志諸君。僕がとっておきの情報を教えてあげよう」


　縦列で歩きながら、先頭の玉野が恩着せがましさもなく、淡たん々たんと言ってくる。


「実はね。のぞくにあたって最適なスペースがあるんだよ」


「先輩、もしかして御おん曹ぞう司しの権力でそんなスペースを作らせたんじゃないだろうな」


「見み損そこなわないで欲しいね、良介くん。そんなズルをしてのぞくなんて行こう為い、この僕がするわけないだろう？」


　玉野の答えに良介はホッと息を吐はいた。


　最初からのぞく場所がある浴場に女の子を導く。それは罠わなに陥おとしいれるようなものだ。そんな卑ひ怯きような真ま似ねをする気は、良介には毛頭無かった。


　それじゃまるで痴ち漢かんと同じだ。


　のぞくならば正々堂々とこっそり息を殺して行うべきなのだっ。


「実はね。我が弟が、のぞきに最適なスポットを探し出しておいてくれたんだよ」


「弟ってライファンですか？」


　大平が聞くと、先頭の玉野が軽く頷く。


「でも、だったらどうしてライファンが来ないんだろう」


　大平が疑問を口にする。


　それは良介も不思議に思ったことだ。玉野と大平と違ちがって、良介はライファンが実は女の子だと知っている。でも、ライファンは女の子も好きなのだ。


　ライファンが女の子の入浴をのぞきたいと思ったって不思議じゃない。


　いや、死神界で女体化した良介に迫せまってきたあのライファンならば、のぞかない方が不自然だ。ましてのぞくスポットを見つけているのだ。


　おかしい。


　どう考えてもおかしい。


「それなんだけどね。僕にも実はよく分からないんだ。ただ、海から帰った時かな、ライファンが僕に聞いてきたんだよ」


「聞いてきたって、どんなことをです？」


「僕はね、良介くん。ライファンの言葉を聞いて、ああ、なんて素晴らしい弟なんだろうって思ったよ」


「素晴らしい？」


「ああ、そうさ。この僕に、今どうしてもしたいことがあるかって聞いてきたんだよ。だから僕は、迷い一つ無い真っ直ぐな目で『大浴場をのぞきたい』、そう答えたのさ。そうしたら、大浴場ののぞきスポットを探しておくって言ってくれたのさ。しかも、夕食後に最適の場所を教えてくれたってわけだ。どうだい、素晴らしい弟じゃないか。兄の、兄の望みを知りたい、そして叶かなえたいと思う、嗚呼、なんて素晴らしき兄弟愛だろうか」


　玉野が夜空を見ながら、感動に打ち震える。当然、足あし下もとがお留守になるので躓つまずいた。


　そんな玉野の情けない姿には興味なく、良介はライファンの顔を思い浮うかべた。


　ライファンはやっぱり玉野を調査している。


　玉野の願いを叶えて、その魂たましいが本当に《イレギュラー》なのか調べようとしている。


　だとすれば、自分が側そばにいることは悪いことではないはず──。


（あれ、でも魂が本当に望んでいる願いが叶ったら、なんか見た目で変化あるのか？　霊れい力りよくを調べる必要があるとかだったら、側にいたって俺は役立たずだぞ）


　そう言えば、何も聞いていない良介だった……。


（てか、そもそもなんでライファンも一いつ緒しよに来ないんだ？　どっか離はなれたところからモニターしてるのかも知れないけど、どうせだったら一緒の方がやりやすいだろ。しかものぞけるのだし）


　さっぱり分からない。


「あまりに素晴らしい弟なんでね。一緒にのぞかないかって、僕は誘さそったんだよ」


　玉野の話がまだ続いていた。しかも、良介が知りたい内容だ。


「そしたらね『兄さんが興奮している姿は、あまり見たくないのさ』って言うんだ。ふふ、弟の中では、どうやら僕は神の如ごとく完かん璧ぺきな理想型になっているのだろうね」


「ええと、なんでです？」


　大平が全然分からないと聞き返す。


「ふっ。この僕は完璧なるがゆえに、何があっても心を乱すことがない。そう信じているのさ。だから、この僕が麗しき女性の裸ら体たいを目にして、興奮する──つまり心を乱す姿を見たくはないのだろう。偶ぐう像ぞうを壊こわしたくないってことさ。やれやれ、いくら完璧なこの僕だって女性に興奮くらいするっていうのにね」


　まさに立板に水だ。玉野が自画自賛の言葉をしゃべり続ける。


（ライファンのヤツ、単に興奮してる男を見たくなかったんだな……）


　死神で《雷神の雹テイールハガル》の高級幹部といっても女の子は女の子だ。ハァハァしてる男の側にいるっていう状じよう況きように尻しり込ごみしたんだろう。


　といっても玉野を調べなくてはならないわけで、ライファンはおそらくつかず離れず、こっそり尾び行こうしていると考えるべきだった。


（ってことは、のぞいた後も玉野の願いを叶えようとしたら、今回の結果では分からなかったってことだよな。逆にもう叶えようとしないならば、違うと分かったのか、《イレギュラー》だったってことになるな。うん、それが分かれば、後からの行動を見ていればいいし、心置きなくのぞきが出来るな）


　エッチな目的が絡からむと、頭の回転が速くなる良介である。


　早々に思考に決着を付けて、良介は玉野に本来の目的に関して聞いた。


「で、先せん輩ぱい。どの辺りがのぞきスポットなんで？」


「慌あわてるな、良介くん。すぐソコだから、ついてきたまえ」


　玉野が浴場外がい壁へきの梯はし子ごに手を掛かけた。


　そのまま登って屋根上に出る。だが天窓などは見あたらない。


「こっちだ」


　玉野が歩いて行く先には通気ダクトがある。


「もしかして、この中に？」


　ずっと中に居れば、湯気で蒸し上がるのが目に見えていた。どう考えても、ここからのぞくのは厳しい。


「なに、一いつ瞬しゆんだよ」


　玉野はそう答えると、中を覗のぞき込んだ。良介も大平も続いて中を見る。通気ダクトの出口のすぐ斜ななめ下に、排はい気き口がある。


　その排気口のすぐ側に、浴場にオブジェとして飾かざられている樹木の先せん端たんがあった。


「あそこから下に行ける。そして、樹木の下は人工の茂みになっているってわけだ。もう分かるね」


　玉野の言葉に良介は頷うなずく。


　見たところ、まだリサラ達は中に入っていないようだ。


　であるならば、今がチャンスだった。


　だが──。


「下に降りている最中に、運悪く入ってくる可能性がある。その時は、言い訳すら出来ないだろう。それでも行くかい？」


　玉野が勇気を試ためすように、良介と大平を見る。


　だが、そんな脅おどしに屈くつするわけがない。


　女の子の裸はだかを見るためになら全すべてを賭かけることが出来る。それが、高校男子の心意気ってものだ。


　何も言わないでも、目で分かり合える。


　三人は心を一つに頷き合うと、我先にと風ふ呂ろ場ばへ降下していった。


　無事に茂しげみへ隠かくれたと同時に、リサラ達が中に入ってくる。美菜にキュールは当然として、食べ過ぎて「うんうん」と苦しんでいたイリアも一緒だ。


　ただし、まだ食い過ぎで苦しんでいるのかマルベックはいない。


　浴場は、大浴場というだけあってかなり広い。入り口に近い壁面左手いっぱいにクロールで軽く泳げそうな湯船があり、右手には幾いくつものシャワー付き鏡面と椅い子すと桶おけが並んでいる。


　浴場の海側はガラス張りで、海と夜空が一望出来た。


　さらに湯船の端はしの一部は、そのガラス張りにまで届いていて、お湯に浸つかりながら目の前すぐに海が広がる作りになっている。


　開放感抜ばつ群ぐんの大浴場だ。


　ただいくら開放感抜群といっても、入ってきた四人ともバスタオルで体を巻いていて、肝かん心じん要かなめの部分はお目にかかれない。とはいえ、長ちよう髪はつを結い上げて見えるうなじだけで、もう失神ものではある。


「あれ、イリアさんのバスト……」


　大平が呻うめいた。


　バスタオルの上からでもはっきりと分かる、イリアの貧ひん乳にゆうっぷり……。


（そうか。ブラジャーに術式をかけて本物そっくりの偽にせ乳ちちにしてるから、風呂場だと誤ご魔ま化かしようがないってわけか）


　良介が納なつ得とくしている隣となりで、大平があからさまに落ち込んでいた。


「不覚だ。まさかこの僕が偽乳に騙だまされるなんて……」


　イリアは一度、生徒達の目の前で偽乳っぷりを大公開させられているが、その後記き憶おく操作で再び巨きよ乳にゆうと信じ込ませていたはずだ。


　その記憶操作の影えい響きようを受けなかった玉野の方が例外なのだから、仕方ないといえば仕方ないのだが、死神ってことを大平に隠している手前、慰なぐさめることが出来ない。


　とか思っている矢先、イリアがシャワー付きの鏡面前にどっしりと座って、惜おしげもなくバスタオルを剝はぎ取った。残念ながら茂みからは背中しか見えないが。


「み、水着の形に日焼けがっ」


　もう立ち直った大平が、思わず鼻を押さえる。


　イリアの白い背中に、彼女が着ていたビキニの跡あとがくっきりと残っているのだ。


「イリア、貴女あなたグラビア仕事があるのに、そんな風に日焼けしていいの？」


　リサラの質問に答えずに、イリアがザバァと勢いよく頭からお湯を被かぶる。


「ういーっと。仕方ないじゃなーい。日焼け止めって、とっても高いんだもん」


「え、じゃぁ日焼け止めしてなかったの？」


　リサラが驚おどろきの声を上げた。が、その姿がこの茂みからは確かく認にん出来ない。


　隣で玉野が歯ぎしりしているが、なんとなく良介はホッとしていた。


（いや、見たい。すっごく見たいんだけど、なんてーのかな、今になって……玉野先輩とか大平に見られるのが、なんか嫌いやだっていうか……なんだこの気持ち？）


　自分でもよく分からない感情だった。


「ところで抜ぬけ駆がけしたお姉様」


　キュールが脇わきに抱かかえていた自分専用のシャンプー等を鏡面の前に置いて、バスタオルを脱ぬいだ。日焼けに気を遣つかっていたとはいえ、その白い、まだ狭せまい背中にもうっすらと水着の跡が残っている。


「キュール、その抜け駆けって何よ」


「私は、その……分かるかなぁ」


　美菜がキュールの隣に座った。バスタオルを取ると背中越ごしにも拘かかわらず、おっぱいの一部が横にはみ出ている。


　大きい。


　良介にとって普ふ段だんは異性と感じない美菜だが、この大きなおっぱい──脇わき乳ちちを見せられると、少なからず興奮してしまう。


「分かるって何がよ？」


「だってリサラってば、一人だけじっくりと水着姿を見せてたから」


「そうそう、まさにそれですわ」


　キュールが、お湯を被りながら同意の声を上げる。


「………………え？」


　たっぷりと間を置いてから、リサラが間抜けな声を上げた。


「え？　じゃありませんわ。キュールも美菜さんも一緒に遊べなくて、ちゃんと水着姿を見てもらえなかったのに、一人だけ見せつけたんですもの。これを抜け駆けと言わずして、なんて言うんですのよ」


　どうやら、三人には水着姿を見せたい相手がいたらしい。


（名前が出てこないから、誰だれだか分からないじゃないか！）


　もの凄すごく気になってしまう良介だ。


「べ、別にそんな特別意識して見せたわけじゃないわよ。ただほら、見たいって言われたから、その、見たいって言われたら、やっぱり……み、見せてあげないと可哀かわい想そうじゃない？　そうよ、うん、可哀想だから見せてあげただけよっ、うんうん」


「可哀想ね～」


　ガシガシと頭を洗いながら、イリアが呟つぶやく。もちろんキュールみたいに持ち込みではなく、据すえ置きのシャンプー使用だ。


「何よ、イリア」


「べっつに～。イリアはぁ、リサラちゃんたち三人と違ちがって、あんまり興味ないもん」


「さ、三人って美菜は、まぁ分かるけれど……え、キュールも入ってるの？」


　不思議そうなリサラの声だけが響ひびく。


「お姉様、それって既すでに自分も入ってる計算ですけれど、いいんですの？」


「え、あ、違うわよっ。何言ってるのよ！　ただほら、イリアの勘かん違ちがいを前提で計算しただけよ、だけ！」


「へーふーん、そーなんですのぉ」


「それよりもキュールよ、キュールっ。貴女、もしかして、ええと、確かに色々とちょっかいかけていたけれど……ええと、その、そうなの？」


「さー、どうなんでしょうねぇ。そこはほら、鋭するどいお姉様ならよ────っく、分かってるんじゃありません？」


「え、ええと……え？」


　なんかリサラの声が、混乱している。


「私としては、知らぬ間に一人増えてた感じ……」


　美菜はなんか落ち込んでいる。


「なんだ、この会話……」


　そしてさっぱり分からない良介だ。助けを求めるように、左右の大平と玉野を見るが、


「く、くぅぅ、イリアさんの背筋をペロペロしたいっ。お尻しりをナデナデしたいっ。おっぱいは偽にせ物ものでも、あのお尻は中なか々なかに素す晴ばらしいっ」


　大平は血走った目でイリアの後ろ姿を見ているだけだし、


「くっ。ダメだっ、どこをどう見ても、リサラくんの裸ら体たいが見られないじゃないかっ。角度的にはあの鏡に映るはずなのに、湯気で曇くもってるぅぅぅぅ！」


　玉野は無む駄だな努力で懊おう悩のうしているだけだった。


　二人とも女の子達の会話なんて、欠片かけらも耳にはいっていない。


「何やってんだか……」


　良介が天てん井じようを見上げて嘆なげいた時だ。


　カラカラと扉とびらが開く軽い音が浴場に響いた。


　残念ながら入り口間ま際ぎわは良介のポジションからのぞくことが出来ない。唯ゆい一いつ見ることが出来た大平が、


「たれち、たれ、たれ、た、たたたたたたたたたたた」


　何かを言いかけて、壊こわれた音声データのようになってしまう。


「お、おい？」


「どうしたんだい？」


　良介と玉野が聞いても「たたたたたたたたたたた」と壊れたままだ。


「仕方ない」


　とりあえず叩たたいてみることにした。昔から壊れた再生機器の修理の方法は、叩くって相場が決まっている。


「たたたたたた」


　ゴツン


「垂たれ乳」


　大平が直った──治った。


「って、垂れ乳だとっ？」


「ああ。マルベック先生のおっぱい、マジでかい。そして、重力に負けつつある。つまり、巨きよ乳にゆうが垂れている」


　大平が浴場の入り口から視線を外すことなく解説してくる。


「待て、待ちたまえ。そうやって僕達を担かつごうって言ったって無駄さ。入って来たばかりで、バスタオル巻いているはずじゃないか！」


　玉野の指し摘てきに大平は視線を動かすことなく、器用に首を振ふった。


「手ぬぐいで股こ間かんを隠しているだけだ。きっと二十代後半まで潤うるおいのない生活を続けて、恥はじらいとかそーいうのをなくしてしまった独身女性って感じが、もの凄くオーラとなって漂ただよっている。肩かたを揉もんで、首を左右に振りながら、オヤジみたいに歩いてくる」


「う、うわ……」


　なんか聞いてはいけないものを聞いてしまった気分だ。


「でも、その度たびに揺ゆれる、重力に負けたおっぱいは、マジ最高？」


　大平が、右手親指を高く突つき立てるサムズアップで垂れ乳への感動を表す。


「くっ、ちょ、ちょっとそこ替かわれよ！」


　辛しん抱ぼう堪たまらず大平の肩を良介は摑つかんだ。だがその手は、あっさりと弾はじかれる。


「この場所にしゃがんだ時から、俺はあの垂れ乳と出会う運命だったんだ。この運命、何なん人ぴとにも犯おかさせはしないっ」


「ふっ、大平くん。もし僕と場所を入れ替わってくれるのであれば、秘蔵のＤＶＤを貸そうじゃないか」


　そんな玉野の誘さそいにも、大平は鼻で笑うだけだ。


「明日のエロより、今の垂れ乳。この一瞬こそが俺のエロだ！」


「てめっ、いいからどけ！」


「やだねっ」


「こ、ここは僕の家のホテルだぞっ。どきたまえ！」


　一つになった心なんて、そこにはもうない。


　おっぱいを見るために醜みにくく争う男が三人……。


「あっ」


「くっ」


　いきなり、大平と玉野が小さな声を上げた。そしていきなり、良介に場所を譲ゆずる。


「……？」


　よく分からないが、四よつん這ばいのままマルベックの垂れ乳が見えるはずのポジションに移動する。


　目を閉じて、まずは軽くエッチなイメージを思い浮うかべる。


　熱いお風ふ呂ろに入る前に、まずは体を慣らすのと同じだ。


　本物のおっぱいという刺し激げき的なものを見る前に、ちゃんと心と体の準備を終えておかないと、いざ見た瞬しゆん間かんに気絶しちゃうかも知れない。


　じっくりと堪たん能のうするためにも、準備が必要なのだ。


「さて……では」


　良介は目を開けた。


「……あれ？」


　垂れたおっぱいがありません。


　目の前には、スラリと伸のびた脚あしだけがある。いや、ちょっと視線を左右にすると、同じくスラリとしているものの膝ひざなどがより低い脚、目の前の脚に比べると少しふくよかな脚があった。


　ただ、大平と玉野の姿はない。


「あの二人はどこ行った？」


「もの凄い勢いで木を登っていったわよ」


　目の前の一番スラリとした脚が答えてくれた。


「……そうか、逃にげたか」


「みたいですわね」


　短い脚がいう。


「理由は、まぁ、うん……」


「言わないでも分かってくれるよね、良介くん」


　ややふくよかな脚が言う。


　うん、ここまで来ればよ────っく分かる。言われないでも、分かりすぎるほどに分かる。


「まぁうん、いくらマルベック先生の垂れ乳目当てとはいえ、騒さわぎすぎたよな。ふっ、いつだっておっぱいは男の理性を狂くるわせるぜ」


「垂れてっ、まだ垂れてないわけっ、女子高生のバストに張りがありすぎるだけよぉぉぉぉっ！」


　そんなマルベックの悲痛な声を聞きつつ、良介は観念して茂しげみから外に這い出した。


　案の定、前にはバスタオルを体に巻いたリサラとキュールと美菜がいた。


「ったく……」


　リサラは腕うでを組んで、良介を睨にらんでいる。


　キュールは、ちょっと苦く笑しよう気味だ。


　美菜は、良介を直視出来ずに頰ほおを赤らめている。


　その奥では、イリアがマルベック（さすがにバスタオルを巻いている）の胸に「うーん、やっぱり垂れてるかなぁ」とトドメを刺さしていた。


「……おかしい」


　状じよう況きようを整理した後に良介は、深刻な顔で下を見た。


「おかしいじゃないわよ。最近、ちょっと見直したと思ったら、のぞきなんてバカでエッチなことを」


　リサラが怒ど気きを孕はらませながら言う。


　だが、そんなことよりもおかしいのだ。


　浴場で、バスタオル姿の女の子三人に囲まれている。


　間近に、濡ぬれた太ふと股ももがあるのだ。


　はっきり言おう。


　心の中はフェスティバル状態だ。


　イヤッフ───！


　素足最高！


　とか、良介が心の中で騒ぎまくっている。


　ああ、嬉うれしい。感動。最高だ。


　たとえこの後に思いっきり怒おこられるとしても──。


　エッチな魂たましいを吸い取られちゃうとしても──。


　いやだからこそ、今この瞬間の興奮に良介の心は沸わいていた。


　にも拘かかわらず、にも拘わらずにだ、良介の分身は何の反応も示していない。


　シ─────ンッと、微び動どうだにしないのだ。


　生きる力を抜ぬかれて、何もかもが虚むなしい時とは違ちがう。確かに良介の心は沸き立っているのに、熱く熱く興奮しているのに、分身さんは応こたえてくれないのだ。


「おかしいだろっ！」


　うなだれ浴場のタイルを見つめて、良介は両拳こぶしを打ち付ける。当然、凄すごく痛かった。


「りょ、良介どうしたのよ？」


　リサラがオロオロと言う。


「どうもこうもあるかよっ」


「もしかして逃げ遅おくれたことを後こう悔かいしてますの？　だとしたら、バレバレなんだしあまり意味ないような……」


　キュールの言葉に良介は力なく首を振った。


「良介くん……」


　美菜が名前を呼んでくる。それに良介は答えた。


「立たないんだ」


「はい？」


　リサラがキョトンと声を出す。


「だから、これだけ興奮してるのに、俺の、俺の息子むすこが立たないんだよ！」


　悲痛な声と共に顔を上げた良介に、全員の視線が集まる。


「……え、あれ、でも昼間は」


　そう言うイリアに、良介は顔を左右にした。


「あれはお前の勘かん違ちがいだ。このままだと立ちますって宣言しただけで、まだだった」


「良介……《グラム》のこと？」


　リサラの疑問に良介は笑った。


「《グレイプニル》があるんだから、そもそも《グラム》は覚かく醒せいしないはずだろ」


「じゃ、じゃぁ……そのええと、男の子の生理現象の、こ、ことかしら」


　自分の言葉にリサラが顔を引きつらせる。


　そんなリサラに良介は、


「はい」


　ととても素直に頷うなずいた。


「あ……なるほどですわ」


　キュールだ。ポンッと手を叩たたいた。


「それ、《グレイプニル》のせいですわね」


「え……？」


「ほら、夕べ《グレイプニル》を武器化したじゃないですか」


「ああ、したな」


《グラム》の鞘さやから作られて、その覚醒を抑おさえる《グレイプニル》だが、護衛用の武器になるってことで、夕べ確かに実験した。


　ちょっと格好いいなと、素す直なおに良介は喜んだのだが……。


「あれって《グレイプニル》に蓄たくわえられている霊れい力りよくを使うんですの。だから夕べ一回武器化したせいで、備び蓄ちく霊力がなくなったんですわ」


「は？」


「ほら『ご利用は計画的に』ってメモにあったの覚えてますでしょ」


「書いてあったわね」


　メモを読んだリサラが認める。


「今思い出したんですけれど、一回分の霊力しか蓄えられないみたいですの。で、ほら充じゆう電でん式電池だって最初は充電した状態で売られてるじゃないですか。《グレイプニル》も最初は霊力を蓄えた状態で、来たってわけですわ」


「……あーっと、よく分からないんだけど」


「つまり、一回武器化して霊力の蓄えがなくなったので、良介さんの生きる力が刺激されて霊力を少しでも生み出した時は、しっかりとそこから吸い取ってるってわけですわ」


「………………」


　キュールの言葉を頭の中で整理してみる。


　人間、誰だれでも霊力を自然放出している。だがそれは微び々びたる量らしい。


　ところが魂の奥底、生きる力には高純度で多量の霊力が眠ねむっている。人間はその霊力を糧かてに生きているわけだ。だからこその生きる力ってわけだ。


　当然、そこが活性化すれば霊力も一気に増える。


　そしてやる気とか、そーいったものになる。


「《グレイプニル》は、俺の生きる力──エッチな魂が刺激される、つまり俺が性的に興奮すると、そこで生まれる霊力を即そく座ざに吸い取ってるってことか」


「はい、正解ですわ」


　キュールが胸の前で、パンッと両手を合わせる。


「と言っても、リサラお姉様のように根こそぎ奪うばう力はありませんから。あくまでも肉体的影えい響きようを及およぼすまでに高まった上うわ澄ずみだけを、吸い取っているって感じですわね。良かったですわね、良介さん。生理現象は起こせませんけど、ちゃーんと感動したり興奮したりは出来ますわよ」


　白々しくキュールが言う。


「それを生殺しって言うんだよ！」


「あ、あははははは」


「…………ひ、一つ聞くぞ、キュール」


　良介が唸うなるような声を上げる。


「な、なんですの？」


「ちゃんと立ち上がる方法は？」


「ええと、リサラお姉様と合意して《グラム》を抜いて《グレイプニル》を外すか、《グラム》を覚醒させる時と同じで、保護の革かわを剝むくか、ですわね。あ、でもそれもお姉様しか出来ないんですわよね」


　キュールの説明を聞いて、良介は即座にリサラに《グレイプニル》が装着されている右みぎ腕うでを差し出した。


「な、何よ？」


「リサラ、今すぐ、今すぐ外してくれっ！　このままじゃ、俺は、俺は、お前の許可がないと一生エッチが出来ないじゃないか─────っ！」


「でもぉ、良介さんには一生そんな機会ないかもしれないしぃ」


　イリアがクスクス笑いながら酷ひどいことを言う。


「イリアっ！」


　リサラがすぐにたしなめる。


「良介のことを、ほら奇き跡せき的に好きな、というか、好きになる子が現れるかも知れないし……まぁ、うん……その」


「リサラ、そう思ってくれるなら、すぐにコイツを……こう、なんか貞てい操そう帯たいみたいなコイツを外してくれよぉ」


「えー、ううんと、でもなぁ」


「リサラっ、わ、私も、外した方がいいと思うっ。いくら何でも、そこまでリサラがコントロールするのはひどいもの」


　予想外の援えん軍ぐん、美菜だ。気弱な美菜には珍めずらしく、しっかりとリサラを見つめて説得してくれている。


「み、美菜」


「だって、リサラの許可がないと良介くんと、つ、つ、つきあえないってことだよ？」


「まぁうん、それでもいいかなぁって」


「リサラっ」


「別にその、私はどうでもいいのよ？　でもほら、こんなエッチなヤツ、野放しにしちゃいけないっていうか」


「お、俺は安全な変態だぞっ。別にひどいことはしないし！」


　リサラの言動に抗こう議ぎしたが、ギロッと睨まれた。


「のぞきの現行犯が口にする言葉じゃないでしょ！」


　ぐぅの音ねも出ない良介だった……。


「まぁまぁ、落ち着いて。そこまで焦あせる話ではありませんわ」


　苦笑したキュールが《グレイプニル》をポンッと叩いた。


「一回武器化する量しか霊力を蓄えられないって、キュールは言ったはずですわよ」


「どういうことだよ？」


「五回くらいで満タンになるそうですわよ」


「五回？」


「そ。良介さんのエッチな魂が五回興奮すれば、武器化一回分らしいですわ。すなわち、その後はもう吸われることもないってことですわ」


「ってことは、あれか、その後は……」


「ええ、晴れて普ふ通つうの男の人と同じですわ。フフ、その時はキュールで試ためしてみますか？」


「へ？」


　バスタオルを巻いたままだが、キュールが色っぽく笑って良介の体に密着してくる。


「キュール、また少し胸が大きくなってんですのよ？」


　良介の胸に指をあてて『の』の字をキュールが書く。


　というか、シャンプーのいい匂においがですね、漂ただよってきてですね。それだけじゃなくて、バスタオル一枚越ごしに、女の子の裸はだかがですね。


「くっ、くぅぅぅぅぅっ」


　相も変わらず下半身は反応してくれないが、良介大興奮！


「キュ、キュール！」


「キュールちゃんっ」


　リサラと美菜が、両側からキュールの肩かたを摑つかんで良介から引きはがそうとする。


「なんですのっ」


　キュールが良介の体に抱だき付いて抵てい抗こうを始めた。


「な、な、なにをはしたないことしてるのよ！」


「うんっ。も、もっとこう恥はじらいがなくちゃダメだよ！」


　二人も諦あきらめずにさらに力を入れて、強引にキュールを引き寄せる。


「キュールはもう大人ですわっ。キュールの勝手──あ」


　間が抜ぬけた声をキュールが上げる。


　ハラリ。


　良介に引っかかったバスタオルが、ハラリハラリと落ちていく。


　リサラよりもちゃんと膨ふくらんでいる、白い双そう丘きゆう。


　その頂上にちょんっとある小さなサクランボ。


　そして──。


「………………栗くり色いろだ」


　ちょっとだけ生えていた──そこまで感想が浮うかんで、良介の体は吹ふっ飛んだ。


「イッヤァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ！」


　キュールの渾こん身しんの諸もろ手て突づきによって。
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　吹き飛びながら良介は、


（リサラが赤で、キュールが栗色かぁ……心なしか、髪かみと同じでウェーブもしていたような……）


　そんなことを考えていた……。














　三章　いきなさい！










　あっという間に三日目の夜になっていた。


　その間、リサラもライファンも幾いく度どとなく玉たま野のの願いを聞き出しては叶かなえた。


　そして、どれ一つ玉野の魂たましいは反応しなかった。


　つまり、唯ただの一度も玉野の魂が本当に望んでいる願いを聞き出すことが出来なかったのだ。


「さてと、とうとう今夜が最後の夜だ」


　ホテルから少し離はなれたビーチの隅すみで、玉野が呼び出した全員を見回した。


「先せん輩ぱい、何をする気なんだ？」


　良りよう介すけの疑問に、玉野が気き障ざったらしく笑う。


「相変わらず察しが悪いね、良介くん」


「悪かったな……」


「夏の夜にやることと言ったら一つじゃないか」


「夜よ這ばい？」


　後ろからスコンとリサラに叩たたかれてしまった……。


「夜這いか、確かにそれも悪くない。でもね、ここはもう少し高校生らしく明るく健全なことをしようじゃないか」


「明るく？」


「健全？」


　キュールと美み菜なが、玉野の口から出るわけがない変なことを聞いたと目を丸くする。


「そうとも。いいかい、この崖がけの先にお寺がある」


　ビーチの端はしは確かに崖で、散歩コースになっているのか崖の上を大おお柄がらな人が一人歩いているのが見える。さらに崖には細い階段が設置されていて、その先に松林が少し雲がかかった月の下に見える。


「さて、ここにデジカメがある」


　玉野が袋ふくろからデジカメを人数分取り出して、全員に配った。


「このデジカメで、お寺の賽さい銭せん箱ばこを撮とってくるんだ。もう分かるだろう、肝きも試だめしってわけさ。どうだい、素す敵てきなアイデアだろう」


　玉野が、自じ慢まんげに言う。


「明るくないですわね」


「健全ともちょっと違ちがうかなぁ」


　キュールと美菜の感想に、自慢げな玉野の顔にヒビが一いつ瞬しゆん入ったが、すぐに修復して、さらに鼻を高くする。それはきっと自や棄けって言うものだ。


　まぁしかし、玉野が望んでいる以上、それを叶えるしかないのも事実だった。


「もちろん一人じゃないよ。くじ引きでペアを作るのさ」


　玉野がくじ引きを取り出した。


「兄さん、一ついいかな」


　ライファンが手を挙げる。


「なんだい、弟よ」


「良介、リサラ、キュール、美菜、大おお平ひら、イリア、マルベック、兄さん、そして僕。合計九人で、一人余るんだけど、どうするのさ」


「…………」


　返事はない。


　どうやら考えていなかったらしい。


「ま、まぁほら、一人くらいはシングルでいいさ、うん、そんなことに文句を言う心の狭せまい人間はここにはいないよ」


　そして──。


　余ったのは大平だった。


　砂すな浜はまにこの世が終わったかのような顔で、突つっ伏ぷしている……。


「ふむ。僕がマルベック先生で、リサラくんがイリアくんと、キュールくんは美菜くんで、良介が弟とか。本来はリサラくんとが良かったが、男と組む良介くんにそれを言ったら嫌いや味みになってしまうかな、ふふふふふふふふ、残念だったな良介くん！」


　ライファンの正体が女の子だってことを知らない玉野が、思いっきり勝ち誇ほこった。そんな玉野よりも、良介としてはリサラが気になった。


　美菜とキュールのペアは何の心配もない。二人は仲が良いし、もし何かトラブルがあってもキュールが死神の力でどうにかしてくれるだろう。


　それに対して、リサラとイリアは、まさしく犬けん猿えんの仲なのだ。しかも互たがいに強大な力を持っている。道中、何が起こるか分かったものじゃない。


　口くち喧げん嘩かが実力行使に変わり、ついには人間界では禁止されている死神同士の戦せん闘とうなんてことになったら、大問題ではすまない。


「おい、リサラ」


「ふふ、良介ったらどうしたのよ、そんな心配そうな顔をして」


　意外にもリサラが上じよう機き嫌げんな顔を向けて来た。


「いや、イリアとペアだからさ」


「ああ、喧嘩でもするんじゃないかって思ったの？」


「あ、ああ」


「やーね。私がそんなに短気なわけないじゃない」


　信しん憑ぴよう性せいの欠片かけらもない言葉をリサラが吐はいて、デジカメをニヤニヤと見つめた。


「ふふふ、これでイリアの恥ずかしい写真を撮るのよ。悲鳴を上げて、ひっどい顔になってる瞬間を絶対に撮ってやるわ」


　暗い。凄すごく暗い笑いだ……。


「怖こわがらなかったら、この私が怖がらせてやるんだから、ふふ、ふふふふふ」


　ちょっと怖くなって良介はリサラから離れた。


　リサラに喧嘩をする気は、とりあえず、一応はないようだが、イリアはどうなのだろう。そう思ってイリアに声を掛かけようとして、言葉を飲み込んだ。


「うっふっふ、リサラちゃんがみっともなく叫さけんで、鼻の穴を大きくしてる瞬間を撮ってあげるんだからぁっ。くふふふ、一生の思い出になるわよねぇ。鼻毛まで撮ってやるんだから[image: ]」


　似た者同士の二人だった……。


「良介、そろそろ順番だよ」


　懐かい中ちゆう電灯を持ったライファンが近寄って来た。


「あれ、もうなのか」


「そ。僕達が先頭なんだってさ。後続は、僕達が階段を上りきったらスタートするみたいだね」


　リサラとイリアがやっぱり心配だが、恥ずかしい写真の撮りっこに終始してくれれば、まぁ問題はないだろう、と良介は考えることにした。


「よし、なら行くか」


　良介は懐中電灯を受け取ると、ライファンより先に階段を上り始める。


　そして数分後──。


「ゼェ、ゼェ……ゼェ」


　階段を上りきった良介は、膝ひざに手を突いて荒あらい息を何度も吐いた。


　だって、見た目よりも階段は急きゆう勾こう配ばいで段数もあったのだ。勢いよく上り始めたはよいものの、完全に息が切れてしまった。


　そんな良介をライファンが涼すずしい顔で見た。


「うーん、もう少し体を鍛きたえた方がいいと思うよ」


「だ、だって、ぜひぃ……あの階段はずるいって。なんでライファンはそんな平気な顔をしてられるんだよっ。さてはあれか、死神だからか」


　よたよた歩きながら良介は、隣となりを歩くライファンに口を尖とがらせた。


「死神だから、ねぇ。確かにルーンマスターともなれば戦闘訓練もあって体を鍛えてあるからね、ちょっとした人間よりも体力あるのは確かかな」


　ルーンマスター。死神界の住人の中でも、術式を使いこなす死神──つまり、一級等の死神資格を持った死神達のことだ。


「でも、人間と比べて基き礎そ的な運動能力が違うってわけじゃないしね。だから良介も、もうちょっと鍛えた方がいいんじゃないかな」


「……そ、そうかな」


　鍛えるべきだ。そのことを証明するように、階段を上ってから五分ほどで玉野とマルベックがスタスタと良介達を追い抜ぬいていく。


　もちろん玉野に高らかに笑われながらだ。


「う、うう……情けない」


「やれやれ。これで分かったよね」


　ライファンが苦く笑しようする。


「身にしみて分かりました……」


「そうそう。何しろ僕達は《イレギュラー》を巡めぐって争っているんだよ？」


「でも、実力行使はしないんだろ」


「ま、理性的に考えれば出来ないって言う方が正しいかなぁ。でもね」


　ライファンが鋭するどい目を良介に向けた。それは彼女が転校して来てから見せていた、ややもすれば楽しげな眼まな差ざしとは違う。死神界で戦った時に見せた、相手を射い貫ぬくような危険な視線だ。


「戦闘が起きる可能性は決して低くないって心に留めて欲しい。今回の任務は確かに僕が受けているけれど、ガルダーブロウグの考えがいつ変わるか分からないし、彼の采さい配はいに僕なんかが口を挟はさめるわけもないからね。それに……」


　ライファンが、一転クスリと笑う。


「《四し雷らい斧ふ》には一人、ガルダーブロウグの命令だろうが、頭に血が上ると突っ走る野や蛮ばんとしか評せない死神がいるからね」


「野蛮？」


「まーね。頭の中まで筋肉が詰つまっているような死神さ」


　酷ひどい言いようだ。


「ま、他ほかにも考えれば色々と可能性はあるんだよ。今はレストール家と《雷神の雹テイールハガル》で《イレギュラー》を争っているけれど、他の組織が介かい入にゆうしてくる可能性だってあるだろ？」


「ああ、そうだな。メルロー人生保障だってどう動くか分からないしな」


「うんまぁ、あそこはねぇ。あのイリアがエース格って段階で、その力はたかが知れてるからさ」


　ライファンが、イリアが聞いたら激高しそうなことを言っておどけてみせる。


「それもそうか」


　良介はそう同意しながら不思議に思う。


　ライファン自身も言った通り、良介達とライファンは《イレギュラー》を巡って敵対している。それだけではなく、ライファンが所属する《雷神の雹テイールハガル》は、人間を霊れい力りよく供給の家か畜ちくとしようとしているのだ。


　そんな敵にしては、どうにもライファンの対応が柔やわらかすぎる。


　まるで友達みたいな感覚で接してくるし、良介もついつい関係を忘れて接してしまうのだ。


「ん、どうかしたのかい？」


「あ、いや……うーん」


　自分の疑問をぶつけていいか、良介は一瞬躊躇ためらった。それを聞くことは、ライファンを苦しめるかも知れない。そんな予感が湧わいたのだ。


　死神で敵とはいえ、ライファンは女の子だ。


《イレギュラー》を巡って彼女に敵対行こう為いを取るのは仕方がないが、それとは関係ないところで苦しめたりするのは、良介の女の子は宝物で守りたいというポリシーに反する気がする。


「良介？」


「いや、うん、なんでも──」


　それはいきなりのことだった。


　ライファンがいきなり良介を抱だきしめ、茂しげみに倒たおれる。


「なっ!?」


「黙だまって！」


　裏返った声でライファンが叫ぶ。その響ひびきだけで、事情を聞かないでも何か切せつ羽ぱ詰つまった大事が迫せまっていることが分かる。


　一秒、二秒、三秒。


　ライファンが立ち上がり声を張り上げた。


「《装束デイスラード》」


　それは死神が自らの身体能力を上げ、盾たてともなる衣い装しようを呼び出す術式だ。


　リサラ達が纏まとう黒く薄うすい革かわのような布地が生成されていき、さらにその上に赤く無数の血脈が走る暗い紫むらさき色いろの鎧よろいが生成されていく。


　ライファンのそれは、リサラ達の《装束デイスラード》とは違ちがい、ガルダーブロウグが復活させた黄昏たそがれの戦いと呼ばれる旧ふるい時代以前に死神が本来纏っていたはずの《装束デイスラード》なのだ。


　その強力な《装束デイスラード》を纏ったライファンが、ゴンッという鈍にぶい音ともに弾はじけ飛ぶ。


「がぁぁっ!?」


　松の根元にライファンがぶち当たり、土つち煙けむりと共に幹が折れる。


　その土煙の中、ライファンが立ち上がった。


　だが良介にははっきりと見えた。膝が笑っている。脳しんとうでも起こしたのだろう、頭もフラフラと揺ゆれて視線も定かでない。


　そんなライファンに、巨きよ大だいな鎌かま──まるでハンマーのように武骨だ──を持った大おお柄がらな人ひと影かげが猛もう牛ぎゆうか何かのように猛然と襲おそいかかっていく。


　どう考えても、その勢いの前にライファンは踏ふみ潰つぶれされてしまう。


（この二日で五回は興奮してる、か）


　良介は右みぎ腕うでにはめた《グレイプニル》を見て、そして自分の股こ間かんを見た。


　これでまた当分、良介はエッチが出来ない。


「ま、どうせ機会もないしな」


　右腕の《グレイプニル》に左手を置く。そして、ライファンをチラリと見て大平との修しゆ行ぎようによって身につけた瞬しゆん間かん集中力を呼び起こす。


「七十三、五十七……八十五っ。《グレイプニル》！」


　ジーンズに詰め込んでいるけれどお尻しり大きいなと思いつつ、良介は叫んで飛び込む。


《グレイプニル》が縄なわとなり、良介の右腕に絡からむ。それはすぐに隙すき間まもないほどに右腕を覆おおい、肩かたまでを覆う鎧となっていく。


　拳こぶしは巨大化し、まるで巨人の手のようだ。


「うらぁっ！」


　その拳を握にぎりしめて、猛牛に何も考えずに叩たたき付ける。


「ん、こいつぁ──っ!?」


　何か呟つぶやいた猛牛の顔面に、《グレイプニル》の拳が思いっきり叩き込まれた。


　横からの不意打ちに、猛牛が地面を激しく転がる。


「や、やったのか？」


　そう呟いた良介の視界に、地面に片膝を突ついて起き上がる猛牛の姿がありありと映ってくる。


「やってくれたね。どこの死神かは知らないが、舐なめた真ま似ねをしてくれるじゃないか」


　身長は百八十はあるだろうか。


　だが身長なんかよりも、はち切れんばかりに膨ふくれあがった筋肉のせいで、圧あつ倒とう的てきなデカさを感じさせる相手だ。


　ノシノシと大おお股またで歩いてくる。


　良介が叩き込んだ頰ほおには青い痣あざが浮うかんでいた。だが痛つう痒ようにも感じていない。


　片手で軽々と巨大な鎌を持ち上げて、近づいてくる。


　その目は、まるで炎ほのおを吹ふき上げているように怒いかりを浮かべている。


　良介はその怒りに触ふれて、心の底まで震ふるえ上がった。


《グラム》を覚かく醒せいさせられない今、勝ち目がないと素す直なおに思う。武器化した《グレイプニル》の拳をクリーンヒットさせて与あたえたダメージが、ただの痣なのだ。


　しかも、死神界でリサラ達を子供扱あつかいしたライファンですら、一いち撃げきで吹き飛んだのだ。


「よい子は逃にげるシチュエーションだよな」


　チラリと、横でまだふらついているライファンを見て良介は呟いた。


「もっとも、こんなに震えてる脚あしじゃ走る前にコケそうだし、そもそも俺の体力じゃ逃げ切れないよな」


　それは言い訳だった。


　逃げたい！　逃げろ！　そうアラートを鳴らしまくっている本能を誤ご魔ま化かす言い訳だ。


「望みは、リサラ達が駆かけつけてくれることか」


　腰こしを落として、《グレイプニル》に覆われた右腕を前に出す。


「へぇ。腰こし抜ぬけではないようだね。そういうヤツは嫌きらいじゃないよ」


　猛牛が少し意外そうな顔をしてから、ニッと笑う。


　その声と顔で、良介はようやく気が付いた。


「女？」


「ああ、そうさ。《雷神の雹テイールハガル》の《四し雷らい斧ふ》が第三格、アルカレア・レイギル。その名を抱かかえて死にやがれ！」


　猛牛──アルカレアが轟とどろくように吠ほえて突とつ進しんしてくる。


「《四し雷らい斧ふ》ってちょっと待てよ！」


「泣き言は聞けないねぇっ。お前を倒して玉野は頂くよ！」


「玉野っ、ちょ、ちょっと待てって！」


「だから、聞く耳ないってんだよ！」


　まるで巨大な岩が転がってくるような圧力で、アルカレアが迫る。


「くそっ！」


　欠片かけらも耐たえきる自信なんてない。でも、逃げればライファンが巻き込まれるのは目に見えていた。


「くそっ。男装だって女の子万ばん歳ざいだ！」


　涙なみだ目めになり、やけくそになって良介は右拳をアルカレアに叩き付けた。


　はずだった。


　ゴォォォォンッ！


　爆ばく発はつするような大きな音が響き、良介の体にも衝しよう撃げきが波となって伝わってくる。


「良介ぇっ」


　ライファンが叫さけぶ。


「なっ!?」


　地面が見えた。松林だ。しかも猛もう烈れつな勢いで過ぎ去っていく。


　横にはなぜかライファンの顔がある。


　抱きかかえられていた。


　あちこちが破損した《装束デイスラード》に身を包んだライファンに、良介は抱きかかえられていた。


　そこから分かる事実は一つだ。


　アルカレアの巨大な鎌が良介の体を両断する前に、まだふらついているはずのライファンが良介を抱きかかえたのだ。自分の体を盾とするために。


　そして共にアルカレアの攻こう撃げきによって、噓うそみたいだが、弾だん丸がんのように弾はじき飛ばされた。


「結局、守られたのは俺の方かよ！」


　落下しながら、良介は身をよじるような悔かい恨こんに叫んでいた……。
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　何も理解出来なかった。


　アルカレアの行動も。


　自分の行動も。


　ただ体が動いてしまった。


　なぜか後こう悔かいはなかった。


　体がバラバラになりそうな衝撃も、痛みも、自分に後悔を与えることは出来なかった。


　ただ、分からないだけだ。


　なんで良介を守るために身を挺ていしたのかが……。


「…………ここは」


　鈍い痛みと共にライファンは起き上がった。


　暗い。


　上を見上げても夜空はなかった。


　波音が、少し遠くから聞こえてくる。耳を澄すませると、しとしとと雨音らしいものも聞こえてきた。


　だが、自分は濡ぬれていない。ここには雨も降っていない。


「洞どう窟くつ？」


　少し目が慣れてくると、周囲が岩いわ肌はだなことが分かってきた。


「あ……」


　間が抜ぬけたことだが、ライファンはようやく自分が下着姿なことに気が付いた。


《装束デイスラード》で生成した死神装しよう束ぞくは、アルカレアの攻撃で吹き飛んでしまったのかも知れない。残っていたとしても、ライファンが意識を失ったことで霊れい力りよく供給が途と絶だえて霧む散さんしたはずだ。


　ただ分からないのが、ただの服装ではないことだ。自分の衣服を分解して死神装束を作った覚えはない。死神装束の下には確かに人間界の衣服を着ていたはずなのだ。


　と、そこまで考えてライファンは、再びようやく気が付いた。


　尖とがった岩に、ライファンが着ていた衣類が掛かけられていた。


　全すべてびしょびしょに濡れていて、どうやら干してあるようだ。


「どういうことなのかな」


　ライファンは状じよう況きようが全く分からないで、呟いた。ただちょっと一人きりなのが不安だった。


「……冗じよう談だん」


《四し雷らい斧ふ》の一角である自分が一人が怖こわいなんて、悪い冗談にもほどがある。少なくとも以前のライファンならば、絶対にあり得ないことだ。


「そういえば、良介はどこ行ったのかな」


　呟いてから、ライファンは激しく首を振ふった。


　さっきは何か魔まが差して助けてしまったけれど、良介は本来は敵なのだ。


「そもそもあの筋肉バカが、僕に襲いかかってくるからいけないんだ」


　同じ《四し雷らい斧ふ》であるアルカレアが襲ってくる理由がさっぱり分からない。もっとも、向こうも自分を襲うというより、一いつ緒しよに歩いていた良介の方を襲おうとしていた気配がある。


　その襲しゆう撃げきを妨ぼう害がいしたのは、ライファンだ。


　だから見ようによっては、ライファンの方が先にアルカレアに手を出したとも言える。


「いやだって……。うそ、僕はもしかしてしくじったのかな」


《四し雷らい斧ふ》というよりガルダーブロウグが良介を狙ねらう理由は、幾いくらでも思い付く。今までガルダーブロウグを悉ことごとく阻そ止ししてきたのは、良介なのだ。


　その刺し客かくにアルカレアを選ぶことは、とてもよく理解出来る。


　そしてライファンはそれを邪じや魔ました。


「やばいかも……。ああもう、なんで僕は良介をかばっちゃったんだよっ」


　俯うつむく。


「でもなぁ。良介も僕をかばってくれたし……幾ら死神界のアイテムがあるって言っても、ただの人間が《四し雷らい斧ふ》を前に逃げずに、僕をかばってくれたんだよな」


　…………何な故ぜか、頰が緩ゆるんでいた。


「え、あれ、ええとなんで、ねぇ、ねぇどうして僕はにやけてるのさ！」


　一人でパニックしてしまうライファンだった。





　　　　※　　　※　　　※





「ダメだ。懐かい中ちゆう電灯もないし、ここがどこだかさっぱり分からねぇ」


　絶えず崖がけに手を押し当てながら良介は洞窟に戻もどってきた。


　鼻血もの……じゃなくて、かなり緊きん張ちようしたが濡れた衣服で風か邪ぜを引かないようにライファンを下着姿にした後、良介は洞窟の周りを雨の中歩いてみたのだ。


　分かったのは、切り立った崖の下で目の前が海。


　少々歩いた程度ではビーチにはたどり着かない。


　スコールっぽい雨が止やむ気配はない。


「要するに洞窟で大人しくしてろってことだな」


　ぼやきながら良介は洞窟に入って、異変に気が付いた。


　灯あかりがあるのだ。


「え？」


　たき火ともまた違ちがう明るさだ。


「ああ、お帰り良介」


　中からライファンの声が響ひびいてきた。


「気が付いたのか」


「うん、ついさっきね。あんまりにも暗いから術式で灯りを作っておいたよ」


　ちょっとした岩に腰こし掛かけたライファンの前に、光る球が浮いている。その周囲二メートルほどが灯りに包まれている。


「便利なもんだな」


　素直に感心しつつ良介は、ライファンの隣となりにある岩に座った。ビクッとライファンの体が一度震える。


「寒いのか？」


「え、ううん、寒くはないよ。蒸し暑いくらいさ」


　なぜかライファンが顔を背そむけながら答える。


「あ、そうそう……服を脱ぬがしてくれたんだね」


「おう。お前が俺を抱えて落ちたの、この前の海だったし、雨も降ってきたし、びっしょりだったんだよ。勝手に悪かったな」


　今、あの時を思い返してもドキドキする。男装とはいえ、女の子の衣服を脱がしたのだ。特にジーンズのホックを外す時なんて、このまま昇しよう天てんするんじゃないかと思った。


　徐じよ々じよに見えるパンツ。


　水着姿とは違う、ゴクリと生なま唾つばを飲んでしまう姿だった。


　もっとも、まじまじと見たかったけれど、さすがに気が引けて目をそらしながらジーンズを脱がしたチキンな良介だ。


「いや、正しい判断だと思うよ。悪くなんてないさ」


　うんうんとライファンが頷うなずく。ずっと顔を背けたまま。


「そっちに何かあるのか？」


「え、ううん。なんでもない、うん、なんでもないさ」


「ふうん」


　ライファンが何をしたいかよく分からないので、良介の返事は気の抜けたものになってしまう。


「そ、そういえば、ここは何ど処こなのかな。海に面した洞窟だろ？」


　話題を逸そらすようにライファンが疑問を口にする。


「ああ、目の前は海だ」


「潮の満ち引きとか平気かな。冠かん水すいしたりさ」


「それは平気だろ」


「どうしてさ」


「フジツボとか、海が来た跡あとがこの洞窟にはないからな。何より、砂が地面に溜たまってるだろ」


　そう言って良介は軽く地面を蹴けった。乾かわいた砂がサラサラと舞まい散って、ここが乾かん燥そうした場所だと分かる。


「なるほどね」


「ま、適当に推測しただけで断言は出来ないけどな」


「ホテルからは離はなれてるのかな」


「さあ、よく分からないな。ちょっと外を見たけど、暗いし雨だからな。ただなんとなく、ビーチからはそんなに離れていない気はするよ。崖が似たようなもんだったからな」


「そうなんだ。ってことは、アルカレアに吹ふき飛ばされたけど、崖下に落ちただけなのかな」


　ライファンが洞窟の入り口を見つめる。


「せめて雨が上がらないと動けそうにないね」


「一つ聞いていいか？」


「なにさ？」


「あのアルカレアってやつのことだよ。あの猛もう牛ぎゆう女、自分のことは《四し雷らい斧ふ》って名乗ってたぞ。お前もそうなんだろ？」


「そうだよ。アルカレア・レイギルは、僕と同じ《雷神の雹テイールハガル》の高級幹部《四し雷らい斧ふ》の死神さ」


　ライファンが答えてから、肩かたを落とした。


「あの筋肉バカは猪ちよ突とつ猛もう進しんというか、標的しか見ないんだよ……。大おお雑ざつ把ぱでさ」


「大雑把っても、お前の顔が分からないわけじゃないんだろ？」


「さあね。大方、良介の顔しか見てなかったんじゃないかな」


「俺？　いや、アイツ玉野がどうとか言ってたぞ。たぶんお前のことじゃなくて、玉野先せん輩ぱいのことだと思うけど」


　思い出したくもない、アルカレアの突進を良介は思い出した。間違いなくあの時「玉野」と口にしていた。


「……なるほど。ハァァァ、あのバカ牛」


　大きく、ちょっと安あん堵どしたようにライファンが息を吐はく。


「それでよく分かったよ。僕はてっきりガルダーブロウグが送った良介への刺し客かくだと思ったけど、僕と同じで《イレギュラー》調査が目的なのか」


「それってお前の任務じゃなかったか？」


「さあね。同じ任務を受けたのか、我が慢まん出来ずに痺しびれを切らして出てきたのか……なんとなく、後者のような気はするけどね」


「だからって、俺と玉野を間違えるか？」


「玉野光ひかるが僕達を追い越こしたじゃないか。それで間違えたんじゃないのかな。あのバカ牛、そんな間違いを平気でするくらい大雑把なヤツだよ。でもまぁ、良かったといえば良かったかな」


　ライファンがようやく良介の顔を見た。


「良介が狙われているわけでもないし、僕はガルダーブロウグに逆らったわけでもない」


　ライファンがじっと顔を見つめる。良介はその視線が熱くて、まともに受け続けることが出来ずに顔を背けてしまった。


　そんな良介をライファンは許さない。


「良介、こっちを向いてくれないか？」


「いや、でも……ほ、ほら、今のお前って下着姿じゃないか、それをじっと見るのは紳しん士しとしてマナー違い反はん、かなぁって、思って」


「本人が見ていいと言っているのにかい？」


「そ、そう言われても」


「それとも良介は、男装している上にレズな女の子の下着姿なんて、見たくないのかい？」


　そう言うライファンの言葉には、どこか自分を卑ひ下げするような響きがあった。なんでそうなのかは良介には分からない。


　ただ、無む性しように腹が立った。カチンと来た。


　だってライファンは、女の子を見続けた良介の目から見ても、美少女でキラキラ輝かがやいている。良介にはその価値が分かる。にも拘かかわらず、宝物本人がその価値を否定してしまっては、良介の価値観もまた否定されたも同じなのだ。


　だから、振り返ってライファンを見て、真正面から告げる。


「バカを言えっ。女の子の下着姿に、趣しゆ味み趣向とか法律とか国こく籍せきとか、そんなもの関係ないねっ。そうとも、死神だろうが人間だろうが、年上だろうが年下だろうが、百ゆ合りだろうが腐ふ女じよ子しだろうが、サドだろうがマゾだろうが、女の子は素す晴ばらしい、ステキだ、エッチだ。俺は大好きだ！　しかも、だ！」


　ドンッと良介は自分の両りよう膝ひざに手を添そえる。


「な、なにかな」


「ライファン。お前の下着姿は、宝物の中でもかなり極上だ。この女の子ソムリエ、加か賀が良介が断言するんだから間違いない。確かに、そのおっぱいの真の姿が見られないのは残念で減点対象だけど、首から鎖さ骨こつにかけてのエロス、腋わきの下から脇わき腹ばらへかけてのライン、ウエストのくびれ、腰こしから脚あしへの流れ、そして脚の間の下着から、ちょっとのぞく肉、かなりの高得点がはじき出されるのは間違いない。とてもいい下着姿だ。ごちそうさまです」


　語りきって、良介は拝むように手を合わせて頭を下げた。


　下げつつ、


（しまった。つい、ついまた思ってることを全部口に出しちまった。これ、絶対怒おこられる。怒られるっていうか、マジ変態的な蔑さげすんだ目で見られること請うけ合いじゃないかっ）


　冷ひや汗あせが流れてしまう。


　もし相手がリサラだったら、今いま頃ごろきっとエッチな魂たましいを吸い取られて潤うるおいのないカピカピ状態にされているだろう。


　チラリと、ライファンの顔を見てみる。


「…………」


　その表情は良介の想像の範はん疇ちゆうには全く欠片かけらもないものだった。


　だって、なんか顔を赤らめているのだっ。


　理由が思い当たらず、良介は混乱のただ中に叩たたき落とされた。


　と──


「良介、僕はさ」


　ライファンがいきなり口を開いた。


「男でなければいけなかったんだよ」


「はい？」


　赤らめた理由も分からないが、ライファンが言っていることも分からない。


「ピグノート家はさ、レストール家の傘さん下かに入っているけれど、そこそこの伝統がある名門なんだよ」


「はぁ？」


「色々あって一族はみんな死んじゃったからね、僕は第七十三スタンザだった曾ひいお祖じ父い様に育てられたってわけさ。でも跡あと取とりは僕一人だろ？　そんな時のお決まりのパターンさ」


「跡あと継つぎに相応ふさわしいように男として育てられたってのか？」


「その通りさ。曾お祖父様が亡なくなった時には、時既すでに遅おそしさ。僕は女の子が大好きになっていたってわけだ。もっともそれも……」


　ライファンが自分の背中に手を回した。


「本当の僕の姿を、相手に投とう影えいしていただけなのかも知れないね。僕が夢見た姿をしている女の子達を、欲ほつしていたんだろうね」


　プチッ。


　何かが外れる音がして、ライファンのぺったんな胸を形作っていたブラジャーがいきなり内部からの圧力を受けて跳はね上がった。


　おっぱい。


　大平によって鍛きたえられたスリーサイズを測る瞬しゆん間かん集中力が勝手に起動してしまう。


「九十……」


　ジーンズに詰つめ込んでいた、今は下着姿で解放されているヒップが八十五なのも納なつ得とくのビッグサイズおっぱいだ。


　昼間、青と白の縞しま模も様ようの水着に包まれていた時の健康的な雰ふん囲い気きとは全く違ちがう。今は、本当に色っぽい。おっぱいが、男を惑まどわす色いろ香かを持っていると分かってしまうほどに、色っぽいのだ。


　そのおっぱいが、普ふ段だんはＡカップを包み込む程度のブラジャーの中に隠かくされている。


　いや、ある意味、今も隠されている。


　大きなおっぱいに申し訳なさそうに被かぶさっている控ひかえめなブラジャー。


　お目に掛かるどころか、考えたこともない、その不可思議な情景に良介の胸が高鳴ってしまう。そしてその興奮は、男として機能することなくあっさり《グレイプニル》に吸い込まれていく。


（くっ、くおぉぉぉ、まさしく生殺しっ。やっぱり完全に貞てい操そう帯たいじゃねぇか、これ！）


　心の中で血の涙なみだを流す良介だった。


　そんな悶もだえ苦しむ良介にライファンが、手の平を見せて腕うでを伸のばした。


「《円コルン》よ」


　ボッと炎ほのおが浮うかび、指輪が二つ現れる。


「良介」


　ライファンに呼ばれて、良介はようやく懊おう悩のうから現実に戻もどり、目が点になった。


「え、それって」


　姿形まで覚えているわけではない。もしかしたらデザインは違うかも知れない。それでもシチュエーションと、死神が差し出す二つの指輪から連想するものがある。


「もしかして専属契けい約やくの……指輪か？」


　かつてキュールの罠わなに落ちたリサラが、玉野に差し出したことがあった。


　その指輪にそっくりなのだ。


「よく知ってるね、良介」


　にっこりとライファンが笑う。


　良介にも、さすがにライファンの意図は分かった。でも、なんで自分なんかと専属契約を結びたいのかは、さっぱり分からない。


　だって、専属契約は特異者との間で取り交かわし、死神がつきっきりで相手の人生のサポートを行う、重要な契約なのだ。


「どうして、俺と？」


「よく分からない。でも、《雷神の雹テイールハガル》の僕はこの先も誰だれかと死神契約を結むすぶことはないんだ。だから、良介としても、僕に何か不利益があるわけじゃないよ」


　そうは思えなかった。


　死神が人間の《ライフジュエル》のために死神契約を結び、相手の人生をサポートする。そんなシステムを《雷神の雹テイールハガル》は、死神が人間に媚こびているとして、壊こわそうとしている。その高級幹部であるライファンが、死神契約の中でももっとも人間をサポートする専属契約を結べば、たとえ実態が伴ともなってなくても、組織内での立場は悪くなるはずだ。冷たい目で見られるはずだ。


　その程度の想像は良介にも出来る。


　そしてそれが分からないライファンとも思えなかった。


　だからこそ、分からない。


「良介、僕と専属契約を結べば、キミは《雷神の雹テイールハガル》のメンバー同然になる。そうすればもう、ガルダーブロウグと敵対して危あやうい目にあうこともなくなる」


　ライファンが言う。


「…………ダメだ」


　自然と口から言葉が漏もれた。


　理解不能な事態の連続で混乱していたのだろう。


　でも『《雷神の雹テイールハガル》のメンバーになる』と聞いた瞬間、何故か脳のう裏りにリサラの哀かなしそうな顔が浮かんだ。


　そして、どうしてかは分からないけれど、とても素直に思えるのだ。


「なんかさ、アイツを悲しませたくはないんだよな」


　気持ちを吐と露ろすると、何故か顔が赤くなってくるのが分かる。


　もしかして自分は照れているのだろうか。











[image: ]








「アイツって、リサラ・レストールのことかい？」


「あー、うん……そうだ」


　今度は素直に言葉が出てこなかった。だって照れくさいのだ。


「そっか、そうなのか。良介はそうなんだ」


　ライファンが、指輪を持った手を強く握にぎって俯うつむく。


「ええと、そうって何が──」


　その瞬間、洞どう窟くつが光った。


　いや、外が強く光る。


　そして、ものの数秒でピシャ───────ンと激しい雷かみなりが落ちた音が轟とどろく。


「キャァァァァァァァッ！」


　ライファンが悲鳴を上げ、良介に飛び込んできた。


　控えめなブラジャーに包まれた九十センチ級巨きよ乳にゆうが、岩に腰こし掛かけたままの良介の股こ間かんに被さってくる。


　良介の顔の下には、水着もブラジャーもない、真っ白の背中がある。


　肩けん胛こう骨こつに挟はさまれた背筋が、スゥッとお尻しりまで通っていて、健康的なのに凄すごく艶なまめかしい。


　そして、ドキドキと興奮してくるのに、やっぱり息子むすこは立たない。《グレイプニル》に吸われていくだけだ。


（もっとも、この状じよう況きようでおっ立てたら……むしろひんしゅくだもんなぁ）


　おっぱいに立ててしまうことになるのだ。


　互たがいに望んでの行こう為いであれば、それは最高だ。男が一度は夢見るシチュエーションだろう。


　でも、雷に怯おびえている、しかも契約を断ったばかりの女の子にそんなことしたら、もう変態とは名乗れない。そんなのただの性犯罪者だ。


「う、う[image: ]……」


　ライファンが縮こまって怯えている。


「おい。平気か？」


　良介の言葉に反応して、顔を上げた。瞳ひとみが潤うるんでいて、普段のボーイッシュ──というか男装──なイメージとは打って変わって、凄く儚はかなげで可愛かわいく思えてしまい、何故か目が離はなせない。


　と思っていると、また雷が光る。


「キャァァッ！」


　顔を上げていたせいか、ライファンが今度は良介の胸に飛び込んできた。


　ブルルルンとおっぱいが揺ゆれて、ムニュッと押し付けられる。


　しかもちょっと下を見ると、グランドキャニオンもかくやという見事な谷間が見えてしまう。


（鼻血でそう……）


　でも立たない。立たせてはいけないと思いつつ、同時に立たないことの、この儚さ……。


「うっ、う[image: ]ぅ、ひっく……」


　額を良介の胸に押し付けて、ライファンが泣き出した。


「え、ちょ……」


　困ってしまう。こういうシチュエーションに慣れていないどころか、初めてなのだ。


　良介としては、もうどうしていいか分からない。


　まさか抱だきしめるわけにもいかないし、両手は斜ななめ上に浮かしたまま固まっている。


「…………」


　とりあえず、この巨乳が押し付けられる感かん触しよくを後々のために、ちゃんと記き憶おくすることにした。


　凄く温かい。


　そして柔やわらかい。


　同じ巨乳でも、死神界で触さわってしまったアルメイアの、何ど処こまでも中に埋うもれてしまいそうなおっぱいとはまた違う、包み込まれるような吸い付くような柔らかさなのだ。


　もちろんリサラのとは全然違う。


（リサラのおっぱいも柔らかかったけど、なんというか、薄うすいというか……すぐに柔らかい層がなくなるんだよな）


　何故か、誰がどう見ても巨乳ではないリサラのおっぱいを思い出した良介だった。


「良介くん……」


　いきなり聞き慣れた声が洞窟に響ひびいた。


「──っ！」


　息を飲む声と共に、地面を蹴ける音がする。慌あわてて振ふり向くと、小こ柄がらな体が外に向かって走っていくのが見えた。


　美菜だ。


　幼おさな馴な染じみの背中を見み間ま違ちがえるわけがない。小さい頃ころからずっと見てきた姿なのだ。


　そして同時に気が付く。


　上半身裸はだかといっていいライファンが、同じく上半身裸の良介に抱だき付いている。美菜が、色々と誤解したって仕方ない状況なのだ。


「おい、美菜っ。誤解だっての！」


　良介が声を張り上げるが、美菜は足を止めてくれない。


　リサラと入れ替かわるように、洞窟の外に出て行く。


「誤解ね……」


　リサラが、良介とライファンをまじまじと見ながら呟つぶやいた。


（あ、やばい。絶対に怒おこられる。てか、生きる力を吸われる）


　ライファンが良介からおずおずと離れるのを感じながら、良介は死し刑けい執しつ行こうの覚かく悟ごを決めて目を閉じる。


　ギリリリリッ！


「いってぇぇっ?!」


　いきなり頰ほおをつねられた。


「な、なにすんだよっ！」


「なにするですって？」


　頰からどかした手を腰こしにあてて、リサラが少し前まえ屈かがみになり良介を睨にらんだ。


「私としてはむしろ、何をしてるの？　って聞きたいわね」


「え、だから、これは誤解で」


「なんとなく分かるわよ。貴方あなたたちが吹ふき飛んでるのを、私は見たんだから。そうね……濡ぬれたんで服を乾かわかしていたんでしょ。で、さっきの雷で抱き付かれたってところかしら」


　百点満点の推理で、良介は何も言うことが出来ずに、口をパクパクさせてしまう。そんな良介に、いきなりリサラが大声を上げた。


「加賀良介！」


「は、はい！」


　思わず立ち上がってしまう。


「誤解なら誤解って、ちゃんと美菜に説明してきなさい！」


「へ？」


「なに間ま抜ぬけ面づらしてんのよっ。さっさと美菜を追いなさいっ。いい、美菜を泣かせたら、二度と妄もう想そう出来ないくらいに生きる力を吸い取るわよ！」


「……おう」


　良介は走りだした。


　いつの間にか、雨はもう上がっていた。


「バカっ、左じゃないでしょ。右よ、右っ。途と中ちゆうに崖がけ上に繫つながる道があるから！」


　リサラの声で、良介は慌てて向きを変え、また走りだしたのだった。





「……敵に塩を送るのかい？」


　ライファンが、男装のための特とく殊しゆなブラジャーを着け直した。さっきまでの巨乳が噓うそのように、バストが真っ平らになる。


「随ずい分ぶんと優やさしいんだね」


　皮肉げな視線だ。もっともリサラには、さしてそんな視線も気にならない。


「あら、私はそこまで優しくはないわよ。ただ、美菜が特別なだけよ。何しろ、美菜が私のために一度、良介の背中を押してくれたって聞いてるから」


　リサラはそこまで言って、何故か微び笑しようが浮うかぶのを自覚した。


「ふふ、借りは返しておかないと正々堂々戦えないでしょう？」


「なるほどね。でもそのことを僕に言う必要はあったのかな？」


「そうね、ないわね。でも、私も誰だれかに語って自分の心を整理したかったのよ。それに」


「それに？」


「これで、貴方が割り込む席がもうないって、よく分かったでしょ？」


「…………意外だね」


「意外？」


「ああ、意外だ。僕は、キミは自分の気持ちに噓を吐ついていると思っていたんだけどね。素す直なおじゃないか」


　ライファンの言葉に、リサラは少しおどけて見せた。


「貴方に言われたくないわよ。良介と女の子が裸はだかで抱き合ってるシーンなんて見せられて、しかもそれで美菜がショックを受けて走り出したのよ」


「美菜と自分が重なったのか」


「悔くやしいけど、私と違って美菜は素直だから、先に行動されちゃったけどね。おかげで私はやることがなくて、冷静に状況を判断する羽目になったわ」


　リサラは苦く笑しようすると、ライファンの握った拳こぶしを指差した。


「いい、その握っている指輪、絶対に使わせないわよ」


「言ってくれるじゃないか。こう見えて僕は、狙ねらった相手は一人をのぞいていつも落としてるんだけどね」


　ライファンが挑ちよう発はつ的にリサラを睨んだ。その瞳をリサラもまた正面から受け止めて、睨み返す。


「その一人は先約済みってことよ」


　バチバチと火花が二人の間に飛んでいる、リサラはそんな気がした。


「やれやれ、やっぱり敵と馴なれ合ってるのかい？」


　野太い声が響いた。


　リサラとライファンが、弾はじかれたように同時に振り向く。


　洞どう窟くつの入り口に、大おお柄がらな女が一人立っている。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうという表現がぴったりな、粗そ野やな雰ふん囲い気きを纏まとった──死神だ。


「アルカレアっ。さっきはよくも！」


　ライファンが上げた怒ど声せいを、アルカレアは軽く笑い飛ばした。


「はははは、悪い悪い。ターゲットの玉野光がいると思ったんでね。見覚えのある《装束デイスラード》だとは思ったけど、まさかアンタとは思わなくてね」


　ノシノシと、鎌かまというには骨太過ぎるポールウェポンを肩かたに担かついだまま近寄ってくる。


　リサラは腰を落とし、大地をしっかりと踏ふみしめた。


　わざわざ説明してもらわなくても、はっきりと分かる。コイツは敵だ、と。


「玉野を調査するのは、僕の任務だろう」


「アンタがちんたらちんたらやってるんでね、監かん視ししてるのも飽あきたんだよ」


「監視だって？」


「そうさ、最近丸くなったアンタじゃ不安だからさ、ガルダーブロウグに掛かけ合ったんだよ。そうそう、それで玉野だけど、あれは外れだよ」


　アルカレアが、リサラのことを気にも留めずに、脇わきを通り過ぎる。それだけで、リサラは冷たい汗あせが出るのが分かった。


「どういうことだい」


「もう一回、玉野ってヤツを捜さがし出したのさ。メルローの死神が一いつ緒しよにいたけど、ありゃ雑ざ魚こだ。戦う気も起きなかったよ」


　マルベックのことだ。リサラには分かった。


「で、玉野はどうしたんだ」


「なぁに、締しめ上げて望みを吐かせたさ。下らない望みだったよ」


「……なんだったんだい」


「胸を揉もみたいだってさ。だからアタイの胸を揉ませてやったよ。珍めずらしいヤツさ、アタイの胸でも満足だってんだから」


　カラカラとアルカレアが笑う。


「確かに、潜せん在ざい能力を測れたのかい」


「だから珍しいヤツって言っただろ。間ま違ちがいなく魂たましいが解放されて、潜在能力が出てきたよ。ま、それでもようやく人並みの霊れい力りよくだったけどね」


　呆あきれた様子で言うと、リサラの背後でアルカレアがドンッと鎌の柄えで地面を突ついた。


「さてと、そこの女。ここまで情報を話したんだ。まさか無事に帰れるなんて、甘い考えは持っちゃいないよな」


「あら、知らない人と夜遊びしちゃいけないって、私はお母様に教わったのだけど」


　一気に走り出すために、リサラは脚あしに力を入れる。


「はっ。たまには親に逆らわないとまともな大人にゃなれないよ」


「少なくとも、貴女あなたがまともな大人とは思えないわねっ！」


「傷つくじゃないか！」


　それが合図だった。リサラは外に向かって一気に走り出す。アルカレアも、荒あら々あらしい足音を立てながら追って来た。


　気配、足音から、リサラはこのまま逃にげ切れる、そう確信した。


（あんな筋肉の塊かたまりに、この私が脚で負けるものですか！）


　互たがいに《装束デイスラード》をしていない生身の競争なのだ。


「なかなか速いじゃないか！」


　ドォンッと、地面が震ふるえた。


「なっ!?」


　ヒリヒリとした恐きよう怖ふが背中を襲おそう。リサラは逆らうことなく、恐きよう怖ふ感かんに従った。


　手足をすりむきながら横に転がると、無数の岩が飛んでいく。


　警けい戒かいしながら後ろを振ふり返ると、鎌の柄で地面を抉えぐったアルカレアが感心したように笑っている。


「へぇ、良い勘かんしてるじゃないか」


「褒ほめてもらって光栄ね……」


　リサラは、アルカレアから視線を外さずにゆっくりと立ち上がった。


　逃げられない。そう確信は変わる。


「はっ、その目は覚悟を決めたようだね。いいよ、あの雑魚死神よりは楽しめそうだ」


　嬉うれしそうに鎌を握にぎり直すアルカレアを見つつ、リサラは唱えた。


「《装束デイスラード》」


　周囲の塵じん芥かいが、ざわめき、リサラの周囲を回り始める。


　それは黒い生き地じとなり、リサラを覆おおった。


　側頭部は左右に一本ずつ、捻ねじれた角つのが生成される。


　死神装しよう束ぞくを纏ったリサラが、腕うでを差し出す。


「《カルヌーンプラデュール》」


　手の平に炎ほのおが生まれ、二匹ひきの蛇へびのように左右にのたうつ。


　そしてそれは、一本の黒い鎌へと変へん貌ぼうした。


「へぇ。なかなか見事な死神装束じゃないか」


　アルカレアは装束を身に纏まとわない。リサラには待つ気はなかった。


　リサラは無言で地面を蹴けると、鎌を掲かかげてアルカレアに正面から襲いかかった。構えすら取らないアルカレアの首筋に、裂れつ帛ぱくの気合いと共に《カルヌーンプラデュール》を振ふり下ろす──。


「──ッ！」
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　四章　のぞみ










「美み菜なっ！」


　良りよう介すけが叫さけぶと、前を走る美菜がビクッと体を震わせて立ち止まった。崖の上へと続く道の手前で、海辺の細い細い小道だ。


「あのさ、ええと、どんな誤解をしたかは分からないけど……あ、いや、おおよそ想像は出来るんだけど、とにかく誤解だよ、誤解」


　我ながら、なんとも間の抜ぬけた、説得力のない言葉だと良介は思いつつ、とにかく言葉を続けた。


「やっぱり濡ぬれた服は、夏でも風か邪ぜ引くしさ、脱ぬがないとまずいだろ。ああ、その脱いだ上で一緒にいたのは、確かに迂う闊かつといえば迂闊だけど、外はまだ雨降っててさ、洞窟の中しか居場所がなかったんだよ」


　説得を続けながら、良介は美菜のすぐ後ろに歩み寄った。


「そこで間が悪く雷かみなりが鳴りやがったわけだ。笑えるだろ、あのライファンが雷を怖こわがったんだよ。いや、俺も驚おどろいたよ。まさか怖くなって抱だき付いてくるなんて……、ええと考えもしなくて……」


　反応はない。


「あの、美菜。聞いてくれてる？　俺、精せい一いつ杯ぱいの言い訳をしてるんだけど」


　ちょっと心配になって良介は、美菜の肩に手を置いた。その瞬しゆん間かん、美菜が叫び、


「いやっ！」


　良介の手を払はらった。


「え──」


　良介の中にある美菜は、こうだ。


　大人しい。


　控ひかえめ。


　優やさしい。


　臆おく病びよう。


　つまり、暴力とか攻こう撃げき的なイメージは欠片かけらもない。


　だから美菜に置いた手を払われるなんて、頭の片かた隅すみにもなくて、良介はみっともなくバランスを崩くずしてしまった。


　バシャーン。


　派手な水音とともに、良介は小道脇に広がる海に落っこちた。


「え……良介くん！」


　その音に驚いた美菜が、ようやく振り返ってくれる。


「はは、格好悪いな」


　海の中に尻しり餅もちをつきながら、良介は言った。そんな良介に、美菜は小さく首を振ってみせる。


「良介くんは、格好悪くなんてないよ……」


「え？」


「いつも、私には……私には、すごく格好良く見えてたから」


　そう言われても、全く自覚がない良介だ。自分に格好いい所がありますか？　と自問して、すぐにありません！　と力強く答えてしまう。


　そんな戸と惑まどった良介に、美菜が微び笑しようを浮うかべた。


「良介くんには分かってないんだよね。うん、私もそれは知ってるから」


「ええと……」


　美菜が何を言っているのか、良介にはさっぱりだ。


「でもね。昔っからドジでノロマな私と遊んでくれたし、一緒にいてくれたでしょ」


「そりゃまぁ幼おさな馴な染じみだしな」


　けっこうな歳としまでおねしょをしていた美菜の、後始末までしたものだ。


「私の恥はずかしいこと、いっぱい見てるもんね」


　美菜の脳のう裏りにも、同じような思い出が浮かんでいたらしい。


「だから私、良介くんの前だと、ちゃんと私でいられるの」


「うーん、まぁ……」


　言われてみれば、美菜はクラスにもあまり親しい友達とか少ないかも知れない。優等生って感じで、尊敬されている面はあるけれど。


「だから、そんな私にとって良介くんは格好いいの」


「……ごめん、全然分からないぞ」


「だって良介くんは、いつだって素す直なおだし、噓うそを吐ついたりしないでしょ」


「いや、その……まぁ、おかげでエロ介すけとか呼ばれるんだけどさ」


　一番自分に忠実なことはなんですか。妄もう想そうにです！　な良介だ。


「充じゆう分ぶん、私から見たら格好いいし、凄すごいって思ってるんだよ。ず───っと昔っから」


　美菜が、そう言ってからまた微笑ほほえんだ。


「うん、昔からそう。だからね、私もそろそろ良介くんに追い付こうと思うの」


「追い付く？」


「うん。素直に、ちゃんと自分の思っていることを行動に移せるようになろうって……。ふふ、リサラやキュールちゃんに感謝かな」


「……そ、そうなのか？」


　やっぱりよく分からない。


「うん。だから良介くんも、私が格好いいって思っていること、ちゃんと知っていて欲しいな」


「お、おう」


「うん。だったら、ライファンさんと抱だき合っていたこと、許してあげる」


「許すもなにも、あれは誤解だってば！」


　そう訴うつたえる良介に、美菜が楽しそうな笑みを返す。


「ったく……」


　良介は苦く笑しようしながら、立ち上がろうと海の中に手を突いた。


「──つっ！」


　海の中に突いた右手に痛みが走る。


「どうしたのっ!?」


「いや、痛て……岩で指先を切っただけだよ」


　海から這はい上がり、良介は苦笑した。


　あれだけ格好いいと褒められて、このざまだ。しかも美菜を心配させてしまっている。みっともないことこの上なくて、良介はがっくりとうなだれた。


「あ、血が……」


　美菜の持つ懐かい中ちゆう電灯が、良介の指先を照らした。美菜が言うとおり、確かに血がだらだらと流れている。もっとも、海水で濡れているせいで、派手に出血しているように見えているだけだ。痛みから、良介はそう思った。


　が、美菜はそうは思わなかった。


　美菜がいきなり良介の右手首を握った。


「お、おい」


　またもや、自分の中にあるイメージと違ちがう美菜の行動で、良介は抵てい抗こうらしい抵抗が出来ない。


　そのまま美菜は顔の前に良介の手を持って行くと、ハンカチでまず傷口を拭ぬぐった。


「血が」


「ううん、いいの」


　美菜は微笑すると、唇くちびるを少し開けて、ゆっくりと傷を負った人差し指を口に含ふくんだ。


「な……」


　美菜の口の中で、良介の人差し指の先せん端たんに舌が絡からんでくる。


「んっ……ちゅ……」


　それは温かくて、ぬるっとしてて、美菜ではない別の生物がその唇の奥で息づいているようだ。


　このまま舌によって、美菜の口の中で指先が溶とかされてしまう。そんな益やく体たいもない空想が浮かんでしまった。


「ん……ん、んぅ」


　良介の呆ぼう然ぜんとした視線に気が付いた美菜が、指を咥くわえたまま何か言った。


　それは言葉になっていなかったが、良介にはなんとなく分かった。


　──消毒。


　そう言ったのだろう。


「……え……ええと……あっ、自分でやるって！」


　頭の中で消毒という言葉を、意味もなく何回か呟つぶやいてから、良介は慌あわてて美菜の口から指を引き抜いた。


「あ」


　ちょっと名残なごり惜おしそうに美菜が呟く。


　そんな美菜には全く気付かず、良介は急いで人差し指を自分で咥えた。


　美菜に、こんな方法で消毒してもらうなんて、あまりに恥ずかしいのだ。だったら自分でやる方がいい。良介はただそう思っただけなのだ……。


「あ……間接キス……だよ、それ」


　美菜が呟いたような意図は、全くなかったのだ。


「──っ」


　指を──美菜の唾だ液えきで濡れた指を咥えたまま、良介は固まった。


　間接キスなんて言われたら、咥えた指を舐なめることも出来ない。間ま抜ぬけに指を咥えたまま、ただ良介は固まった。


　そしてそのことを指し摘てきした美菜もまた、顔を赤らめて無言で固まる。


　二人して固まったまま、まるで金かな縛しばりにあったように、何も出来ない。


　波が打ち寄せる音だけが、ザザーンと聞こえてくる。


　そうやって何分固まっていただろうか。


　いきなり《グレイプニル》によって抑おさえられているはずの《グラム》が、良介の魂たましいの中で疼うずいた。


　いや、疼いているのに、ようやく気が付いたのかも知れない。


　なぜなら、良介は《グラム》の疼きに気が付いた時にはもう、その原因は目の前に迫せまっていたのだ。


「《捕スらヴえイしテ鎖イ》」


　原因が唱えた。その瞬しゆん間かん、良介も美菜も本当に金縛りにされる。動こうとしても体が全く言うことを聞いてくれない。


　良介はバカみたいに人差し指を咥えたまま、視線だけを動かした。


　一言にすればデカイ。


　崖がけ上の松林で良介とライファンを襲おそったアルカレアが、縄なわでぐるぐる巻きに拘こう束そくされたリサラを担かついで立っていた。


「リサラっ!?」


　ぴくりとも動かない。


「安心していいよ。死んじゃいない。ただアルカレアのバカ力でお腹なかを殴なぐられたんでね、気絶しているだけさ」


　ライファンだった。気まずそうな顔をして、アルカレアのすぐ後ろに立っている。


「なるほどね。まさか玉たま野の光ひかると間違えたヤツが、あの加か賀が良介だったとはね。とてもじゃないが、あのガルダーブロウグを倒たおした男には見えないよ」


　アルカレアが金縛りで固まっている良介を、ぶしつけにジロジロと眺ながめた。


「さして筋肉があるようにも見えないしね。これじゃ、あの玉野の方がマシに見える」


　帰宅部の良介とボクシング部部長の玉野を比べれば、それはそうだろう。


「ま、いいさ。このままガルダーブロウグに引き渡わたせば、アイツも喜ぶだろ」


「なっ、そんな任務は」


「任務なんて必要ないだろ。コイツはアタイ達の敵なんだ。しかも魂にあの《旧ふるき五つ》の中でももっとも兇きよう暴ぼうな《折れた剣けんグラム》を宿してる。捕つかまえてなんの問題がある？」


　アルカレアがライファンを睨にらむ。


「それとも、この貧弱な坊ぼうやに情が、本当に移ったのかい？」


「そ、そんなことは」


　ライファンが口籠ごもった。


「なら、アタイがやることに口出ししないこったね。ま、口出しの代わりに手出しをするならするでいいさ。レストール家のご令れい嬢じようも歯ごたえなかったからね、少々退たい屈くつしてるんだよ」


　唇を歪ゆがめて、アルカレアが獰どう猛もうに笑う。


「…………」


　ライファンは何も答えない。


「はっ。実力差はわきまえてるのかい。お利口なこったね」


　リサラを担いだまま、アルカレアは肩かたをすくめ──視線を、美菜に動かした。


「ま、ついでか。ちょっと、アタイの勘かんがざわついてるしね」


　片手でリサラを持ち上げると、放ほうり捨てる。


「ぐえっ」


　良介にクリーンヒットだ。金縛りのせいで受け身も取れずに、良介は強したたかに地面に体を打ち付けることになった。


「ん、ああ、悪いね。アンタに投げたつもりはなかったんだけどさ」


　良介の呻うめき声に、アルカレアが全く悪びれる様子なく謝罪を口にする。


「さてと、そこのお嬢ちゃんも桃もも園ぞの学園の生徒なんだろ、ライファン」


「あ、ああ、そうだけど、何をする気さ」


「簡単な話だよ。《イレギュラー》候補が、八はつ奇き衆しゆうだったっけ。あいつら以外の可能性だってあるんだろ？」


「確かに、ガルダーブロウグの推測が常に正しいわけじゃないけれど……」


「そうさ。そして、アタイの見たところ、そこのお嬢ちゃんは中なか々なかの霊れい力りよくの持ち主だよ。だったら、ついでに測っておいて損ないじゃないか」


「でも、確か大おお倉くら美菜はガルダーブロウグが既すでに測ったはずだろ」


　ライファンの言葉に、アルカレアがうんざりと答える。


「だからヤツがいつも正しいわけじゃないって言っているだろう。そもそも魂の奥底なんて、そう簡単に分かるもんじゃない。こーいうのはね、勘が正しい時があるもんさ」


「勘って……」


「だから言っただろ、アタイの何かがざわついてるんだ」


「しかし調べるって言っても、魂の望みだって分かってないだろ」


「なぁに徹てつ底てい的てきに締しめ上げれば、人間なんて恐きよう怖ふから本音を吐はくもんさ」


　舌なめずりをする野や獣じゆうのような顔で、アルカレアが美菜を見つめた。美菜は、金縛りにあったまま真っ青な顔で、今にも失神してしまいそうだった。恐怖で悲鳴一つあげることが出来ないのだ。


　ただ、アルカレアの指摘は正しかった。


　美菜の霊力は、一いつ般ぱん人の三万に比べて遥はるかに高い百五十万だった。


《イレギュラー》でなくとも、もしそれが分かれば──。


「くそっ、美菜のヤツも死神界に誘ゆう拐かいされかねないぞっ」


　良介は呻いた。呻くだけだ。どうやっても体が動かない……。


「良介、落ち着いて」


　囁ささやきが上に乗ったリサラから落ちてきた。


「リサラ、お前……」


「しっ。静かにして」


　リサラが真しん剣けんな顔で良介を見た。その顔は、何か考えがあるように見えるが、縄で全身をぐるぐる巻きに拘束されているリサラに、何か出来ると到とう底てい思えない。


　何しろ、上向きに倒れた良介の上に、俯うつぶせで乗っかっているのだ。


　この状態で、何が出来るって言うのだろうか。


「今から《グレイプニル》の封ふう印いんを解くわ」


「なっ」


　良介の上で、リサラがモゾモゾと動き、右手首に顔を近づけた。


「《グレイプニル》の封印って……」


「《グラム》よ。《グラム》を覚かく醒せいさせない限り、あの筋肉女には勝てないわ」


　リサラの言う通りだった。それに《グラム》が覚醒すれば、この忌いま々いましい金縛りも解けるだろう。


「でも封印ってどう解くんだっけ……あ、ああ、《グレイプニル》を覆おおってる革かわを剝むくのか」


「ええ。そしてそれは、《グラム》の契けい約やく者である私にしか出来ないことよ」


　リサラが口を《グレイプニル》に近づけていく。


「……リサラ、もしかして」


「何よ？」


「口で、革を剝いてくれるのか？」


「ええ、口で剝くしかないじゃない。私の両手も拘束されているんだから」


「そ、そうだな、うん、そうだよな、口で革を剝くしかないよな」


　ゴクリと良介は息を飲んだ。


　だって女の子に口で革を剝いてもらうのだ。革がちょっと違ちがうし、アレがアレではないものの、それでも目を閉じれば、疑ぎ似じ体験が出来る。


「リサラが、俺の革を口で剝く」


　それは間違いのない事実なのだから。


「ええぇぇぇぇぇっ!?」


　ライファンが、素すっ頓とん狂きような声で驚おどろいた。


「しまったぁぁぁ、またつい口にっ!?」


「な、な、なんてことをっ。そこで折り重なって何してるんだい、キミ達は！」


　仕方ないとはいえ、エッチな方向に誤解したライファンが金切り声を上げ、走り寄ってくる。


「……どういうこと？」


　リサラはさっぱり分かってない。


「とにかく、急いでやってくれ！」


　ばれた以上、もう時間がないのだ。


「あ、そ、そうね、じゃぁ革を剝く──」


「リサラ、そこはちゃんと口で言ってくれ！」


　危急の事態でも、ついこだわりが口から出てしまう良介だった。


「急げって言ったのは、良介でしょうっ。ああもうっ、分かったわよ。今から、良介のを口で革を剝くわよ」


　あーんと口を開けて、リサラが革を口にする。


「んっ……んぅぅ！」


　ビリリリリッ。


　走り込んできたライファンの前で、《グレイプニル》を覆っていた革が──リサラの口で──剝かれる。


「え？」


　ライファンがキョトンとした。


　その目の前で良介は、リサラを抱かかえながらゆっくりと立ち上がった。


　ドクドクと魂たましいが熱く燃えているのが分かる。


　何かが奥底から、どんどんと湧わき上がってきて、魂全体が強く強く燃えさかっているのだ。


（やれやれ、ようやく自由か）


《グラム》が、目の前にいるアルカレア以上に獰猛に笑った。


「覚醒、出来るか？」


　良介の問いに《グラム》は苦く笑しようする。


（さあな。金かな縛しばりを打ち破ってやったが、それ以上出来るかどうかは、お前の魂次し第だいだ）


「俺のって言うか、《ファヴニール》の残りカスらしいけどな。ま、それを使えるかどうかも、俺の魂次第ってところか」


　リサラを丁てい寧ねいに地面に降ろして、良介はアルカレアを睨んだ。


　その視線にアルカレアも美菜から振ふり返り、舌先で思ったよりも薄うすい唇くちびるを舐なめ回した。


「なんだか知らないが、ようやく《折れた剣グラム》を使う気になったようだね」


「その口ぶりだと、まるで待ってたみたいじゃないか」


「まあね。手合わせしてみたいとは思ってたさ──《装束デイスラード》」


　アルカレアが死神装しよう束ぞくを纏まとう術式を唱える。


　その死神装束はライファンのものと同じで、鎧よろいを纏った装束だ。ただ暗い、赤しやく銅どう色いろだ。


「さてと《野牛の鎌ウル・プラデユール》も、これでようやく本気を出せるってわけだね」


　骨太の鎌の先を地面に付けて、アルカレアが構える。


「さぁ、早く《グラム》をお出しよ」


「…………」


　良介は黙だまった。


　そのあれだ。


（リサラは縄なわで拘こう束そくされてるし、この状じよう況きようだとライファンは敵側だし、美菜は……うーん、そういう対象じゃないしなぁ）


　エッチな刺し激げきが、どこにもないのだ。


「どうしたんだい……」


　イライラとアルカレアが睨んでくる。


「いや、ちょっと、ええと、その待って」


「なんでアタイが待たないといけないんだい！」


　怒ど気きを隠かくそうともせずに、アルカレアが叫さけぶ。


「……アルカレアは短気だよ。早く《グラム》を出したほうがいいと思うけど？」


　ライファンが小声で教えてくれる。


　くれるけど、そんなこと言われても……。


「ちっ、なんでもいいさっ。死にそうになれば、イヤでも《グラム》を出すだろ！」


「ひぃぃぃぃっ、そんな短気且かつ適当な！」


　思わず良介は悲鳴を上げた時だ──。


（修しゆ行ぎようを忘れたのか！）


　脳のう裏りに大おお平ひらの顔が浮うかんだ。


「そうかっ！」


　突とつ進しんしようとしたアルカレアを、真正面から良介は見み据すえた。眼光鋭するどく、その体の全すべてを捉とらえる。


「ん……なんだい、ようやくやる気を出したってことかい？」


「九十二、六十五、九十五……」


「は？」


「巨きよ乳にゆうってわけでも、デカ尻じりってわけでもなくて、筋肉の上に盛られているってことか……」


「な……なにを言ってるんだい？」


「見える。今の俺には大平が乗り移ってるんだ。見えるぞ、お前の裸はだかが」


「………………」


　アルカレアが固まった。そして、震ふるえる声を出す。


「ひ、一つ聞く」


「おう」


「さっきの数字、も、もしかして、スリーサイズ、かい」


「その通りだ」


　その瞬しゆん間かん、アルカレアの顔がカァァァァァと羞しゆう恥ちに染まる。真っ赤になっていく。


「お、意外にいいかも！」


「もう殺す！」


　激げき怒どしたアルカレアが突進してくる。


「ああぁぁぁっ、なんの解決にもならないじゃないかっ、大平の馬ば鹿か野や郎ろう！」


（落ち着けっ。いいのか、お前がここで負けたらリサラも美菜も、どうなるか分かってるんだろう？）


《グラム》が叫んだ。


「──っ！」


　その瞬間だ。


　燃えさかる魂の熱が、一つの方向を得た。


「《グラム》！」


　何もない空間を良介は握にぎった。


　いや、良介の手が握ると同時に、そこには確かにソレがあった。


「《グラム》っ!?」


　アルカレアが土つち煙けむりを上げて突進を止め、後ろに飛び退のく。


　良介はその行動には何の意識も置かず、ただ引き抜ぬいた。魂の奥底に突つき立てられた《折れた剣けんグラム》を、その胸から抜いた。


　何の飾かざり気けもない欠けた刀身だ。グリップも、ただ握りを確かにするために彫ほり込みがあるだけだ。


　徐じよ々じよにその刀身が引き抜かれていき──いきなり《グレイプニル》から無数の縄が、爆ばく発はつするように飛び出た。


「なっ!?」


　それはまるで《グラム》を抑おさえ込むように、刀身にも巻き付く。


　いや刀身だけではない。


　右みぎ腕うで全体を、そして心臓の辺りまで胸を覆っていく。


　それはまるで、目の前のアルカレアが纏う死神装束のようだ。ただアルカレアの鎧に走る血管などはなく、装そう飾しよくの欠片かけらもない黒い鎧だった。


　そして《グラム》は、いつの間にか引き抜かれていた。


「……短いな」


　いつもの姿よりも、半分程度の刀身だ。


　ロングソードというよりも、ショートソードといった方がいいだろう。


　それは、目の前のアルカレアも思ったらしい。


「はっ、期待させた割には随ずい分ぶんと短いじゃないか！」
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「…………」


　その言葉に良介は答える気はなかった。とにかく今は、この新しい形になった《グラム》でやるしかない。


「ちっ、澄すました顔をしやがって。戦せん闘とうってのは、もっと血をたぎらせて楽しむもんなんだよっ！」


　アルカレアが、今度こそ突進してきた。


　真正面からみるそれは、まさしく野牛の突進だ。目の前のものを全すべて吹ふき飛ばすような勢いと意思と、力が確かにあった。


「《野牛の鎌ウル・プラデユール》っ、このしょぼい剣を叩たたき折るよ！」


　土つち埃ぼこりを上げながら地面に引きずられていた、アルカレアの鎌がいきなり下方から跳はね上がる。


　鎌の刀身に《グラム》を叩き付け、同時に良介は大地を蹴けった。


　跳ね上がってくる力が加わって、良介は大きく後ろに飛び退く。


「くっ」


　ジンジンと《グラム》を握っていた手が痺しびれた。とんでもない馬ば鹿か力ぢからだ。


「はっ。下らない真ま似ねしてくれるじゃないか！」


　腰こしを落としたアルカレアが、今度は鎌を斜ななめ上に振り上げた。


「これなら、もう人の力に乗ったり出来ないよっ」


　大地を蹴る。


「くっ」


　一歩下がり、良介の背中に崖がけが当たる。


　後ろに逃にげ道はなかった。


「おっらぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　アルカレアが眼前に迫せまってくる。その圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくには、とても正面から太た刀ち打ち出来る気がしない。


「一か八ばちかっ」


　一瞬、脳裏に浮かんだアイデアに、良介は迷うことなく従った。


　鎌の刃はに、《グラム》を斜め下向きにして合わせる。


　ギィィィィィィィン。


　火花を散らして、刃と刃が擦こすれていく。


　そのまま良介は体を前へと投げる。


「なっ！」


　アルカレアの脇わきをすり抜け、良介は前方に転がった。


　その後ろで、激しい衝しよう突とつ音が起きた。


「がぁぁぁ!?」


　アルカレアが、崖に正面からぶつかっていた。


　振り返った良介の前で、頭を振りながらアルカレアが起き上がる。


「くそっ。これでもダメか」


　そう良介が言いかけたと同時に轟ごう音おんがして、アルカレアの上に続々と岩が落ちてきた。彼女の突進力によって崖が崩くずれだしていた。


　リサラと美菜を見る。戦闘のおかげで金かな縛しばりから解放された美菜が、リサラの拘束を既すでに解いていた。


　二人が良介に頷うなずく。


「ってことは、ここが勝負所か」


　良介はアルカレアを見据えた。落ちてくる岩を、鎌で粉ふん砕さいし続けている。巨きよ大だいな鎌を縦じゆう横おう無む尽じんに振ふるう姿は見事の一言だ。


　ただアルカレアにもそれ以上何かする余よ裕ゆうはなく、ただその場に立ち止まってなんとか落石を防いでいる状況だった。


「……ちょっと反則くさいけどな」


　そう呟つぶやくと、良介は左手に《グラム》を握り替かえて、走った。


　岩が落ちてくる。


「直感だけどな！」


　鎧よろいに包まれた右腕を落石に打ち付け、砕くだく。


　体の芯しんまで震えるような衝しよう撃げきになんとか耐たえて、良介は左手に握った《グラム》をアルカレアの首筋に置いた。


　最後の落石が《野牛の鎌ウル・プラデユール》で砕かれる。


「…………なんの真似だい」


　アルカレアが、低い低い声で唸うなった。


「大した意味はないけどさ。今日のところは、これで帰ってくれないかな」


「そんなことを聞いているんじゃないよ。どうして、トドメを刺ささないかを聞いているんだ。アンタは、アタイを殺せた。違ちがうかい」


「いや、うん……たぶん違うかな」


　良介の答えに、アルカレアが眉まゆを小さく跳ねさせた。


「俺さ、やっぱり女の子は傷つけられないんだよ。アンタ、俺にスリーサイズ言われて真っ赤になったじゃん。あんなの見せられたら、やっぱりアンタも女の子だなって思うんだよ。だから、俺にはこれが精せい一いつ杯ぱいだな」


　自分で言いながら、良介は苦く笑しようした。なんとも格好の付かない理由だ。


　そんな良介をアルカレアは、まじまじと見つめていた。


　そして、突き飛ばす。


「うわっ!?」


　ドンッと尻しり餅もちをついてしまう良介だ。


「アルカレアっ！」


　抗こう議ぎの声を上げたライファンに、アルカレアはただ鼻を鳴らす。


　そして、最後に降ってきた岩石を粉砕した。


「え、もしかして助けてくれたのか？」


「借りを返したんだよ。いいかい、加賀良介。次、アタイ相手に手を抜いたら、殺すよ」


　アルカレアはそう言い捨てると、苦笑するライファンと共に夜の闇やみに消えていった。


　ようやく、長い長い肝きも試だめしが終わったのだった……。














　終章　よよよ……










「ようやくみんな集まったね！」


　玉たま野のがビーチで全員を見み渡わたした。


　玉野が元気いっぱいというよりも、なんだか突き抜けたハイテンションで声を張り上げた。


　そんな玉野に、良りよう介すけもリサラも美み菜なも「はぁ」と気のない返答しか出来ない。だってアルカレアと戦ったりして、疲ひ労ろう困こん憊ぱいなのだ。


　もちろん、一人だけで帰ってきたライファンはもっと気乗りしなさそうだ。


「どうしたんだいみんな、そんな疲つかれ切った顔をしてっ。夜はまさにこれからじゃないかっ。うーん、夏の夜っ。もっともっといいことがありそうな気がするっ」


　大きく両手を夜空に広げて叫さけび出す。


「……玉野先せん輩ぱい、頭の中どうかしたのか？」


　テンションについて行けないで良介がぼやくと、リサラがだるーと肩かたを落としながらちょっと考え込み、口を開いた。


「さあ。肝試しから帰ってから、ずっとあの調子ですわ」


　キュールが小首を傾かしげた。


「むしろキュールの方が聞きたいですわよ。何があったのかを」


「あーまぁ、《雷神の雹テイールハガル》の新しい死神が来て、なんとか撃げき退たいしたんだけどさ」


「良介さんを吹き飛ばした死神ですわね」


　キュールの話によれば、ライファンと良介が吹き飛ばされて宙を舞まったのを見た後、キュールとイリアも良介を捜そう索さくしてくれていた。三人の死神がそれぞれ別の場所を捜さがし、自分も付いていきたいと言った美菜を、リサラが護衛をかねて共に引き受けたのだ。


「アルカレア・レイギルでしたっけ。また厄やつ介かいなのが増えましたわね」


　ハァとキュールがため息を吐つく。


「そういえば、アルカレアが言ってたわね」


「何をだよ」


「玉野先輩の魂たましいを調べたって」


「魂が望んでいることを叶かなえたっていうのか。なるほどね、だったら気分上々でも仕方ないか」


「でも、どんな望みだったんだろう……」


　美菜が、まだ妙みようなテンションではしゃいでいる玉野をチラリと見やった。


「くっだらないことよ」


　リサラが呆あきれかえった声で答える。


「胸を揉もみたかったそうよ」


「え？」


　キョトンとした美菜の代わりに、良介は一度深く頷いて言う。


「なるほどな。ラッキースケベではなく、思うさまに、思う存分、心ゆくまでおっぱいを揉む。それは確かに魂が本気で願っていても当然だな」


「良介くん……」


　キョトンとした美菜の視線が、知らぬ間に呆れたものに変わっていた。リサラの視線なんて呆れたを通り越こして極ごつ寒かんの冷たさだ。


　もっとも、そんなことくらいでめげる良介ではない。


　今、一番気になっていることがあるのだ。


「で、リサラ。玉野先輩は誰だれのおっぱいを揉んだんだ。まさかライファンのおっぱいじゃないだろうな」


　術式が掛かかったブラジャーで男みたいなぺったんバストにしているが、本当は九十ある夢一いつ杯ぱいなおっぱいなのだ。あれを思うさまに揉みしだくなんて、良介にはとてもではないが許せない。


「違うわよ。アルカレアは自分のを揉ませたって言ってたわよ」


「…………あの筋肉を？」


　念のために良介は聞き返してみた。


「ええ」


「そうか。いやしかし、筋肉だらけとは言ったって、女の子のおっぱいはおっぱいだもんな。うん」


　良介が、リサラと美菜から冷たい視線を浴びながら、そう頷いた時だ。


「──というわけで、花火をしようと思う」


　玉野がいつの間にか用意していた花火を、どっさりと砂すな浜はまの上に置く。


「夏といえば、花火におっぱいだろうっ。そうとも、今日は僕の記念すべき日さ。世界にこの素す晴ばらしき日を刻み込むためにも、ド────ンっと花火を打ち上げないとね！」


　市し販はん品にしては大きすぎるデカイ花火をセットした玉野が、ニタニタと笑いながら着火する。


　シュボボボボボボボボボボボボボ！


　花が開くように、バチバチと火薬の花が三メートルほどの高さに無数に咲さいていく。


「……まぁ、よっぽど嬉うれしかったんだろうな、うん」


　花火の前で、大おお平ひらを強引にパートナーにして踊おどる玉野を見つつ、良介は苦笑した。


「いいんじゃないかい。今夜くらいははしゃいでもね」


　ライファンが、声を掛けてくる。


「どういうことだよ」


「玉野光ひかるは《イレギュラー》じゃなかった。ということは、少なくとも今は、僕達が争う必要はないってことさ。あのアルカレアも、さっき渋しぶ々しぶ帰っていったしね」


「なるほど……」


　今この場に、もう《イレギュラー》候補はいない。


　家に帰れば、ライファンとはまた対立することになるだろうが、何もしようがないのであれば、休戦状態で構わない気がする。


「だからさ」


　ライファンがググッと体を寄せてきた。


「な、なんだよ」


「僕と一いつ緒しよに花火をやらないか？」


「え──」


　良介が何かを答える前に、予想外にも美菜がズイッと花火のセットを突つき出してくる。


「いいえ、良介くんは私と花火をする約束だから」


「……いつ？」


　身に覚えのない約束で、思わず良介が聞き返すと、


「え、ええと、その」


　思いっきり答えに窮きゆうしてしまった。


「ふふん、美菜さんは聞き間違えをしたんですわ。さっきキュールが良介さんと花火をするって、そう約束した時の言葉を。ね、良介さん」


　キュールが、グリグリと強引にライファンと良介の間に割り込んでくる。


「いや、それも記き憶おくにないしっ」


「良介を困らせるもんじゃないな」


　ライファンが、割り込んできたキュールの頭を抑おさえ、さらに美菜から花火セットを引ったくる。


「ああっ」


　美菜の声を無視して、ライファンが花火セットから手持ち花火を一束取り出し、良介に押し付ける。


「何しろ僕と良介は、裸はだかで抱だき合った仲だからね。あの時、互たがいの心で花火をするって約束したのさ」


「は、裸っ、良介さんっ、それ本当なんですの！」


「誤解、誤解だって言ったよね、良介くんっ！」


　キュールと美菜が、ライファンの言葉に敏びん感かんに反応して、詰つめ寄ってきた。


「てか、そもそも裸じゃないしっ。下半身は着てたし！」


　と言っても、三人とも聞いちゃくれない。


　まさに頭を付き合わせて、侃かん々かん諤がく々がくと言い争いを始めていた……。


　半ば三人に挟はさまれた位置になってしまった良介としては、うるさいし、身に覚えのない約束を突きつけられるし、もうどうしていいのか。


「ったく……」


　声が、三人には聞こえてないようだけど、良介の耳にはっきりと聞こえる。


　そしてすぐ、手首を摑つかまれた。


「逃にげるわよ」


「おう」


　良介は二つ返事で脚あしを動かした。


　一刻も早く逃げたいからか、それとも違ちがう理由があるのか、よく分からないし、あまり今は考える気もないが、とても素直に従えたのだ。


「まったく、良介と花火がしたいだなんて、あの三人も相当の物好きよね」


　良介の手首を摑んで並走するリサラが、苦笑いと共におどけてみせる。


　その三人、キュールに美菜にライファンは、まだ良介が消えたことに気が付かずに言い争いをしているし……。


「火を付けるって危ないことは、俺にやらせたいんじゃないか？」


「……あ、なるほど」


　一いつ瞬しゆん、パチパチと瞬まばたきしつつ良介の顔を見つめたリサラが、笑いながら言う。


「そうだ」


　立ち止まり良介は、リサラに摑まれていない手を見た。


　その手には、ライファンに押し付けられた手持ち花火が一束ある。良介はその手持ち花火の束を持つと、リサラの前に立った。


「せっかくだし、花火やるか？」


　その良介の問いに、リサラがなぜか数秒硬こう直ちよくする。


「ええと、火薬だし、怖こわかったりするのか？　だったら俺が最初は見せてやるけど」


「ううん、そんなことないわよ。ま、それに、折角花火するんだったら一緒に着火した方が面おも白しろいでしょ？」


　リサラが良介の手から手持ち花火を一つ取り、微び笑しようした。


　瞬間だった。


「ずるいですわっ、お姉様！」


「うん、私もそう思う！」


「抜ぬけ駆がけはよくないよ！」


　キュールと美菜とライファンが、張り合いながらリサラの後ろに接近する。


「えっ？」


　驚おどろいて振ふり返ろうとしたリサラの背中に、三人が団子みたいになってぶつかり──前のめりにリサラが激しく、飛ぶように転がる。


「キャァァッ!?」


「お、おい！」


　慌あわててリサラを抱きかかえようと手を伸のばし、良介の視界が激しく回転した。


　ドスンッ。


　背中に衝しよう撃げきが走る。


　リサラの顔を見ていたはずなのに、気が付けば夜空を見上げている。


「いたたたた……」


　どうやら受け止めることが出来ずに、巻き込まれて良介も転んだらしい。


「くそ、やっぱり体も鍛きたえるべき──ん？」


　呟つぶやいて、良介は異変に気が付いた。


　モゾモゾする。


　どこが？


　股こ間かんが。


　モゾ、モゾモゾ……。


　そして、ジーンズの上からでも感じる、熱い吐と息いきに──、


「おふぅ……」


　思わず吐息が漏もれてしまった。


「な、なんだ……うわぁぁぁぁぁ!?」


　リサラの顔があった。
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「んっ、んぅ」


　リサラが呻うめくと、息が掛かり、モゾモゾってなって、


「あふん」


　声が漏れてしまう良介だ。


　だって、リサラの顔面がまさに良介の股間にストライク。その端たん整せいな唇くちびるが思いっきりキスしているのだ。


「リ、リサラ！」


「ん……っ！」


　リサラがビクッと肩かたを震ふるわせ、ガバッと上半身を起こした。


　座った二人が見つめ合う。


「ふ、ふふふ……」


　低く、低くリサラが笑う。


　一歩遅おくれて、良介もまた低く笑った。


「く、くくく……なんてざまだよ」


「そ、それは私の台詞せりふでしょう！」


　叫さけんだリサラに、良介は叫び返した。


「いいや違うね！」


「何が違うのよ」


「リサラに、リサラに股間を舐なめてもらったのにっ、俺の、俺の息子むすこはまた反応してくれないんだよっ。俺は、俺は今、こんなにも興奮しているのにっ、《グレイプニル》に吸われて、息子が立たないんだ──────────！」


　はち切れんばかりの悲しみを込こめた、良介の叫び声がビーチに轟とどろいていった。


　そして、結局全員で花火をしている時に、


「ま、まぁ、そう言われると……うん、私で立たないってちょっと腹が立つ──じゃなくて！」


　なんだかよく分からない自問自答をしているリサラの姿があったのだった……。














　あとがき







　どうもおはようございます。橘たちばなぱんです。


　夜でも、昼間でも『おはようございます』。それが業界のルールなのです。まぁ昼間寝ねて夜に書いている人や、睡すい眠みんという存在を母の胎たい内ないに忘れたんじゃね？　という人もいますので『おはようございます』が、なんとなくいい感じの模様です。


　もっとも、以前にゲームの収録現場に二日酔よいで現れた俺に対する『おはようございます』ほどぴったりな『おはようございます』は、そうはないと自負していますが。




（意味のない行稼かせぎの空白）




　さて、そんな与よ太た話はいいとして。


　とても嬉うれしい嬉しいご報告です。


　そう、昨年のアニメ版アイドルマスターの出来が素晴らしすぎましたっ。真まことは俺の嫁よめクラスタの橘ぱんが、何度真回を見直したことか。


　そして仕事する小こ鳥とりさんも最高でした。


　あ、違ちがう？


　ええ、違いますね。


　というわけで富ふ士じ見み書しよ房ぼうの蛮ばん勇ゆうか、はたまた英断が、本作『だから僕は、Ｈができない。』のアニメ化が決定いたしました。


　これも偏ひとえに応おう援えんし、そして買っていただいている人達のおかげです。


　本当にありがとうございます。


　しかもアニメ化はｆｅｅｌ．さんだっていうじゃないですかっ。構成案とか脚きやく本ほんとか進行中のものを見せてもらって、ホントにｆｅｅｌ．さん凄すごいと感動中ですよ。


　もう感動のあまり六巻が五巻から五カ月かかっちゃうくらいです。


　噓うそです。


　サボってたわけじゃありませんよ？


　飲み過ぎていただけです（あながちホント）。


　しかし、それにつけてもアニメ化です。こんな酷ひどいあとがきを書くくらい有う頂ちよう天てんにもなろうってものです。


　だって──。





　アニメ化。


　それは全すべてのライトノベル作家の夢。





　声優さん。


　それは全てのライトノベル作家の嫁（脳内）。





　なのです。


　ちなみに男性声優さんが嫁ではありません。そーいうのは知り合いの編集さんで、彼女だと思ったら実は相手は男だった経験があるアナクラさんで充じゆう分ぶんです。


　しかし、声がキャラにつくわけですよ。今からリサラの声を誰だれがとか、良りよう介すけがー、とかキュールに美み菜なにとワクワクが止まりません。


　しかも連中が動く。胸が揺ゆれる（リサラのぞく）。手を挙げた時の徐じよ々じよに伸のばされていく腋わきの下が見られる、揺れる尻しり肉、躍やく動どうする脚あし、もう、もう俺はどうしたらいいか分かりません。


　コミカライズですら感動して、こんな栄えい誉よに与あずかっていいのだろうかと挙動不ふ審しんになったくらいです。アニメ放映の段階では喜びのあまりショック死するかも知れません。





　そしてコミカライズで思い出しました。


　岡おか霧ぎり先生による『だから僕は、Ｈができない。』の単行本一巻ですが、本当にありがたいことに、この後書きを書いている段階で三版まで決まっています。


　大量重版ってヤツですよ！


　ヒャッホ───！


　さらにＷＥＢ雑誌ファミ通コミッククリアさんでも、東雲しののめ龍りゆう先生のスピンオフが好評連れん載さい中です。


　こちらは原作を橘ぱんが書き下ろしていますが、何しろ初めての経験なので東雲先生にお尻をペンペン叩たたかれながら頑がん張ばっております。


　いつも素敵なアドバイスありがとうございます！


　ありがたやありがたや。





　さて、ネタが尽つきました。


　ほら後書きって原げん稿こうを書き上がった後に書くじゃないですか。もうね、抜ぬけ殻がらですよ。


　一冊書き終えた後に、まだ何か書くとか、誰ですかこんな変な風習を作ったのは。


『三さん国ごく志し演えん義ぎ』とかには後書きないし、きっと最近出来た風習なんだ……。


　いや羅ら貫かん中ちゆうの後書きがあるなら、それはそれでとても読んでみたいものですが。


　と行を稼いでみたのですが、まだまだ余白があります。


　なんか五巻でも似たような苦労をした記き憶おくがあるのですが、解げせぬ。


　えー、最近の橘ぱんですが、太りました。この一年で八キロですよ。


　秋葉原までの往復三十キロ自転車ダイエットの効果が台無しです。そりゃまぁ、書いて、飲んで、食って、寝る。書いて、飲んで、食って、寝る。そんな生活サイクル送っていれば太りもしますよね。ええ、後こう悔かいはしていない。


　ああ、ゲームも遊びました。


『セブンスドラゴン２０２０』のおかげで大おお幅はばに原稿が遅おくれたのは内ない緒しよです。ここに書いてもきっと編集さんは忘れてくれる。


　今は『スカイリム』を始めたので色々と遅れているけれど、きっとそれも見なかったことにしてくれるに違いない。


　橘ぱんは皆みなさんの優しさに甘えて生きております。





　というわけで、そろそろ、ようやく後書きが埋うまりつつあります。


　ですので最後に、アニメ化ということで皆みな様さまに感謝を。


　まずは何かネタあるなら頂ちよう戴だいよと最初に俺を誘さそってくれたＳ沼ぬまさん。三行だけのネタを送りつけても付き合っていただきありがとうございます。おかげで俺はこうなりました。


　海のものとも山のものともつかぬ一巻の帯にコメントを、忙いそがしい中で下さった賀が東とう先生、本当にありがとうございます。またホルモン食べに行きましょう。


　初代担当のキャサリンさん。飯でも食べながら打ち合わせ──で、毎度グデグデに酔っぱらう俺によくぞ付き合って下さいました。ありがとうございます。


　でもって現担当さん。最初から順調にデッドライン勝負になってごめんなさい。次も危ないです、ニコッ。ありがとうございます。


　そしていつも美び麗れいで可愛くてエッチなイラストを描かいてくれる桂かつら井いさん。いやホント、俺が遅おそいおかげでいつもご迷めい惑わくをおかけします。本当にありがとうございます。





　最後に。


　冒ぼう頭とうにも書きましたが、この本を手にとって下さった読者の皆様。


　本当にありがとうございます。





　あ、飲み仲の皆様にも感謝してますよ？


　奢おごらないけど。というか、届けこの想おもい（奢って下さい）。





　それでは、予定ではちょっと早めにお届け出来るはずの七巻でまた会いましょう！







二〇一二年一月某ぼう日じつ　レバ刺さしの存続が心配な橘ぱん












だから僕ぼくは、Ｈができない。６


死しに神がみと海かい水すい浴よく





橘たちばな　ぱん
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